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附録１ 調査票等

附録１－１ 第１回事業所質問紙調査

附録１－２ 第２回事業所質問紙調査

附録１－３ 第１回当事者質問紙調査

附録１－４ 第２回当事者質問紙調査

附録１－５ パネル調査質問紙

附録１－６ 事業所インタビュー調査設問

附録１－１～附録１－４について、第１回質問紙調査（附録１－１、附録１－３）と第２回質問紙調

査（附録１－２、附録１－４）は、基本的に同じ質問をしている。ただし、第２回質問紙調査では、①

新型コロナウイルス感染症の影響についての設問の追加と、② 不適切な回答の防止を目的とした調整

を行っている。主な変更点は以下の通りである。

事業所質問紙調査（附録１－２）

・ 設問群 IVとして、新型コロナウイルス感染症の影響についての設問を追加
・ 設問群Ⅰ問４「障害者の雇用状況」に、誤回答防止のための例示と注記を追加

当事者質問紙調査（附録１－４）

・ 設問群 問３（11）として、新型コロナウイルス感染症の影響についての設問を追加
・ 設問群 問１（３）に精神障害者保健福祉手帳の取得時期について、更新時期ではなく最初の取得時

期を記入するよう説明を追加

・ 設問群 問２（４）に、労働条件の変更時期について、元号の回答欄を追加

・ 設問群 問３（２）の雇用形態の選択肢として、「その他」の自由記述欄に多く記入のあった「A型事
業所の利用者」を追加

・ 設問群 問３（４）の収入について、他の選択肢と形態を合わせるため、「賃金以外の収入はない」と

していた選択肢を「勤務先の賃金」に改めた
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Ჶ
調
査
の
Ⴘ
的
Ჸ

Ჶ
調
査
の
ϋ
ܾ
Ჸ

Ჶ
回
答
を
お
ᫍ
い
し
た
い
方
Ჸ

Ჶ
回
答
の
方
ඥ
Ჸ

Ƃ
回
答
の
ؕ
แ
と
す
る
ଐ
ƃ
　
ˋ
ԧ
３
（

2
0

2
1
）
࠰
Ჳ
உ
１
ଐ
（
൦
）

Ƃ
回
答
方
ඥ
ƃ

ഏ
の
い
ず
れ
か
で
お
ᫍ
い
し
ま
す
。

①
こ
の
調
査
票
及
び
回
答
票
に
Ⴚ

記
入
す
る
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
iv

r.
je

e
d
.g

o
.jp

/
c
h

o
u

s
a
2

1
.h

tm
l

Ƃ
ᡉ
ᡛ
方
ඥ
ƃ

Ƃ
ᡉ
ᡛ

ଐ
ƃ

ˋ
ԧ
３
（

2
0

2
1
）
࠰
Ჳ
உ
２
２
ଐ
（
൦
）

Ჶ
回
答
に
当
た
Ƭ
て
の
သ
ॖ
ໜ
Ჸ

①
回
答
は
、
特
例
措
置
ƕ
ᢘ
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所
Ɲ
と
に
な
り
ま
す
。

②
調
査
票
、
回
答
票
Ǎ
ᡉ
̮
用
の
ݥ
ለ
ƕ
ɧ
ឱ
す
る
場
合
に
は
、
下
記
問
い
合
ǘ
Ƥ
έ
ま
で
、
お
ဎ
し
Ј
く
だ
さ
い
。

Ჶ
調
査
ǁ
の
ң
力
Ჸ

ஜ
調
査
ǁ
の
Ɲ
ң
力
は
˓
ॖ
と
な
Ƭ
て
い
ま
す
。

Ჶ
調
査
ȇ
ー
ǿ
の
ӕ
り
ৢ
い
Ჸ

　
調
査
ȇ
ー
ǿ
の
分
ௌ
・
ႆ
表
等
に
お
い
て
は
、
ඥ
人
名
・
事
業
所
名
、
ᢿ
ፙ
名
を
ԃ
ǉ
̾
人
ऴ
إ
を
特
ܭ
し
ま
Ƥ
ǜ
。

Ɲ
ɧ
ଢ
な
ໜ
ƕ
あ
り
ま
し
た
ǒ
、
お

数
で
す
ƕ
、
下
記
ま
で
Ɲ
ᡲ
ዂ
く
だ
さ
い
。

Ɔ
問
い
合
ǘ
Ƥ
έ
Ƈ
　
　


ᇌ
ᘍ

ඥ
人
᭗
ᱫ
・
障
害
・
൭
Ꮀ
者
雇
用
支
援
ೞ
ನ

障
害
者
Ꮀ
業
ዮ
合
ǻ
ン
ǿ
ー
　
障
害
者
支
援
ᢿ
ᧉ
　
ݱ
൷
（
こ
い
け
）
・
ฑ

（
し
ƿ
Ǎ
）
・
ו
ி
（
く
に
と
Ə
）

˰
所
Ჴ
Ҙ
ᓶ
ࠊ
፦
ා
ғ
ᒉ
ᓶ
３
Ყ
１
Ყ
３

ᩓ
ᛅ
Ჴ
０
４
３
Ყ
２
Ჳ
Ჱ
Ყ
Ჳ
０
３
３
Ჩ
Ჳ
０
Ჲ
４
Ჩ
Ჳ
０
３
２

'
O
C
KᲴ
R
U
F
KX
"
LG
G
F
.I
Q
.LR

精
神
障
害
者
の
雇
用
ܱ
態
に
᧙
す
る
Ǣ
ン
Ǳ
ー
ト
調
査

（
事
業
所
Ӽ
け
）

②
当
ೞ
ನ
ț
ー
Ƞ
ペ
ー
ジ
の
以
下
の
Ǣ
ȉ
Ȭ
ǹ
に
Ⴚ

Ǣ
ǯ
ǻ
ǹ
し
、
Ǩ
ǯ
ǻ
ȫ
の
調
査
票
、
回
答
票
を
Ȁ
ウ
ン
ȭ
ー
ȉ

し
、
入
力
ま
た
は
Ⴚ

記
入
す
る
。

　
Ȁ
ウ
ン
ȭ
ー
ȉ
し
た
調
査
票
と
回
答
票
は
、
入
力
ま
た
は
ȗ
ȫ
Ȁ
ウ
ン
方
ࡸ
で
回
答
で
Ɩ
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
で

は
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
Ə
に
表
記
し
て
い
ま
す
ƕ
、
ᚨ
問
に
ࣖ
ơ
て
回
答
欄
に
入
力
あ
る
い
は
ȗ
ȫ
Ȁ
ウ

ン
で
ᢠ
৸
す
る
と
ᛠ
み
ஆ
Ƒ
て
く
だ
さ
い
。

①
回
答
を
Ⴚ

記
入
い
た
だ
い
た
場
合
ă
調
査
票
Ǎ
回
答
票
を
ӷ
ݥ
の
ᡉ
̮
用
ݥ
ለ
（
ᧈ
３
号
Ჩ
ǯ
Ȫ
ー
Ƞ
ᑥ
）
に
入
れ

て
ᣁ
ᡛ
し
て
く
だ
さ
い
。

②
回
答
を
Ǩ
ǯ
ǻ
ȫ
ȕ
ǡ
Ǥ
ȫ
に
入
力
さ
れ
た
場
合
ă
入
力
し
た
調
査
と
回
答
票
を
ȗ
Ȫ
ン
ト
Ǣ
ウ
ト
し
て
、
ӷ
ݥ
の
ᡉ

̮
用
ݥ
ለ
（
ᧈ
３
号
Ჩ
ǯ
Ȫ
ー
Ƞ
）
に
入
れ
て
、
ᣁ
ᡛ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
̟
ᡶ
Ǎ
ܤ
ܭ
に
̞
る

ሊ
ᇌ
క
等
の
౨
᚛
に

す
る
た
め
に
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
状
況
及
び
特
例

措
置
の
ᢘ
用
状
況
に
̞
る
ܱ
態
と
そ
の
ਖ਼
ᆆ
を
ଢ
ǒ
か
に
す
る
。

　
特
例
措
置
ƕ
ᢘ
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所
Ɲ
と
の
障
害
者
の
雇
用
状
況
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
ሥ
ྸ
、
特
例
措
置
に
᧙
す
る
ᎋ

Ƒ
、
נ
ቔ
し
て
い
る
精
神
障
害
者
の
̾
К
状
況
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
雇
入
れ
・
雇
用
ሥ
ྸ
を
ਃ
当
さ
れ
て
い
る
方
（
調
査
に
は
精
神
障
害
者
̬
ͤ
ᅦ
ᅍ

ࠚ
等
̾
人
ऴ
إ
に
つ
い
て
の

ᚨ
問
ǋ
あ
り
ま
す
の
で
、
ᢠ
˓
に
当
た
Ƭ
て
Ɲ
သ
ॖ
く
だ
さ
い
）
。

　
調
査
ȇ
ー
ǿ
は
「

ᇌ
ᘍ

ඥ
人
等
の
̬
ஊ
す
る
̾
人
ऴ
إ
の
̬
ᜱ
に
᧙
す
る
ඥ
ࢷ
」
及
び
当
ೞ
ನ
の
規
ܭ
等
に
ؕ
Ʈ
Ɩ
、

障
害
者
Ꮀ
業
ዮ
合
ǻ
ン
ǿ
ー
ᄂ
ᆮ
ᢿ
ᧉ
に
お
い
て
ӈ
重
に
ሥ
ྸ
し
ま
す
。

Ⅰ
事
業
所
に
つ
い
て

問
１

貴
事
業
所
の
従
業
員
規
模
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
4
5
.0
人
以
下
　
　
２
．
4
5
.5
人
～
9
9
.5
人
　
　
３
．
1
0
0
.0
人
～
2
9
9
.5
人

４
．
3
0
0
.0
人
～
4
9
9
.5
人
　
　
５
．
5
0
0
.0
人
～
9
9
9
.5
人
　
　
６
．
1
,0
0
0
.0
人
以
上

（
注
）
障
害
者
雇
用
率
カ
ウ
ン
ト
上
の
人
数
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

貴
事
業
所
の
事
業
形
態
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
一
般
の
事
業
所
　
　
　
　
２
．
特
例
子
会
社
　
　
　
３
．
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
　
　
　
４
．
そ
の
他

問
３

例
）

※
な
お
、
特
例
措
置
の
対
象
で
あ
る
方
の
場
合
、
１
週
当
た
り
の
労
働
時
間
は
2
0
時
間
以
上
3
0
時
間
未
満
の
み
で
あ
る
た
め
、
そ
の
他
の
労
働
時
間
の

欄
は
斜
線
を
引
い
て
あ
り
ま
す
。

特
例
措
置
以
外

精
神
障
害

重
度
以
外

問
４

3
0
時
間
以
上

4
0
時
間
未
満

2
0
時
間
以
上

3
0
時
間
未
満

1
0
時
間
以
上

2
0
時
間
未
満

特
例
措
置
対
象

身
体
障
害

重
度

回 答 欄

貴
事
業
所
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
調
査
票
の
1
1
ペ
ー
ジ
に
付
け
た

「
参

考
２

：
日

本
標

準
産

業
分

類
の

中
分

類
」

に
よ

り
、
産
業
分
類
番
号
及
び
業
種
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
分
類

番
号

業 種

重
度
以
外

①
正
社
員

問
２ 回 答 欄

貴
事
業
所
の
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
下
の
表
の
①
に
正
社
員
で
あ
る
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
、
②
に
正
社
員

以
外
の
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
、
人
数
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
の
身
体
障
害
の
あ
る
方
を
、
正
社
員
以
外
で
、
1
0
時
間
未
満
で
２
人
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
②
の
表
の
最
右
列
の
最
上
段
に
２
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

知
的
障
害

重
度

重
度
以
外

精
神
障
害

特
例
措
置
対
象

特
例
措
置
以
外

②
正
社
員
以
外

障
害
種
類

障
害
種
類

障
害
程
度
等

１
週
あ
た
り
の
お
お
よ
そ
の
労
働
時
間

4
0
時
間

3
0
時
間
以
上

4
0
時
間
未
満

2
0
時
間
以
上

3
0
時
間
未
満

1
0
時
間
以
上

2
0
時
間
未
満

１
０
時
間

未
満

１
０
時
間

未
満

身
体
障
害

重
度

障
害
程
度
等

１
週
あ
た
り
の
お
お
よ
そ
の
労
働
時
間

4
0
時
間

４
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

知
的
障
害

重
度

重
度
以
外

1
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î
精
神
障
害
者
の
雇
用
ሥ
ྸ
に
つ
い
て

雇
入
れ
（

用
ᚘ
ဒ
Ǎ
Ѫ
ᨼ

ѣ
等
）

１
．
ዮ
Ѧ
・
人
事
・
労
Ѧ
　
２
．
産
業
Ҕ
を
ԃ
ǉ
産
業
̬
ͤ
ǹ
ǿ
ȃ
ȕ
　
３
．
対
象
障
害
者
の
ᣐ
ޓ
έ
　
４
．
そ
の
他

Ꮀ
場
ܭ
ბ

１
．
ዮ
Ѧ
・
人
事
・
労
Ѧ
　
２
．
産
業
Ҕ
を
ԃ
ǉ
産
業
̬
ͤ
ǹ
ǿ
ȃ
ȕ
　
３
．
対
象
障
害
者
の
ᣐ
ޓ
έ
　
４
．
そ
の
他

˞
Ꮀ
者
の
Ꮀ
場
ࣄ
࠙

１
．
ዮ
Ѧ
・
人
事
・
労
Ѧ
　
２
．
産
業
Ҕ
を
ԃ
ǉ
産
業
̬
ͤ
ǹ
ǿ
ȃ
ȕ
　
３
．
対
象
障
害
者
の
ᣐ
ޓ
έ
　
４
．
そ
の
他

精
神
障
害
者
を
雇
用
す
る
上
で
の
ᣐ
ॾ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
　
̾
К
Ⴛ
ᛩ
ᆸ
ӝ
の
ᚨ
置

２
．
　
Ꮀ
場
ᢘ
ࣖ
の
た
め
の
援
я
者
（
障
害
者
Ꮀ
業
ဃ

Ⴛ
ᛩ
員
、
˖
業
נ
ቔ
型
ジ
ȧ
Ȗ
ǳ
ー
ȁ
等
）
の
ᣐ
置

３
．
　
ᡫ
ᨈ
の
た
め
の
˞
ୗ
С
度

４
．
　
ჺ
時
間
Ѯ
Ѧ
か
ǒ
ȕ
ȫ
ǿ
Ǥ
Ƞ
ǁ
の
ᆆ
ᘍ
С
度

５
．
　
正
社
員
ǁ
の
ႇ
用
С
度

６
．
　
雇
用
ሥ
ྸ
ਃ
当
者
と
の
ܭ

的
な
᩿


Ჱ
．
　
体
調
Ǎ
Ꮱ
力
等
に
ࣖ
ơ
た
Ꮀ
Ѧ
調
ૢ
・
ᣐ
置
᠃
੭
С
度

Ჲ
．
　
˞
Ꮀ
С
度

Ჳ
．
　
ࣄ
Ꮀ
に
当
た
Ƭ
て
の
ᚾ
し
Ј
Ѯ
С
度

１
０
．
産
業
Ҕ
ま
た
は
̬
ͤ
ǹ
ǿ
ȃ
ȕ
と
の
᩿

С
度

１
１
．
雇
用
ሥ
ྸ
ਃ
当
者
等
と
の
ࣄ
Ꮀ
ࢸ
の
ܭ

的
な
᩿


１
２
．
࣎
の
၏
ൢ
に
よ
る
˞
Ꮀ
者
Ӽ
け
の
社
外
支
援
ȗ
ȭ
ǰ
ȩ
Ƞ
（
'
A
2
等
）
の
М
用

１
３
．
そ
の
他

１
４
．
ᛆ
当
な
し

回 答 欄

１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
Ƒ

（
１
）

（
２
）

（
３
）

問
２

回 答 欄
１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
Ƒ

回 答 欄

回 答 欄
１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
Ƒ

回 答 欄

４
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

４
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

４
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

回 答 欄

精
神
障
害
者
の
雇
用
ሥ
ྸ
（
雇
入
れ
、
Ꮀ
場
ܭ
ბ
、
˞
Ꮀ
者
の
Ꮀ
場
ࣄ
࠙
）
に
̞
る
体
С
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
以
下
の
（
１
）
か

ǒ
（
３
）
に
᧙
す
る
業
Ѧ
を
貴
事
業
所
で
ܱ

し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
１
．
は
い
」
を
、
ܱ

し
て
い
な
い
場
合
に
は
「
２
．
い

い
Ƒ
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
１
．
は
い
」
と
回
答
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
業
Ѧ
を
ਃ
当
し
て
い
る
ᢿ
ፙ
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
す
ǂ
て
の
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
に
対
し
て
ܱ

あ
る
い
は
ૢ
ͳ
し
て
い
る
支
援
С
度
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
す
ǂ
て
の
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
1

３
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）

問
１

回
答
欄
・
そ
の
他
の
記
入
欄
は
、
ഏ
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
　

2

（
２
） ᳣

ஜ
人
の
ȗ
ȩ
Ǥ
Ȑ
Ƿ
ー
に
ᣐ
ॾ
し
た
Ə
Ƒ
で
、
他
の
労
働
者
に
対
し
、
障
害
の
ϋ
ܾ
Ǎ
࣏

ᙲ
な
ᣐ
ॾ
等
を
ᛟ
ଢ
す
る
こ
と

4
3

2
1

᳢
ज़
ᙾ
ᢅ

等
ǁ
の
ᣐ
ॾ
と
し
て
、
ༀ
ଢ
Ǎ
ܴ
ϋ
の
᪦
な
Ʋ
の
ཋ
ྸ
的

ؾ
に
つ
い
て
対
ࣖ

を
ᘍ
Ə
こ
と

4
3

2
1

᳡
ஜ
人
の
状
況
を
ᙸ
な
ƕ
ǒ
業
Ѧ

等
を
調
ૢ
す
る
こ
と

4
3

2
1

᳠
で
Ɩ
る
だ
け
᩺
か
な
場
所
で
˞
ক
で
Ɩ
る
よ
Ə
に
す
る
こ
と

4
3

2
1

᳟
Ј
ᡚ
Ѯ
時
Ц
・
˞
ক
・
˞
ୗ
に
᧙
し
、
ᡫ
ᨈ
・
体
調
に
ᣐ
ॾ
す
る
こ
と

4
3

2
1

2
1

᳞
ǹ
Ǳ
ジ
ȥ
ー
ȫ
、
ˁ
事
の
Ο
έ

ˮ
Ǎ


な
Ʋ
を
、
ǘ
か
り
Ǎ
す
い
ਦ
ᅆ
Ǎ
Ȟ
ȋ
ȥ
Ǣ

ȫ
に
よ
Ƭ
て
ଢ
ᄩ
に
す
る
こ
と

4
3

2
1

᳝
業
Ѧ
ਦ
ݰ
Ǎ
Ⴛ
ᛩ
に
᧙
し
、
ਃ
当
者
を
ܭ
め
る
こ
と

4
3

2
1

（
３
）

ܱ

し
て
い
る

ܱ  し て い な い

回 答 欄

と て ǋ ј ௐ ƕ あ る

Ǎ Ǎ ј ௐ ƕ あ る

あ ま り ј ௐ ƕ な い

回
答
欄

1
3
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

᳜
᩿

・

用
ᚾ
᬴
に
お
い
て
、
ӝ
᪽
だ
け
で
な
く
૨
܌
で
の
Ǎ
り
と
り
を
ᛐ
め
た
り
、
ᚾ

᬴
時
間
の
ࡨ
ᧈ
を
ᘍ
Ə
こ
と

4
3

2
1

᳛
Ѫ
ᨼ
・

用
等
の
᩿

時
に
、
就
労
支
援
ೞ
᧙
の
Ꮀ
員
等
に
ӷ
ࠗ
を
ᛐ
め
る
こ
と

4
3

上
記
の
問
２
�
（
１
）
の
回
答
の
ɶ
で
、
ჺ
時
間
で
働
く
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
、
貴
事
業
所
で
ܱ

あ
る
い
は
ૢ
ͳ
し
て
い
る
С
度
に
つ

い
て
、
当
て
は
ま
る
す
ǂ
て
の
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
１
３
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
に
対
す
る
合
ྸ
的
ᣐ
ॾ
の
ܱ

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
以
下
の
「
C
」
か
ǒ
「
᳣
」
の

Ⴘ
に
つ
い
て
、
ܱ

し
て
い
る

場
合
に
は
、
雇
用
Ǎ
Ꮀ
場
ܭ
ბ
ǁ
の
ј
ௐ
に
つ
い
て
２
か
ǒ
４
ま
で
の
数
܌
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
1
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ܱ

し
て
い
な
い
場
合
に
は
１
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
欄

1
3
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

3
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（
５
）

Ꮀ
種
Ǎ
雇
用
形
態
の
٭

を
౨
᚛
す
る
こ
と

᳥
4

3

᳣
4

3
2

1

2
1

᳤
4

᳟
4

3
2

1
体
調
に
٭
҄
ƕ
あ
り
、
Ꮀ
Ѧ

ᘍ
Ǎ
Ѯ
࣭
に
ࢨ
᪪
す
る
場
合
の
対
ࣖ

ᡫ
ᨈ
Ǎ

ᕤ
状
況
を
ԃ
め
た
体
調
の
৭
੮
と
ᡫ
ᨈ
ǁ
の
ᣐ
ॾ

᳡
4

3
2

1
Ҕ
ၲ
᩿
Ǎ
ဃ

᩿
な
Ʋ
Ꮀ
場
以
外
に
ᛢ
᫆
ƕ
あ
る
場
合
の
対
ࣖ

᳢
4

3
2

1

᳞
4

3
2

1

᳝
4

3
2

1
ஜ
人
の
障
害
特
ࣱ
に
ࣖ
ơ
て
˺
業
ϋ
ܾ
Ǎ
˺
業


を
ᙸ
Ⴚ
す
こ
と

ஜ
人
の
状
況
に
ࣖ
ơ
て
労
働
時
間
の
٭

等
の
労
働
வ
ˑ
の
調
ૢ
を
ᘍ
Ə
こ
と

᳠
4

᳜
4

3
2

1

᳛
4

3
2

1
ྵ
場
の
従
業
員
の
ྸ
ᚐ
を
ࢽ
る
こ
と

ஜ
人
の
ᢘ
ࣱ
に
合
Ƭ
た
Ꮀ
Ѧ
Ǎ
ᣐ
ޓ
ᢿ
ፙ
を
ᢠ
ܭ
す
る
こ
と

回 答 欄

（
４
）

Ǎ Ǎ ᩊ し い

あ ま り ᩊ し く な い

ᩊ し く な い

と て ǋ ᩊ し い

一
ܭ
の
ࢫ
Ꮀ
ǁ
の
ଞ
ᡶ
時

等
を
౨
᚛
す
る
こ
と

ஜ
人
の
状
況
に
合
Ƭ
た

Ꮛ

ጀ
を
Ӗ
け
さ
Ƥ
る
こ
と

上
Ӯ
Ǎ
ӷ
·
と
の
ǳ
ȟ
ȥ
ȋ
Ǳ
ー
Ƿ
ȧ
ン
に
ᛢ
᫆
ƕ
あ
る
場
合
の
対
ࣖ

3
2

1

3
2

1

精
神
障
害
者
の
雇
用
に
当
た
Ƭ
て
ᩊ
し
い
と
ज़
ơ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
以
下
の
「
᳛
」
か
ǒ
「
᳥
」
の

Ⴘ
に
つ
い
て
、
１

か
ǒ
４
ま
で
の
数
܌
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
の
雇
用
に
お
い
て
、
ᩊ
し
さ
を
ज़
ơ
て
い
る
事
例
の
Ə
ƪ
、
具
体
的
な

ᇌ
て
Ǎ
方
ሊ
を
ᇌ
て
た
こ
と
で
、
ો
ծ
Ǎ
ᛢ
᫆
の
ᚐ

ൿ
を

る
こ
と
ƕ
で
Ɩ
た
事
例
ƕ
あ
り
ま
し
た
ǒ
具
体
的
に
記
ᡓ
し
て
く
だ
さ
い
。

4
0
0
܌
程
度
�

4

ト
ȩ
Ǥ
Ǣ
ȫ
雇
用

精
神
障
害
者
雇
用
ト
ー
ǿ
ȫ
ǵ
ȝ
ー
ǿ
ー

ȁ
ー
Ƞ
支
援

支
援
ȡ
ȋ
ȥ
ー

①
雇
入
れ

②
Ꮀ
場
ܭ
ბ

具
体
的
に

そ
の
他

ジ
ȧ
Ȗ
ǳ
ー
ȁ
支
援

就
労
ᆆ
ᘍ
支
援

事
業
所

問
３

就
労
支
援
ೞ
᧙

Ҕ
ၲ
ೞ
᧙
と
の
ᡲ
ઃ

そ
の
他

具
体
的
に

そ
の
他

ȏ
ȭ
ー
ȯ
ー
ǯ

障
害
者
就
業
・
ဃ


支
援
ǻ
ン
ǿ
ー

ע
؏
障
害
者

Ꮀ
業
ǻ
ン
ǿ
ー

事
業
所
ᚧ
問

Ҕ
ၲ
ೞ
᧙
と
の
ᡲ
ઃ

事
業
所
ᚧ
問

具
体
的
に

そ
の
他

具
体
的
に

そ
の
他

具
体
的
に

ஊ
૰
ൟ
間
Ꮀ
業
ኰ
ʼ

事
業
者

࣎
の
၏
ൢ
に
よ
る

˞
Ꮀ
者
Ӽ
け
の

社
外
支
援
ȗ
ȭ
ǰ
ȩ
Ƞ
（
'
A
2

等
）

ジ
ȧ
Ȗ
ǳ
ー
ȁ
支
援

Ҕ
ၲ
ೞ
᧙
と
の
ᡲ
ઃ

そ
の
他

そ
の
他

Ҕ
ၲ
ೞ
᧙
と
の
ᡲ
ઃ

ジ
ȧ
Ȗ
ǳ
ー
ȁ
支
援

事
業
所
ᚧ
問

具
体
的
に

そ
の
他

Ҕ
ၲ
ೞ
᧙
と
の
ᡲ
ઃ

ジ
ȧ
Ȗ
ǳ
ー
ȁ
支
援

事
業
所
ᚧ
問

具
体
的
に

事
業
所
ᚧ
問

雇
用
ሥ
ྸ
に
お
い
て
、
貴
事
業
所
ƕ
М
用
し
て
い
る
支
援
ೞ
᧙
Ǎ
支
援
ȡ
ȋ
ȥ
ー
に
つ
い
て
、
①
「
雇
入
れ
」
あ
る
い
は
②
「
Ꮀ
場

ܭ
ბ
」
で

用
し
た
場
合
に
は
そ
れ
Ƨ
れ
の
欄
に
Ũ
を
、

用
し
て
ࢫ
に
ᇌ
Ƭ
た
場
合
に
は
ũ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
「
そ
の
他
」

は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5
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ï
特
例
措
置
に
つ
い
て

１
．
С
度
を
知
Ƭ
て
い
て
、
障
害
者
の
雇
入
れ
Ǎ
Ꮀ
場
ܭ
ბ
に
当
た
Ƭ
て
ᎋ
ॾ
し
た
。

２
．
С
度
は
知
Ƭ
て
い
た
ƕ
、
障
害
者
の
雇
入
れ
Ǎ
Ꮀ
場
ܭ
ბ
に
当
た
Ƭ
て
は
ᎋ
ॾ
し
な
か
Ƭ
た
。

３
．
С
度
は
あ
ま
り
知
ǒ
な
か
Ƭ
た
ƕ
、
支
援
ೞ
᧙
か
ǒ
ऴ
إ
੩
̓
を
Ӗ
け
て

用
に
ᐱ
Ƭ
た
。

４
．
С
度
は
あ
ま
り
知
ǒ
な
か
Ƭ
た
ƕ
、
た
ま
た
ま
С
度
の
ᙲ
ˑ
を
満
た
し
て
い
た
。

５
．
そ
の
他

1

3
2

11

精
神
障
害
者
の
Ꮀ
Ѧ
の
ᢠ
ܭ
ƕ
し
Ǎ
す
く
な
Ƭ
た
。

精
神
障
害
者
に
ᨂ
ǒ
ず
、
障
害
者
μ
体
の
雇
用
ሥ
ྸ
を
ᘍ
Ə
社
ϋ
体
С
ƕ
˺
り
Ǎ
す
く
な
Ƭ

た
。

精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
の
Ꮀ
場
ܭ
ბ
ƕ
ᡶ
ǜ
だ
。

᳞᳝

精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、
い
Ƭ
し
ǐ
に
働
く
従
業
員
の
ྸ
ᚐ
ƕ

ࢽ
ǒ
れ
Ǎ
す
く
な
Ƭ
た
。

問
１

問
２

5
4

᳤
5

4

᳢
5

4

᳠
5

4
精
神
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
ƕ
ᐯ
分
の
状
態
に
合
Ƭ
た

ྸ
の
な
い
労
働
時
間
で
働
け
る
よ
Ə

に
な
Ƭ
た
。

3
2

1

᳣
5

4
3

2
精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
ஜ
人
の
ˁ
事
ǁ
の
ॖ
ഒ
ƕ
᭗
く
な
Ƭ
た
。

精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
に
お
い
て
、
Ꮀ
Ѧ

ᘍ
Ꮱ
力
と
Ꮀ
Ѧ
と
の
間
の
ȟ
ǹ
Ȟ
ȃ

ȁ
ƕ
ถ
Ƭ
た
。

1

᳡
5

4
3

2
ჺ
時
間
雇
用
か
ǒ
ڼ
め
ǒ
れ
、
対
象
と
な
る
精
神
障
害
者
の
ܭ
ბ
に
ᙸ
ᡫ
し
ƕ
ᇌ
て
Ǎ
す
い
。

ჺ
時
間
雇
用
で
Ȁ
Ȗ
ȫ
カ
ウ
ン
ト
ƕ
で
Ɩ
、
雇
用
率
ƕ
ᢋ

し
Ǎ
す
く
な
Ƭ
た
。

3
2

1

᳟
5

4
3

2
11

5
4

3
2

1

3
2

精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
に
対
す
る
障
害
特
ࣱ
に
ࣖ
ơ
た
ᣐ
ॾ
を
ᘍ
い
Ǎ
す
く
な
Ƭ

た
。

᳛
5

4
3

2
1

よ く 当 て は ま る

Ǎ Ǎ 当 て は ま る

Ʋ ƪ ǒ と ǋ ᚕ Ƒ な い

回 答 欄

５
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

μ く 当 て は ま ǒ な い

あ ま り 当 て は ま ǒ な い

特
例
措
置

用
の
ȡ
Ȫ
ȃ
ト
と
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
「
C
」
か
ǒ
「
Q
」
ま
で
の
ॖ
ᙸ
に
つ
い
て
、
１
か
ǒ
５
ま
で
の

数
܌
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

特
例
措
置
の

用
状
況
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
1
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回 答 欄

3
2

᳜
5

4

6

特
例
措
置
に
つ
い
て
、
Ɲ
ॖ
ᙸ
・
Ɲ
ᙲ
ஓ
な
Ʋ
ƕ
あ
れ
ƹ
記
ᡓ
し
て
く
だ
さ
い
。
（
４
０
０
܌
以
ϋ
）

2
11 11 1 1μ く 当 て は ま ǒ な い

4

2

1
3

2

Ʋ ƪ ǒ と ǋ ᚕ Ƒ な い

あ ま り 当 て は ま ǒ な い

3
2

1

4
3

2

3

精
神
障
害
者
で
あ
Ƭ
て
ǋ
ȕ
ȫ
ǿ
Ǥ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
の
者
を
雇
い
た
い
。

5
4

3

5
4

3
2

問
４

ᳩ ᳜
特
例
措
置
の
対
象
で
あ
る
か
ԁ
か
に
か
か
ǘ
ǒ
ず
ᢘ
ࣱ
の
あ
る
者
は
雇
い
た
い
。

᳦ ᳞
特
例
措
置
ƕ
な
く
な
る
と
精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
を
雇
Ə
の
は
ᩊ
し
い
。

c

5 5
4

3
2

᳥
5

၏
状
Ǎ
体
調
の
٭
҄
の
た
め
、
ჺ
時
間
雇
用
で
あ
Ƭ
て
ǋ
雇
用
の
継
続
ƕ
ᩊ
し
い
。

a
特
例
措
置
対
象
者
で
な
く
な
Ƭ
て
ǋ
、
ྵ
נ
雇
用
し
て
い
る
者
の
雇
用
は
続
け
る
。

5
4

よ く 当 て は ま る

Ǎ Ǎ 当 て は ま る

5
4

精
神
障
害
者
で
あ
る
ჺ
時
間
労
働
者
に
ᢘ
し
た
Ꮀ
Ѧ
ƕ
ݲ
な
く
、

用
に
ᨂ
မ
ƕ
あ
る
。

特
例
措
置
の
ᢘ
用

間
ኳ
ʕ
ࢸ
、
雇
用
率
カ
ウ
ン
ト
ƕ

Ƭ
た
ᨥ
に
、
当
ᛆ
対
象
者
の
雇
用
を

継
続
す
る
こ
と
の

ਃ
ज़
ƕ
あ
る
。

e
特
例
措
置
ƕ
な
く
な
Ƭ
て
ǋ
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
ჺ
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
Ə
。

1

᳨
5

4
3

2
1

᳧
5

4
3

2

精
神
障
害
者
雇
用
に
お
い
て
、
ჺ
時
間
雇
用
に
つ
い
て
ǋ
ȕ
ȫ
ǿ
Ǥ
Ƞ
雇
用
と
ӷ
ơ
程
度
の


ਃ
ज़
ƕ
あ
る
。

特
例
措
置
は

ܭ
的
な
措
置
で
あ
る
た
め
、
ᐯ
社
の
障
害
者
雇
用
の
ᧈ

的
ᙸ
ᡫ
し
ƕ
ᇌ
て
に

く
い
。

問
３

5
4

3
2

回 答 欄

特
例
措
置
ᢘ
用
対
象
者
の
ʻ
ࢸ
の
雇
用
方
ᤆ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
「
C
」
か
ǒ
「
G
」
ま
で
の
ᎋ
Ƒ
に
つ
い
て
、
１
か
ǒ
５
ま
で
の

数
܌
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

7
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ð
ૼ
型
ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
Ǥ
ȫ
ǹ
ज़
௨
ၐ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
1

１
．
ࢨ
᪪
は
Ǆ
と
ǜ
Ʋ
な
か
Ƭ
た

２
．
ᑣ
い
ࢨ
᪪
の
方
ƕ
ٻ
Ɩ
か
Ƭ
た

３
．
फ
い
ࢨ
᪪
の
方
ƕ
ٻ
Ɩ
か
Ƭ
た

４
．
ᑣ
い
ࢨ
᪪
と
फ
い
ࢨ
᪪
ƕ
ӷ
ơ
く
ǒ
い
あ
Ƭ
た

１
．
ࢨ
᪪
は
Ǆ
と
ǜ
Ʋ
な
か
Ƭ
た

２
．
ᑣ
い
ࢨ
᪪
の
方
ƕ
ٻ
Ɩ
か
Ƭ
た

３
．
फ
い
ࢨ
᪪
の
方
ƕ
ٻ
Ɩ
か
Ƭ
た

４
．
ᑣ
い
ࢨ
᪪
と
फ
い
ࢨ
᪪
ƕ
ӷ
ơ
く
ǒ
い
あ
Ƭ
た

　
１
．
נ
ܡ
Ѯ
Ѧ
　
　
２
．
ᐯ
ܡ
ࢳ
ೞ
　
　
３
．
労
働
時
間
の
ჺ

　
　
　
４
．
労
働
時
間
の
ࡨ
ᧈ
　
　
　
５
．
Ꮀ
Ѧ
の
٭

　
　
　

　
６
．
Ѯ
Ѧ
場
所
の
٭

　
　
Ჱ
．


の
ถ
ݲ
　
　
Ჲ
．


の
ف
ь
　
　
Ჳ
．
᠃
ቔ
・
Ј
Ӽ
　
　
1
0
．
ˁ
事

の
ถ
ݲ

　
1
1
．
ˁ
事

の
ف
ь
　
　
1
2
．
ᚐ
雇
を
ԃ
ǉ
人
員
調
ૢ
　
　
1
3
．
特
に
˴
ǋ
し
て
い
な
い
　
　
1
4
．
そ
の
他

ñ
נ
ቔ
し
て
い
る
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
の
̾
К
状
況

な
お
、
ឋ
問
は
以
下
の
ᡫ
り
で
す
ƕ
、
回
答
は
、
К
ኡ

A
３
༿
の
回
答
票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

㸦
≉


ᥐ

⨨
ᑐ

㇟
⪅

の
ࡳ

に
ࡘ

࠸
࡚

の
タ

ၥ
ࡣ

ࠊ


の
タ

ၥ


ࣇ
࢛

ࣥ
ࢺ

ࢆ
ኚ

࠼
ࠊ

ኴ
ᩥ

Ꮠ
に

ࡋ
࡚

࠸
ࡲ

ࡍ
ࠋ

㸧

対
象
者
の
ޓ
ࣱ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ࣱ
К
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
ဏ
　
　
2
．
ڡ

ဃ
࠰
உ
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
ᙱ
ୣ
を
ᢠ
৸
す
る
場
合
、
࠰
は
４
Ǳ
ǿ
で
Ɲ
回
答
く
だ
さ
い
。
例
Ჴ
1
9
�
4
Ღ
2
0
0
1
）
。

特
例
措
置
の
ᢘ
用
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
ᢘ
用
　
　
2
．
ᢘ
用
以
外

ૼ
型
ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
Ǥ
ȫ
ǹ
ज़
௨
ၐ
は
、
貴
事
業
所
の
ኺ
փ
Ǎ
事
業
ᢃ
փ
な
Ʋ
に
と
Ƭ
て
、
Ʋ
の
程
度
の
ࢨ
᪪
ƕ
あ
り
ま
し
た
か
。
下
の
ᢠ
৸

Ꮓ
の
ɶ
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答
欄

回
答
欄

ૼ
型
ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
ǣ
ȫ
ǹ
ज़
௨
ၐ
は
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
ሥ
ྸ
（
雇
入
れ
、
Ꮀ
場
ܭ
ბ
、
˞
Ꮀ
者
の
Ꮀ
場
ࣄ
࠙
等
）
に
お
い
て
Ʋ
の
程
度
の

ࢨ
᪪
ƕ
あ
り
ま
し
た
か
。
下
の
ᢠ
৸
Ꮓ
の
ɶ
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）

（
３
）

（
１
）

問
１
　

（
３
）

回
答
欄

1
4
．
そ
の
他

（
記
入
・
入
力
欄
）

ૼ
型
ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
ǣ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
を
Ӗ
け
、
貴
事
業
所
ƕ
精
神
障
害
者
に
対
し
て
ܱ

し
た
対
ሊ
に
つ
い
て
、
ഏ
の
ɶ
か
ǒ
当
て
は
ま
る
す
ǂ

て
の
番
号
を
回
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
1
4
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
記
入
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ˋ
ԧ
３
࠰
（
2
0
2
1
࠰
）
Ჳ
உ
１
ଐ
ྵ
נ
で
、
貴
事
業
所
に
נ
ቔ
し
て
い
る
す
ǂ
て
の
精
神
障
害
者
の
̾
К
状
況
に
つ
い
て
、
お
答
Ƒ
く
だ
さ
い
。

ˋ
ԧ
２
࠰
（
2
0
2
0
࠰
）
２
உ
か
ǒ
ྵ
נ
ま
で
の
貴
事
業
所
に
お
け
る
ૼ
型
ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
Ǥ
ȫ
ǹ
ज़
௨
ၐ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

（
１
）

（
２
）

8

㸯
㸬

᪂
つ

㞠
ධ

ࢀ


ࡽ
㸱

ᖺ
௨

ෆ

２
㸬

⢭
⚄

㞀
ᐖ

⪅
ಖ


⚟

♴
ᡭ

ᖒ
の

ྲྀ
ᚓ


ࡽ

㸱
ᖺ

௨
ෆ

対
象
者
の
障
害
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
ൢ
分
障
害
（
Ə
つ
၏
・
そ
Ə
Ə
つ
၏
）
　
　
２
．
ወ
合
ڂ
調
ၐ
　
　
３
．
て
ǜ
か
ǜ
　
　
４
．
ႆ
ᢋ
障
害
　
　

５
．
᭗
ഏ
Ꮿ
ೞ
Ꮱ
障
害
　
　
６
．
そ
の
他
の
精
神
၌
ध
　
　
Ჱ
．
ɧ
ଢ

１
．
ൢ
分
障
害
（
Ə
つ
၏
・
そ
Ə
Ə
つ
၏
）
　
２
．
ወ
合
ڂ
調
ၐ
　
　
３
．
て
ǜ
か
ǜ
　
　
４
．
ႆ
ᢋ
障
害
　
　

５
．
᭗
ഏ
Ꮿ
ೞ
Ꮱ
障
害
　
　
６
．
そ
の
他
の
精
神
၌
ध
　
Ჱ
．
Ꮓ
体
ɧ
ᐯ
ဌ
　
　
Ჲ
．
ᙻ
ᙾ
障
害
　

Ჳ
．
Ꭾ
ᙾ
・
ᚕ
ᛖ
障
害
　
　
1
0
．
ϋ
ᢿ
障
害
　
　
1
1
．
知
的
障
害
　
　
1
2
．
そ
の
他

対
象
者
の
所
ਤ
し
て
い
る
精
神
障
害
者
̬
ͤ
ᅦ
ᅍ

ࠚ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

等
ኢ
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
1
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
一
ኢ
　
　
　
２
．
ʚ
ኢ
　
　
　
３
．
ɤ
ኢ
　
　
　
４
．
ɧ
ଢ

≉


ᥐ
⨨

ᑐ
㇟

⪅
に

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ
⢭

⚄
㞀

ᐖ
⪅

ಖ


⚟
♴

ᡭ
ᖒ

の



ᖺ

᭶
ࢆ

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ
ͤ

す
ᬺ

ࢆ
㑅

ᢥ
ࡍ

ࡿ
ሙ

ྜ
ࠊ

ᖺ
ࡣ

㸲
ࢣ

ࢱ
࡛

ࡈ
ᅇ

⟅
ࡃ

ࡔ
ࡉ

࠸
ࠋ


：

1
9
6
4
㸪

2
0
0
1

対
象
者
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。


用
時

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
ᙱ
ୣ
を
ᢠ
৸
す
る
場
合
、
࠰
は
４
Ǳ
ǿ
で
Ɲ
回
答
く
だ
さ
い
。
例
Ჴ
1
9
�
4
Ღ
2
0
0
1
）
。

１
．
ሥ
ྸ
　
２
．
ݦ
ᧉ
・
২
ᘐ
　
３
．
事
Ѧ
　
４
．
ᝤ
٥
　
５
．
ǵ
ー
ȓ
ǹ
　
６
．
̬
ܤ
　
Ჱ
．
ᠾ


業
�　

　

Ჲ
．
ဃ
産

程
　
Ჳ
．

ᡛ
・
ೞ

ᢃ
᠃
　
１
０
．

ᚨ
・


　
１
１
．
ᢃ

・
ฌ
ੈ
・
Ѽ
ᘺ
等
　
１
２
．
そ
の
他
　

１
．
正
社
員
　
　
２
．
֚
ᚠ
社
員
　
　
３
．
ڎ
ኖ
社
員
　
　
４
．
ȑ
ー
ト
社
員
　

５
．
Ǣ
ȫ
Ȑ
Ǥ
ト
社
員
　
　
６
．
そ
の
他
　

１
．
உ
ዅ
　
　
２
．
ଐ
ዅ
உ
ዅ
　
　
３
．
時
ዅ
　
　
４
．
ଐ
ዅ
　
　
５
．
࠰
̷
　
　
６
．
そ
の
他
　
　

ڎ
ኖ

間
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ڎ
ኖ

間
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．


ڎ
ኖ
　
　
２
．
ஊ

ڎ
ኖ
で
ڎ
ኖ

᩿
上
「
ڎ
ኖ

ૼ
ஊ
り
」
　

３
．
ஊ

ڎ
ኖ
で

間
ƕ
ᨂ
ܭ
さ
れ
て
い
る
　
　
　
４
．
そ
の
他
　

上
記
（
５
）
Ყ
（
Ǣ
）
で
、
「
３
．
ஊ

ڎ
ኖ
で

間
ƕ
ᨂ
ܭ
さ
れ
て
い
る
」
を
回
答
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
ϋ
ܾ
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
Ჱ
．
そ
の
他
」
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
３
か
உ
間
　
　
２
．
６
か
உ
間
　
　
３
．
１
࠰
間
　
　
４
．
２
࠰
間
　
　

５
．
３
࠰
間
　
　
６
．
ଐ
雇
　
　
Ჱ
．
そ
の
他
　
　
Ჲ
．
ɧ
ଢ

（
Ǣ
）

（
Ǥ
）≉


ᥐ
⨨

ᑐ
㇟

⪅
に

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ࠊ


ᅇ
の

㐺
⏝

に
ᙜ

ࡓ
ࡗ

࡚
ࠊ

ヱ
ᙜ

ࡋ
ࡓ

せ
௳

に
ࡘ

࠸
࡚

ᙜ
࡚

ࡣ
ࡲ

ࡿ
␒

ྕ
࠸

ࡎ
ࢀ


㸯

ࡘ
ࢆ

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

（
２
）

（
２
）

問
３
　

（
１
）

㸦
２

㸧

㸦
㸲

㸧

問
２
　

（
１
）

問
４
　

（
１
）

（
５
）

（
４
）

（
３
）

ஜ
人
か
ǒ
Ꭵ
い
て
い
る
主
た
る
၌
ध
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
1
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
�
．
そ
の
他
の
精
神
၌

ध
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
重
ᙐ
す
る
障
害
（
၌
ध
）
ƕ
あ
る
場
合
に
は
当
て
は
ま
る
番
号
す
ǂ
て
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
６
．
そ
の
た
の
精
神
၌

ध
」
、
「
１
２
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

雇
用
形
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
６
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
ƕ
ᛆ
当
す
る


形
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
「
６
．
そ
の
他
」
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ꮀ
種
に
つ
い
て
こ
の
調
査
票
の
1
0
ペ
ー
ジ
に
付
け
た
「
Ӌ
ᎋ
１
Ჴ
Ꮀ
種
Ȫ
ǹ
ト
」
を
Ӌ
ᎋ
に
し
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
い
ず
れ
か
１
つ
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
「
1
２
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

9

− 471 −



１
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
を
い
ず
れ
か
１
つ
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

㸦
≉


ᥐ

⨨
ᑐ

㇟
⪅

に
ࡘ

࠸
࡚

ఛ
࠸

ࡲ
ࡍ

㸧
᥇

⏝
ᚋ

に
ປ

ാ


㛫
༊

分
の

ኚ
᭦

ࡀ
࠶

り
ࡲ

ࡋ
ࡓ


ࠋ

ປ
ാ


㛫

༊
分

の
ኚ

᭦
に

ࡘ
࠸

࡚
ࠊ

ᙜ
࡚

ࡣ
ࡲ

ࡿ
␒

ྕ
ࢆ

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

「
㸯

㸬
࠶

り
」


ᅇ

⟅
ࡉ

ࢀ
ࡓ

ሙ
ྜ

に
ࡣ

ࠊ
(
㸵

)
-
(


)
㺃
(
࢘

)
㺃
(
࢚

)
に

ᅇ
⟅

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

┤
㏆

の
ኚ

᭦
に

࠾
ࡅ

ࡿ
ኚ

᭦
๓

の
ປ

ാ


㛫
༊

分
に

ࡘ
࠸

࡚
ᙜ

࡚
ࡣ

ࡲ
ࡿ

␒
ྕ

࠸
ࡎ

ࢀ


㸯
ࡘ

ࢆ
グ

ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

㸯
㸬

1
0


㛫
ᮍ

‶
２

㸬
1
0


㛫
௨

ୖ
2
0


㛫
ᮍ

‶

㸱
㸬

2
0


㛫
௨

ୖ
3
0


㛫
ᮍ

‶
㸲

㸬
3
0


㛫
௨

ୖ
4
0


㛫
ᮍ

‶

㸳
㸬

4
0


㛫

┤
㏆

の
ኚ

᭦
ࡀ

⏕
ࡌ

ࡓ


ᮇ
ࢆ

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

ͤ
す

ᬺ
ࢆ

㑅
ᢥ

ࡍ
ࡿ

ሙ
ྜ

ࠊ
ᖺ

ࡣ
㸲

ࢣ
ࢱ

࡛
ࡈ

ᅇ
⟅

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ


：
1
9
6
4
㸪

2
0
0
1

ኚ
᭦

๓
の

㞠
⏝

ᙧ
ែ

に
ࡘ

࠸
࡚

ᙜ
࡚

ࡣ
ࡲ

ࡿ
␒

ྕ
࠸

ࡎ
ࢀ


㸯

ࡘ
ࢆ

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

「
㸴

㸬
ࡑ

の


」
に

ࡘ
࠸

࡚
ࡣ

ල
య

ⓗ
に

グ
ධ

ࡋ
࡚

ࡃ
ࡔ

ࡉ
࠸

ࠋ

㸯
㸬

ṇ
♫

ဨ
２

㸬
კ

ク
♫

ဨ
㸱

㸬
ዎ

⣙
♫

ဨ

㸲
㸬

ࣃ
࣮

ࢺ
♫

ဨ
㸳

㸬


ࣝ
ࣂ


ࢺ

♫
ဨ

㸴
㸬

ࡑ
の



Ӌ
ᎋ
１
Ჴ
Ꮀ
種
Ȫ
ǹ
ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

管
理

会
社
や
法
人
で
管
理
職
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
具

体
的

に
は

、
会

社
や

法
人

の
役
員

や
管
理
職

、
小

売
店

・
飲

食
店

の
店
長

、
旅

館
や

ホ
テ

ル
な

ど
の
支
配
人

な
ど

専
門
･技

術

専
門
的
な
知
識
や
技
術
に
基
づ
い
て
働
い
て
い
る
。
職
種
に
よ
っ
て
は
免
許
や
資
格
を
必
要
と
す
る
。

　
具

体
的

に
は

、
研

究
者

、
農

林
水

産
技

術
者

、
開

発
技

術
者

、
製

造
技

術
者

、
建

築
・

土
木

・
測

量
技

術
者

、
情

報
処

理
・

通
信

技
術

者
、

医
師

、
歯

科
医

師
、

獣
医

師
、

薬
剤

師
、

保
健

師
、

助
産

師
、
看
護
師
、
医
療
技
術
者
、
社
会
福
祉
施
設
の
相
談
員
や
指
導
員

、
弁

護
士

、
経

営
・

金
融

・
保

険
の

専
門

的
職

業
、

教
師

、
宗

教
家

、
作

家
、

記
者

、
編

集
者

、
美

術
家

、
デ

ザ
イ

ナ
ー

、
写

真
家

、
映

像
撮

影
者

、
音

楽
家

、
舞

台
芸

術
家

な
ど

事
務

一
般

事
務

、
会

計
事

務
、

生
産

関
連

の
事

務
、

営
業

・
販

売
の

事
務

、
運

輸
・

郵
便

の
事

務
、

デ
ー

タ
入

力
な

ど

生
産
工
程

工
場
や
作
業
場
等
で
原
材
料
の
加
工
、
製
品
や
部
品
の
生
産
・
製
造
、
修
理
や
整
備
を
行
う
職
業
。

　
具

体
的

に
は

、
生

産
設

備
の

運
転

・
監

視
、

材
料

の
製

造
・

加
工

・
溶

接
・

溶
断

、
製

品
や

部
品

の
製
造
・
加
工
・
組
立

、
機

械
や

機
器

の
整

備
・
修
理
、
縫
製

、
製

品
検
査

、
塗

装
、

画
工

・
看

板
制

作
、
製
図
工
(C
AD

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
含
む
）

、
パ

タ
ン

ナ
ー

な
ど

運
搬
・
清
掃
・

包
装
等

運
搬

（
郵

便
・

電
報

の
配

達
、

港
湾

荷
役

作
業

、
陸

上
荷

役
・

運
搬

作
業

、
配

達
員

な
ど

）
、
工
場
や
倉
庫
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
店
に
お
け
る
品

出
し
、
陳
列
作
業

、
包

装
、
選
別
作
業

な
ど

、
病
院
や
介
護
施
設
に
お
け
る
洗
濯
・
リ
ネ
ン
作
業
、
清
掃
、
軽
作
業

、
公

園
な

ど
の

整
備

な
ど

保
安

自
衛

官
、

司
法

警
察

職
員

、
そ

の
他

警
備

員
な

ど
の

保
安

の
職

業
農
林
漁
業

農
業

、
林

業
、

漁
業

、
養

殖
業

輸
送
・

機
械
運
転

鉄
道

や
自

動
車

、
船

舶
、

航
空

機
の

運
転

、
車

掌
、

駅
構

内
係

、
甲

板
員

・
船

舶
機

関
員

、
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

や
ク

レ
ー

ン
の

運
転

や
建

設
機

械
の

運
転

な
ど

建
設
･採

掘
建

設
、

電
気

工
事

、
土

木
、

採
掘

販
売

商
品

販
売

、
販

売
類

似
（

不
動

産
仲

介
、

保
険

代
理

人
、

有
価

証
券

売
買

、
質

屋
）

、
営

業
な

ど

サ
ー
ビ
ス

家
庭

生
活

支
援

（
家

政
婦

[夫
]、

ベ
ビ

ー
シ

ッ
タ

ー
な

ど
）

、
介
護
（
直
接
、
高
齢
者
を
介
助
す
る
職
務
）
、
保
健
医
療
（
看
護
助
手
・
歯
科
助
手

な
ど
）

、
生

活
衛

生
（

理
・

美
容

師
、

着
付

け
、

エ
ス

テ
テ

ィ
シ

ャ
ン

、
浴

場
従

事
人

、
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
職

な
ど

）
、
飲
食
物
の
調
理
、
接
客
・
給

仕
、

居
住

施
設

や
ビ

ル
の

管
理

、
観

光
案

内
、

物
品

賃
貸

、
広

告
宣

伝
、

葬
儀

、
ト

リ
マ

ー
な

ど

調
査
ǁ
の
Ɲ
ң
力
を
い
た
だ
Ɩ
、
あ
り
ƕ
と
Ə
Ɲ
Ɵ
い
ま
し
た

㸦
࢘

㸧

㸦
࢚

㸧

㸦
㸵

㸧

㸦


㸧

㸦


㸧

㸯
㸬

࠶
り

２
㸬

࡞
ࡋ

（
６
）

　
１
．
1
0
時
間
未
満
　
２
．
1
0
時
間
以
上
2
0
時
間
未
満
　
３
．
2
0
時
間
以
上
3
0
時
間
未
満

　
４
．
3
0
時
間
以
上
4
0
時
間
未
満
　
　
５
．
4
0
時
間
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แ
産
業
分
類
の
ɶ
分
類

農
林

漁
業

卸
売

・
小

売
業

農
業

 
各

種
商

品
卸

売
業

 

林
業

 
繊

維
・
衣

服
等

卸
売

業
 

漁
業

 
飲

食
料

品
卸

売
業

 

水
産

養
殖

業
 

建
築

材
料

、
鉱

物
・
金

属
材

料
等

卸
売

業
 

鉱
業

機
械

器
具

卸
売

業
 

鉱
業

、
採

石
業

、
砂

利
採

取
業

 
そ

の
他

の
卸

売
業

 

建
設

業
各

種
商

品
小

売
業

 

総
合

工
事

業
 

織
物

・
衣

服
・
身

の
回

り
品

小
売

業
 

職
別

工
事

業
（
設

備
工

事
業

を
除

く
）
 

飲
食

料
品

小
売

業
 

設
備

工
事

業
 

機
械

器
具

小
売

業
 

製
造

業
そ

の
他

の
小

売
業

 

食
料

品
製

造
業

 
無

店
舗

小
売

業
 

飲
料

・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

 
金

融
業

・
保

険
業

繊
維

工
業

 
銀

行
業

 

木
材

・
木

製
品

製
造

業
（
家

具
を

除
く
）
 

協
同

組
織

金
融

業
 

家
具

・
装

備
品

製
造

業
 

貸
金

業
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

業
等

非
預

金
信

用
機

関
 

パ
ル

プ
・
紙

・
紙

加
工

品
製

造
業

 
金

融
商

品
取

引
業

、
商

品
先

物
取

引
業

 

印
刷

・
同

関
連

業
 

補
助

的
金

融
業

等
 

化
学

工
業

 
保

険
業

（
保

険
媒

介
代

理
業

、
保

険
サ

ー
ビ

ス
業

を
含

む
）
 

石
油

製
品

・
石

炭
製

品
製

造
業

 
不

動
産

業
、

物
品

賃
貸

業

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業
（
別

掲
を

除
く
）
 

不
動

産
取

引
業

 

ゴ
ム

製
品

製
造

業
 

不
動

産
賃

貸
業

・
管

理
業

 

な
め

し
革

・
同

製
品

・
毛

皮
製

造
業

 
物

品
賃

貸
業

 

窯
業

・
土

石
製

品
製

造
業

 
学

術
研

究
、

専
門

・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

鉄
鋼

業
 

学
術

・
開

発
研

究
機

関
 

非
鉄

金
属

製
造

業
 

専
門

サ
ー

ビ
ス

業
（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

金
属

製
品

製
造

業
 

広
告

業
 

は
ん

用
機

械
器

具
製

造
業

 
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

生
産

用
機

械
器

具
製

造
業

 
宿

泊
業

、
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

業
務

用
機

械
器

具
製

造
業

 
宿

泊
業

 

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
・
電

子
回

路
製

造
業

 
飲

食
店

 

電
気

機
械

器
具

製
造

業
 

持
ち

帰
り

・
配

達
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

 

情
報

通
信

機
械

器
具

製
造

業
 

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

、
娯

楽
業

輸
送

用
機

械
器

具
製

造
業

 
洗

濯
・
理

容
・
美

容
・
浴

場
業

 

そ
の

他
の

製
造

業
 

そ
の

他
の

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
 

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

娯
楽

業
 

電
気

業
 

教
育

、
学

習
支

援
業

ガ
ス

業
 

学
校

教
育

 

熱
供

給
業

 
そ

の
他

の
教

育
、

学
習

支
援

業
 

水
道

業
 

医
療

、
福

祉

情
報

通
信

業
医

療
業

 

通
信

業
 

保
健

衛
生

 

放
送

業
 

社
会

保
険

・
社

会
福

祉
・
介

護
事

業
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

業
 

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
附

随
サ

ー
ビ

ス
業

 
郵

便
局

 

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

 
協

同
組

合
（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

運
輸

業
、

郵
便

業
サ

ー
ビ

ス
業

（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）

鉄
道

業
 

廃
棄

物
処

理
業

 

道
路

旅
客

運
送

業
 

自
動

車
整

備
業

 

道
路

貨
物

運
送

業
 

機
械

等
修

理
業

（
別

掲
を

除
く
）
 

水
運

業
 

職
業

紹
介

・
労

働
者

派
遣

業
 

航
空

運
輸

業
 

そ
の

他
の

事
業

サ
ー

ビ
ス

業
 

倉
庫

業
 

政
治

・
経

済
・
文

化
団

体
 

運
輸

に
附

帯
す

る
サ

ー
ビ

ス
業

 
宗

教
 

郵
便

業
（
信

書
便

事
業

を
含

む
）
 

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

業
 

外
国

公
務

 

そ
の

他

国
家

公
務

 

地
方

公
務

 

分
類

不
能

の
産

業
 

8
3

8
4

6
5

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

8
5

9
5

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

9
4

8
1

8
2

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

3
2

2
3

2
1

2
2

2
8

2
9

3
0

3
1

9
8

9
9

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
4

2
5

2
6

2
7

9
6

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

9
7

4
5

4
6

4
7

8
6

8
7

8
8

8
9

9
0

9
1

9
2

9
3

産
業

分
類

番
号

業
種

産
業

分
類

番
号

業
種

3 4 5 6 721
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แ
産
業
分
類
の
ɶ
分
類

農
林

漁
業

卸
売

・
小

売
業

農
業

 
各

種
商

品
卸

売
業

 

林
業

 
繊

維
・
衣

服
等

卸
売

業
 

漁
業

 
飲

食
料

品
卸

売
業

 

水
産

養
殖

業
 

建
築

材
料

、
鉱

物
・
金

属
材

料
等

卸
売

業
 

鉱
業

機
械

器
具

卸
売

業
 

鉱
業

、
採

石
業

、
砂

利
採

取
業

 
そ

の
他

の
卸

売
業

 

建
設

業
各

種
商

品
小

売
業

 

総
合

工
事

業
 

織
物

・
衣

服
・
身

の
回

り
品

小
売

業
 

職
別

工
事

業
（
設

備
工

事
業

を
除

く
）
 

飲
食

料
品

小
売

業
 

設
備

工
事

業
 

機
械

器
具

小
売

業
 

製
造

業
そ

の
他

の
小

売
業

 

食
料

品
製

造
業

 
無

店
舗

小
売

業
 

飲
料

・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

 
金

融
業

・
保

険
業

繊
維

工
業

 
銀

行
業

 

木
材

・
木

製
品

製
造

業
（
家

具
を

除
く
）
 

協
同

組
織

金
融

業
 

家
具

・
装

備
品

製
造

業
 

貸
金

業
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

業
等

非
預

金
信

用
機

関
 

パ
ル

プ
・
紙

・
紙

加
工

品
製

造
業

 
金

融
商

品
取

引
業

、
商

品
先

物
取

引
業

 

印
刷

・
同

関
連

業
 

補
助

的
金

融
業

等
 

化
学

工
業

 
保

険
業

（
保

険
媒

介
代

理
業

、
保

険
サ

ー
ビ

ス
業

を
含

む
）
 

石
油

製
品

・
石

炭
製

品
製

造
業

 
不

動
産

業
、

物
品

賃
貸

業

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

製
造

業
（
別

掲
を

除
く
）
 

不
動

産
取

引
業

 

ゴ
ム

製
品

製
造

業
 

不
動

産
賃

貸
業

・
管

理
業

 

な
め

し
革

・
同

製
品

・
毛

皮
製

造
業

 
物

品
賃

貸
業

 

窯
業

・
土

石
製

品
製

造
業

 
学

術
研

究
、

専
門

・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

鉄
鋼

業
 

学
術

・
開

発
研

究
機

関
 

非
鉄

金
属

製
造

業
 

専
門

サ
ー

ビ
ス

業
（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

金
属

製
品

製
造

業
 

広
告

業
 

は
ん

用
機

械
器

具
製

造
業

 
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

生
産

用
機

械
器

具
製

造
業

 
宿

泊
業

、
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

業
務

用
機

械
器

具
製

造
業

 
宿

泊
業

 

電
子

部
品

・
デ

バ
イ

ス
・
電

子
回

路
製

造
業

 
飲

食
店

 

電
気

機
械

器
具

製
造

業
 

持
ち

帰
り

・
配

達
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

 

情
報

通
信

機
械

器
具

製
造

業
 

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

、
娯

楽
業

輸
送

用
機

械
器

具
製

造
業

 
洗

濯
・
理

容
・
美

容
・
浴

場
業

 

そ
の

他
の

製
造

業
 

そ
の

他
の

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
 

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

娯
楽

業
 

電
気

業
 

教
育

、
学

習
支

援
業

ガ
ス

業
 

学
校

教
育

 

熱
供

給
業

 
そ

の
他

の
教

育
、

学
習

支
援

業
 

水
道

業
 

医
療

、
福

祉

情
報

通
信

業
医

療
業

 

通
信

業
 

保
健

衛
生

 

放
送

業
 

社
会

保
険

・
社

会
福

祉
・
介

護
事

業
 

情
報

サ
ー

ビ
ス

業
 

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
附

随
サ

ー
ビ

ス
業

 
郵

便
局

 

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

 
協

同
組

合
（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）
 

運
輸

業
、

郵
便

業
サ

ー
ビ

ス
業

（
他

に
分

類
さ

れ
な

い
も

の
）

鉄
道

業
 

廃
棄

物
処

理
業

 

道
路

旅
客

運
送

業
 

自
動

車
整

備
業

 

道
路

貨
物

運
送

業
 

機
械

等
修

理
業

（
別

掲
を

除
く
）
 

水
運

業
 

職
業

紹
介

・
労

働
者

派
遣

業
 

航
空

運
輸

業
 

そ
の

他
の

事
業

サ
ー

ビ
ス

業
 

倉
庫

業
 

政
治

・
経

済
・
文

化
団

体
 

運
輸

に
附

帯
す

る
サ

ー
ビ

ス
業

 
宗

教
 

郵
便

業
（
信

書
便

事
業

を
含

む
）
 

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

業
 

外
国

公
務

 

そ
の

他

国
家

公
務

 

地
方

公
務

 

分
類

不
能

の
産

業
 

8
3

8
4

6
5

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

8
5

9
5

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

9
4

8
1

8
2

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

3
2

2
3

2
1

2
2

2
8

2
9

3
0

3
1

9
8

9
9

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
4

2
5

2
6

2
7

9
6

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

9
7

4
5

4
6

4
7

8
6

8
7

8
8

8
9

9
0

9
1

9
2

9
3

産
業

分
類

番
号

業
種

産
業

分
類

番
号

業
種

3 4 5 6 721
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「
精

神
障

害
者

の
雇

用
実

態
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
【
回

答
票

】

事
業

所
向

け
調

査
（
回

答
票

）

V
在

籍
し

て
い

る
精

神
障

害
者

に
つ

い
て

の
個

別
状

況

問
１

　
属

性
問

２
　

障
害

問
３

　
障

害
者

手
帳

問
４

　
就

業
状

況

（
１

）
（
３

）
（
４

）
（
１

）
（
2
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
‐
（
ア

）
（
5
）
‐
（
イ

）
（
6
）

（
7
）
‐
（
ア

）
（
7
）
‐
（
イ

）
（
7
）
‐
（
エ

）

性
別

特
例

適
用

特
例

要
件

主
た

る
疾

患
重

複
す

る
障

害
・
疾

患
等

級
現

在
の

職
種

雇
用

形
態

賃
金

形
態

契
約

期
間

有
期

契
約

期
間

詳
細

労
働

時
間

区
分

採
用

後
の

時
間

変
更

変
更

前
の

労
働

時
間

区
分

変
更

前
の

雇
用

形
態

１
　

男
　

昭
和

（
S
）

１
　

適
用

１
　

新
規

雇
入

れ
１

　
気

分
障

害
１

　
気

分
障

害
１

　
一

級
　

平
成

（
H

）
　

昭
和

（
S
）

１
　

管
理

１
　

正
社

員
１

　
月

給
１

　
無

期
契

約
１

　
３

か
月

１
　

1
0
時

間
未

満
１

　
あ

り
１

　
1
0
時

間
未

満
　

平
成

（
H

）
１

　
正

社
員

２
　

女
　

平
成

（
H

）
  
  
か

ら
３

年
以

内
２

　
統

合
失

調
症

２
　

統
合

失
調

症
２

　
二

級
　

令
和

（
R

）
　

平
成

（
H

）
２

　
専

門
・
技

術
２

　
嘱

託
社

員
２

　
日

給
月

給
２

　
有

期
契

約
（
契

約
書

面
上

２
　

６
か

月
２

　
1
0
時

間
以

上
2
0
時

間
未

満
２

　
な

し
２

　
1
0
時

間
以

上
2
0
時

間
未

満
　

令
和

（
R

）
２

　
嘱

託
社

員

　
西

暦
２

　
精

神
障

害
者

３
　

て
ん

か
ん

３
　

て
ん

か
ん

３
　

三
級

　
西

暦
　

令
和

（
R

）
３

　
事

務
３

　
契

約
社

員
３

　
時

給
　

　
「
契

約
更

新
有

り
」
）

３
　

１
年

３
　

2
0
時

間
以

上
3
0
時

間
未

満
３

　
2
0
時

間
以

上
3
0
時

間
未

満
　

西
暦

３
　

契
約

社
員

　
　

保
健

福
祉

手
４

　
発

達
障

害
４

　
発

達
障

害
４

　
不

明
　

西
暦

４
　

販
売

４
　

パ
ー

ト
社

員
４

　
日

給
３

　
有

期
契

約
で

期
間

限
定

４
　

２
年

４
　

3
0
時

間
以

上
4
0
時

間
未

満
４

　
3
0
時

間
以

上
4
0
時

間
未

満
４

　
パ

ー
ト

社
員

　
　

帳
の

取
得

か
５

　
高

次
脳

機
能

障
害

５
　

高
次

脳
機

能
障

害
５

　
サ

ー
ビ

ス
５

　
ア

ル
バ

イ
ト

社
員

５
　

年
俸

４
　

そ
の

他
５

　
３

年
５

　
4
0
時

間
５

　
4
0
時

間
５

　
ア

ル
バ

イ
ト

社
員

　
　

ら
３

年
以

内
６

　
そ

の
他

の
精

神
疾

患
６

　
そ

の
他

の
精

神
疾

患
６

　
保

安
６

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他
６

　
日

雇
６

　
そ

の
他

７
　

不
明

７
　

肢
体

不
自

由
７

　
農

林
漁

業
７

　
そ

の
他

８
　

視
覚

障
害

８
　

生
産

工
程

８
　

不
明

９
　

聴
覚

・
言

語
障

害
９

　
輸

送
・
機

械
運

転

1
0
　

内
部

障
害

1
0
　

建
設

・
採

掘

1
1
　

知
的

障
害

1
1
　

運
搬

・
清

掃
・
包

装
等

1
2
　

そ
の

他
1
2
　

そ
の

他

６
そ

の
他

の
精

神
疾

患
（
具

体
的

に
記

入
）

1
2
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

元 号 等

元 号 等

元 号 等

元 号 等

月

1
2
　

そ
の

他

月
月

月

元 号 等

元 号 等

元 号 等

元 号 等

月

1
2
　

そ
の

他

月
月

月

元 号 等

元 号 等

元 号 等

元 号 等

月

1
2
　

そ
の

他

月
月

月

元 号 等

元 号 等

元 号 等

元 号 等

月

1
2
　

そ
の

他

月
月

月

元 号 等

元 号 等

元 号 等

元 号 等

月

1
2
　

そ
の

他

月
月

月

（
7
）
‐
（
ウ

）

年
年変

更
が

生
じ

た
時

期

※
[西

暦
]を

選
ぶ

場
合

、
４

ケ
タ

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

元 号 等 年 月

1
2
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

６
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

７
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

生
年

月

※
[西

暦
]を

選
ぶ

場
合

、
４

ケ
タ

で
ご

記
入

く
だ

さ
い（
２

）

年

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

手
帳

取
得

の
年

月

※
[西

暦
]を

選
ぶ

場
合

４
ケ

タ
で

ご
記

入
く
だ

さ
い

（
2
）

（
1
）

採
用

時
期

※
[西

暦
]を

選
ぶ

場
合

、
４

ケ
タ

で
ご

記
入

く
だ

さ
い

６
そ

の
他

の
精

神
疾

患
　

（
具

体
的

に
記

入
）

元 号 等 年 月

元 号 等 月年

６
　

そ
の

他

２
　

適
用

  
 以

外

６
　

そ
の

他
６

　
そ

の
他

４
　

そ
の

他
７

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他

７
　

そ
の

他

年

6
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

1
2
　

そ
の

他

元 号 等 年 月

年

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

年

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

年 年

年

６
　

そ
の

他

年

６
　

そ
の

他

６
　

そ
の

他

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

1
2
　

そ
の

他
６

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他
４

　
そ

の
他

７
　

そ
の

他
６

　
そ

の
他

年
年

年

７
　

そ
の

他

1
2
　

そ
の

他
６

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他
４

　
そ

の
他

年

1
2
　

そ
の

他
４

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他

７
　

そ
の

他

年

６
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

４
そ

の
他

（
具

体
的

に
記

入
）

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

1
2
　

そ
の

他
６

　
そ

の
他

６
　

そ
の

他
４

　
そ

の
他

年
年

年

６
　

そ
の

他
の

精
神

疾
患

年
年

・
在
籍
し
て
い
る
精
神
障
害
者
の
方
お
ひ
と
り
に
つ
き
、
太
い
線
で
囲
ま
れ
た
一
行
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
各
設
問
の
選
択
肢
は
灰
色
の
セ
ル
に
記
入
し
、
白
色
の
セ
ル
に
は
適
切
な
数
字
や
言
葉
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
設
問
部
分
に
網
掛
け
が
し
て
あ
る
問
は
、
特
例
措
置
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
の
場
合
の
み
回
答
く
だ
さ
い
。

回
答
は
こ
こ
か
ら
下
に
お
願
い
し
ま
す
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時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
機
構
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
で
、
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下

「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
雇
入
れ
、
職
場
定
着
に
関
し
て
、
事
業
主
や
障
害
の
あ

る
方
ご
本
人
に
対
し
て
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
支
援
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
調
査
研
究
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
お
い
て
は
、
平
成
3
0
（
2
0
1
8
）
年
４
月
か
ら
障
害
者
の
雇
用
義
務
の
対
象
と
し

て
精
神
障
害
者
が
加
わ
る
な
ど
精
神
障
害
者
の
雇
用
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
背
景
に
、
当
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
精
神
障
害
者
の
雇
入
れ
の
拡
大
や
職
場
定
着
に
係

る
施
策
の
検
討
な
ど
に
資
す
る
た
め
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
に
引
き
続
き
、
「
精
神
障
害
者
の
雇
用
実
態
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
6
月
1
日
現
在
の
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
の
デ
ー
タ
の

提
供
を
受
け
、
精
神
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
と
そ
こ
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の

皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ご
本
人
向
け
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
皆
様
の
勤
務
状
況
や
労
働
条
件
、
働
い
て
い
る
こ
と
へ
の
満
足
度
や

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
き
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
回
答
い
た
だ
い
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
ご
所
属
事
業

所
へ
の
報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
を
当
機
構
か
ら
事
業
所
に
お
伝
え
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

い
た
だ
い
た
回
答
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
し
た
上
で
、
統
計
処
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
調
査

に
よ
り
得
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、
関
係
法
令
及
び
当
機
構
の
規
定
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理
し
、
調
査
研
究
以
外
の
目
的

に
は
一
切
利
用
せ
ず
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
本
調
査
へ
の
ご
協

力
は
任
意
と
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 ご
回
答
に
当
た
っ
て
以
下
の
内
容
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
回
答
の
基
準
と
す
る
日
】
　
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
９
月
１
日
（
水
）
時
点
の
状
況
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
及
び
返
送
方
法
】
こ
の
調
査
票
に
直
接
記
入
し
、
こ
の
調
査
票
と
一
緒
に
渡
さ
れ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形

３
号
／
桜
色
）
に
入
れ
て
、
当
機
構
に
直
接
返
送
く
だ
さ
い
。

【
返
送
期
日
】

令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
９
月
２
２
日
（
水
）

　
ご
回
答
に
当
た
り
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
　
　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
支
援
部
門

小
池
（
こ
い
け
）
・
渋
谷
（
し
ぶ
や
）
・
國
東
（
く
に
と
う
）

住
所
：
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
３
－
１
－
３

電
話
：
０
４
３
－
２
９
７
－
９
０
３
３
／
９
０
８
４
／
９
０
３
２
　
（
9
:1
5
～
1
7
:3
0
）

F
A
X
：
０
４
３
－
２
９
７
－
９
０
５
８

E
m
a
il：

p
s
d
iv
@
je
e
d
.g
o
.jp

「
精
神
障
害
者
の
雇
用
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
ご
本
人
向
け
）
」

ご
協
力
の
お
願
い

＜
ご
回
答
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
＞

問
１

あ
な
た
の
生
年
月
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
「
３
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
昭
和

２
．
平
成

３
．
西
暦

あ
な
た
の
性
別
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
男
性

２
．
女
性

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
最
初
に
取
得
し
た
時
期

＊
は
い
つ
で
す
か
。
「
３
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は

４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
２
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
が
、
更
新
の
時
期
で
は
な
く
、
最
初
に
取
得
さ
れ
た
時
期
を
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
都
道
府
県
が
替
わ
っ
た
場
合
に
も
、
最
も
以
前
に
取
得
さ
れ
た
時
期
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
一
級
　
　
　
２
．
二
級
　
　
　
３
．
三
級

１
．
精
神
疾
患
等
の
不
調
の
た
め

２
．
雇
用
の
継
続
に
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら

３
．
職
場
で
配
慮
を
得
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら

４
．
就
職
に
必
要
だ
と
考
え
た
か
ら

５
．
そ
の
他

１
．
中
学
校
　
　
　
　
２
．
高
等
学
校
　
　
　
　
３
．
特
別
支
援
学
校
　
　
　
　
４
．
高
等
専
門
学
校

５
．
各
種
専
門
学
校
　
　
　
　
６
．
短
期
大
学
　
　
　
　
７
．
大
学
　
　
　
　
　
８
．
大
学
院

９
．
そ
の
他

あ
な
た
の
障
害
（
疾
患
等
）
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

４
．
発
達
障
害
　
　
　
５
．
高
次
脳
機
能
障
害

６
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患

４
．
発
達
障
害
　
　
　
５
．
高
次
脳
機
能
障
害

６
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患

1
2
．
そ
の
他

年

（
イ
）

（
ウ
）

（
４
）

（
５
）

（
ア
）

（
イ
）１
．
平
成

３
．
西
暦

あ
な
た
の
主
た
る
精
神
障
害
（
疾
患
）
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
6
．
そ
の
他

の
精
神
疾
患
」
に
つ
い
て
は
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

７
．
肢
体
不
自
由
　
　
　
８
．
視
覚
障
害
　
　
　
９
．
聴
覚
・
言
語
障
害
　
　
　
1
0
．
内
部
障
害
　
　
　
1
1
．
知
的
障
害

２
．
令
和

月

１
．
気
分
障
害
（
う
つ
病
・
そ
う
う
つ
病
）
　
　
　
　
２
．
統
合
失
調
症
　
　
　
　
３
．
て
ん
か
ん

１
．
気
分
障
害
(う

つ
病
・
そ
う
う
つ
病
）
　
　
　
　
２
．
統
合
失
調
症
　
　
　
　
３
．
て
ん
か
ん

（
１
）

（
２
）

年

（
3
）

（
ア
） あ
な
た
が
最
後
に
卒
業
さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
９
．
そ
の
他
」
に

つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
重
複
す
る
障
害
（
疾
患
）
が
あ
る
場
合
に
は
当
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
6
．
そ

の
他
の
精
神
疾
患
」
及
び
「
1
2
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

月

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
申
請
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
5
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1

− 478 −



１
．
ܼ
ଈ
　
　
�２

．
Ӑ
ʴ
　
　
�３

．
主

Ҕ
　
　
�４

．
ȏ
ȭ
ȸ
ȯ
ȸ
ǯ
　
　
��
５
．
職
業
能
щ

発
校
　
　

６
．
ע
؏
障
害
者
職
業
ǻ
ȳ
ǿ
ȸ
��
��
��
７
．
障
害
者
就
業
・
生

支
援
ǻ
ȳ
ǿ
ȸ
　
　
８
．
就
і
ᆆ
ᘍ
支
援
ʙ
業

　
　

９
．
Ҕ
ၲ
機
᧙
の
Ȫ
ȏ
ȓ
Ȫ
Ȇ
ȸ
Ƿ
ȧ
ȳ
ま
た
は
ȇ
イ
Ǳ
ア
��
��
��
��
��
�1
0
．
特
̊
܇
˟
ᅈ
な
Ʋ
の
᧙
ᡲ
˟
ᅈ
　
　

1
1
．
࣎
の
病
気
に
Ǒ
る
൭
職
者
Ӽ
け
の
ᅈ
ٳ
支
援
ȗ
ȭ
ǰ
ȩ
Ƞ
（
'
#
2
な
Ʋ
）
��
��
��
��
1
2
．
ஊ
૰
ൟ
᧓
職
業
ኰ
ʼ
業
者
　
　

1
3
．
Ⴛ
ᛩ
し
な
か
っ
た
��
��
��
��
��
1
�
．
そ
の
他

こ
れ
ま
で
の

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

前
職
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

か


１
．
あ
Ǔ
　
　
　
２
．
な
し

１
．
あ
Ǔ
　
　
　
２
．
な
し

ׅ

現
在
の
˟
ᅈ
・
ʙ
業

に
Ѯ
め
ڼ
め
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
і

வ
ˑ
な
Ʋ
の
٭
更
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
の
˟
ᅈ
・
ʙ
業

に
Ѯ
め
ڼ
め
て
か
ら
こ
れ
ま
で
に
і

時
᧓
の
ғ
分
に
٭
更
が
あ
Ǔ
ま
し
た
か
。

１
．
あ
Ǔ
　
　
　
２
．
な
し

࠙
௨
ୗ
ࡢ
㉁
ၥ
ձ
㹼
մ
ࡣ
ࠊ
㸦

㸧
ࡢ
㉁
ၥ
࡛
ࠊ
ࠕ
࠶
ࡾ
ࠖ

ᅇ
⟅
し
た
᪉
ࡢ
ࡳ
に
ఛ
࠸
ࡲ
す
ࠚ

Ĭ

１
．
以
前
、
１
ᡵ
᧓
の
і

時
᧓
が
１
Ც
時
᧓
ச

だ
っ
た

２
．
以
前
、
１
ᡵ
᧓
の
і

時
᧓
が
１
Ც
時
᧓
以
ɥ
２
Ც
時
᧓
ச

だ
っ
た

３
．
以
前
、
１
ᡵ
᧓
の
і

時
᧓
が
２
Ც
時
᧓
以
ɥ
３
Ც
時
᧓
ச

だ
っ
た

４
．
以
前
、
１
ᡵ
᧓
の
і

時
᧓
が
３
Ც
時
᧓
以
ɥ
４
Ც
時
᧓
ச

だ
っ
た

５
．
以
前
、
１
ᡵ
᧓
の
і

時
᧓
が
４
Ც
時
᧓
だ
っ
た

ĭ

１
．
ദ
ᅈ
Ճ
　
　
２
．
֚
ᚠ
ᅈ
Ճ
　
　
３
．
ڎ
ኖ
ᅈ
Ճ
　
　
４
．
ȑ
ȸ
Ȉ
ᅈ
Ճ
　
　
５
．
ア
ȫ
Ȑ
イ
Ȉ
ᅈ
Ճ

６
．
そ
の
他

（
イ
）

（
6
）
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得
Ǎ
職
業
ɥ
の
प
ǈ
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
Ʋ
の
Ǒ
う
な
ʴ
Ǎ
機
᧙
に
Ⴛ
ᛩ
し
ま

し
た
か
。
次
の
う
ち
当
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空

欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
令
和

（
３
）

（
１
）

１
．
昭
和

こ
れ
ま
で
に
˴
か

の
˟
ᅈ
・
ʙ
業

に
Ѯ
め
た
ኺ
᬴
が
あ
Ǔ
ま
す
か
。

ࣝ
ࣂ

ࢺ
㸦
㸱

᭶
௨
ୖ
㸧
ࡢ
⤒
㦂
ࡶ
ྵ

ࡵ
、
お
ሉ
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ኺ
᬴
が
な
い
場
合
は
、
「
Ც
か

」
と
お

Ɩ
く
だ
さ
い
。

Ƃ
こ
の
ឋ
問
は
、
現
在
の
ʙ
業

に
Ѯ
め
る
前
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
得
し
た
૾
の
ǈ
に
伺
い
ま
す
ƃ

ʻ
ׅ
の
就
職
以
前
に
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
ʩ
˄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ଢ
ら
か
に
し
て
就
職
し
た
ኺ
᬴
は
あ

Ǔ
ま
す
か
。
「
あ
Ǔ
」
ま
た
は
「
な
し
」
の
い
ƣ
れ
か
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
Ѯ
Ѧ
し
て
い
る
˟
ᅈ
・
ඥ
ʴ
に
入
ᅈ
し
た
時
期
は
い
つ
で
す
か
。
「
４
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

(a
)

現
在
の
˟
ᅈ
・
ʙ
業

で
精
神
疾
患
を
理
由
と
す
る
˞
職
の
ኺ
᬴
は
あ
Ǔ
ま
す
か
。
「
あ
Ǔ
」
ま
た
は
「
な
し
」
の
い
ƣ

れ
か
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
あ
Ǔ
」
と
ׅ
ሉ
さ
れ
た
૾
は
そ
の
ᅇ
ᩘ
も
お
ሉ
え
く
だ
さ
い
。

２
．
平
成

４
．
西
暦

月

年
月

１
．
平
成
　
　
２
．
令
和

３
．
西
暦

(b
)
Ⴚ
ᡈ
の
і

時
᧓
ғ
分
が
٭
更
さ
れ
た
時
期

（
᳛
）
Ⴚ
ᡈ
の
ኚ
᭦
๓
の
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
の
ғ
分
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
（
᳜
）
そ
の

ᮇ
に
つ
い
て
も
お
ሉ
え
く
だ
さ
い
。
「
３
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記
入
く
だ

さ
い
。

і

時
᧓
の
ғ
分
に
٭
更
が
あ
っ
た
時
、
ӷ
時
に
雇
用
࢟
७
の
٭
更
も
あ
っ
た
場
合
、
௨
๓
ࡢ
㞠
⏝
ᙧ
ែ
に
つ
い
て
、

当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
６
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

問
２

（
ア
）

（
２
）

（
４
）

（
ア
）

（
イ
）

年

2

Į

１
．
ሥ
理
　
２
．
専
門
・
২
ᘐ
　
３
．
ʙ
Ѧ
　
４
．
ᝤ
٥
　
５
．
ǵ
ȸ
ȓ
ǹ
　
６
．
保
ܤ
　
７
．
ᠾ


業

1
2
．
そ
の
他

į

１
．
あ
Ǔ
　
　
　
２
．
な
し

令
和
３
年
（

2
0

2
1
年
）
９
月
１
ଐ
現
在
の

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

あ
な
た
が
現
在
ࢼ
ʙ
し
て
い
る
職
種
及
び
職
Ѧ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ƃ
職
種
Ȫ
ǹ
Ȉ
ƃ

現
在
の
職
Ѧ
内
ܾ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
入
̊
Ჴ
Լ
Ј
し
、
ȇ
ȸ
ǿ
入
щ
な
Ʋ
）

˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
で
ሥ
理
職
と
し
て

い
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
ࢫ
Ճ
Ǎ
ሥ
理
職
、
ݱ
٥
ࡃ
・


ࡃ
の
ࡃ
ᧈ
、


Ǎ
ț
Ȇ
ȫ
な
Ʋ
の
支
配
ʴ
な

Ʋ 専
門
的
な
知
ᜤ
Ǎ
২
ᘐ
に
ؕ
Ʈ
い
て

い
て
い
る
。
職
種
に
Ǒ
っ
て
は
β
ᚩ
Ǎ


を
必
要
と
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ᄂ
ᆮ
者
、
ᠾ

൦
င
২
ᘐ
者
、

発
২
ᘐ
者
、
ᙌ
ᡯ
২
ᘐ
者
、

ሰ
・
ם
ங
・
ย

২
ᘐ
者
、
ऴ

إ
ϼ
理
・
ᡫ
̮
২
ᘐ
者
、
Ҕ
ࠖ
、
ഫ
ᅹ
Ҕ
ࠖ
、
ྎ
Ҕ
ࠖ
、
ᕤ
д
ࠖ
、
保
健
ࠖ
、
я
င
ࠖ
、
Ⴣ
ᜱ
ࠖ
、
Ҕ
ၲ
২
ᘐ
者
、

ᅈ
˟
福
祉

ᚨ
の
Ⴛ
ᛩ
Ճ
Ǎ
ਦ
ݰ
Ճ
、
ࡰ
ᜱ
ٟ
、
ኺ
փ
・

ᗡ
・
保
ᨖ
の
専
門
的
職
業
、
教
ࠖ
、
ܪ
教
ܼ
、
˺
ܼ
、

記
者
、
ዻ
ᨼ
者
、
፦
ᘐ
ܼ
、
ȇ
Ƕ
イ
Ȋ
ȸ
、
ϙ
Ⴧ
ܼ
、
ପ

જ
ࢨ
者
、
᪦
ಏ
ܼ
、
ᑈ
Ө
ᑸ
ᘐ
ܼ
な
Ʋ

一
ᑍ
ʙ
Ѧ
、
˟
ᚘ
ʙ
Ѧ
、
生
င
᧙
ᡲ
の
ʙ
Ѧ
、
փ
業
・
ᝤ
٥
の
ʙ
Ѧ
、
ᢃ

・
ᣁ
̝
の
ʙ
Ѧ
、
ȇ
ȸ
ǿ
入
щ
な
Ʋ

ՠ
Լ
ᝤ
٥
、
ᝤ
٥

˩
（
不
ѣ
င
ː
ʼ
、
保
ᨖ
ˊ
理
ʴ
、
ஊ
̖
ᚰ
У
٥
ᝰ
、
ឋ
ދ
）
、
փ
業
な
Ʋ

ܼ
ࡊ
生

支
援
（
ܼ

ۡ
پ=

?、
ș
ȓ
ȸ
Ƿ
ȃ
ǿ
ȸ
な
Ʋ
）
、
ʼ
ᜱ
（
Ⴚ

、
高
ᱫ
者
を
ʼ
я
す
る
職
Ѧ
）
、
保
健

Ҕ
ၲ
（
Ⴣ
ᜱ
я
手
・
ഫ
ᅹ
я
手
な
Ʋ
）
、
生

ᘓ
生
（
理
・
፦
ܾ
ࠖ
、
ბ
˄
け
、
Ǩ
ǹ
Ȇ
Ȇ
ǣ
Ƿ
ȣ
ȳ
、
ෘ
場
ࢼ
ʙ

ʴ
、
ǯ
Ȫ
ȸ
ȋ
ȳ
ǰ
職
な
Ʋ
）


ཋ
の
調
理
、

ܲ
・
ዅ
ˁ
、
އ
˰

ᚨ
Ǎ
ȓ
ȫ
の
ሥ
理
、
ᚇ
ή
క
内
、
ཋ
Լ



、
࠼
ԓ
ܳ
ˡ
、
ᔀ
Β
、
Ȉ
Ȫ
Ȟ
ȸ
な
Ʋ

自
ᘓ
ܫ
、
Ӯ
ඥ
ᜩ
ݑ
職
Ճ
、
そ
の
他
ᜩ
ͳ
Ճ
な
Ʋ
保
ܤ
の
職
業

ᠾ
業
、

業
、

業
、

഻
業


場
Ǎ
˺
業
場
等
で
Ҿ

૰
の
ь

、
ᙌ
Լ
Ǎ
部
Լ
の
生
င
・
ᙌ
ᡯ
、
̲
理
Ǎ
ૢ
ͳ
を
ᘍ
う
職
業
。

　
具
体
的
に
は
、
生
င
ᚨ
ͳ
の
ᢃ
᠃
・
Ⴓ
視
、

૰
の
ᙌ
ᡯ
・
ь

・
๋

・
๋
ૺ
、
ᙌ
Լ
Ǎ
部
Լ
の
ᙌ
ᡯ
・
ь


・
ኵ
ᇌ
、
機

Ǎ
機
֥
の
ૢ
ͳ
・
̲
理
、
ጐ
ᙌ
、
ᙌ
Լ
౨
௹
、
ر
ᘺ
、
ဒ

・
Ⴣ
ெ
С
˺
、
ᙌ


（

C
A

D
Ǫ
Ț

Ȭ
ȸ
ǿ
ȸ
を
ԃ
ǉ
）
、
ȑ
ǿ
ȳ
Ȋ
ȸ
な
Ʋ

ᤧ
道
Ǎ
自
ѣ

、
ᑔ
ᑑ
、
ᑋ
空
機
の
ᢃ
᠃
、

ੋ
、
ᬜ
ನ
内
̞
、
ဍ
ெ
Ճ
・
ᑔ
ᑑ
機
᧙
Ճ
、
ȕ
ǩ
ȸ
ǯ
Ȫ
ȕ
Ȉ
Ǎ
ǯ

Ȭ
ȸ
ȳ
の
ᢃ
᠃
Ǎ

ᚨ
機

の
ᢃ
᠃
な
Ʋ

6
保
ܤ

7
ᠾ


業

8
生
င

ᆉ

1
2

そ
の
他


ᚨ
、
ᩓ
気

ʙ
、
ם
ங
、



ᢃ

（
ᣁ
̝
・
ᩓ
إ
の
配
達
、
ล
ฺ
ᒵ
ࢫ
˺
業
、
ᨕ
ɥ
ᒵ
ࢫ
・
ᢃ

˺
業
、
配
達
Ճ
な
Ʋ
）
、

場
Ǎ
̽
ࡉ
、
ǹ
ȸ

ȑ
ȸ
な
Ʋ
ݱ
٥
ࡃ
に
お
け
る
Լ
Ј
し
、
ᨑ
З
˺
業
、
Ѽ
ᘺ
、
ᢠ
別
˺
業
な
Ʋ
、
病
院
Ǎ
ʼ
ᜱ

ᚨ
に
お
け
る
ඹ
ຩ
・

Ȫ
ȍ
ȳ
˺
業
、
ฌ
ੈ
、
᠉
˺
業
、
π
ט
な
Ʋ
の
ૢ
ͳ
な
Ʋ

具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

9

ᡛ
・

機

ᢃ
᠃

1
0


ᚨ
・



1
1

ᢃ

・
ฌ
ੈ
・

Ѽ
ᘺ
等

（
イ
）

і

時
᧓
の
ғ
分
に
٭
更
が
あ
っ
た
時
、
ӷ
時
に
␗
ື
ࡲ
た
ࡣ
㓄
⨨
㌿

は
あ
Ǔ
ま
し
た
か
。
「
あ
Ǔ
」
ま
た
は
「
な

し
」
の
い
ƣ
れ
か
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

８
．
生
င

ᆉ
　
９
．

ᡛ
・
機

ᢃ
᠃
　
1
0
．

ᚨ
・


　
1
1
．
ᢃ

・
ฌ
ੈ
・
Ѽ
ᘺ
等
　

і

時
᧓
の
ғ
分
に
٭
更
が
あ
っ
た
時
、
ӷ
時
に
職
種
の
٭
更
も
あ
っ
た
場
合
、
௨
๓
ࡢ
⫋
✀
に
つ
い
て
、
こ
の
調
௹

ᅚ
の
3
Ț
ȸ
Ǹ
に
˄
け
た
「
職
種
Ȫ
ǹ
Ȉ
」
を
Ӌ
考
に
し
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
˄
け
て
く
だ
さ
い
。

「
1
2
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
現
在
ࢼ
ʙ
し
て
い
る
職
種
に
つ
い
て
、
ɦ
に
あ
る
Ƃ
職
種
Ȫ
ǹ
Ȉ
ƃ
１
᳸
１
２
の
中
か
ら
当
て
は
ま
る
番
号

１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
2
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）

（
ア
）

問
３ 1

ሥ
理

2
専
門
・
২
ᘐ

3
ʙ
Ѧ

4
ᝤ
٥

5
ǵ
ȸ
ȓ
ǹ

3
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現
在
の
職
Ѧ
は
ࠎ
ஓ
し
て
い
た
職
Ѧ
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
Ʋ
ち
ら
で
も
な
い

現
在
の
職
Ѧ
に
つ
い
て
、
Ʋ
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

μ
く
不

ឱ

１
．
ദ
ᅈ
Ճ
　
　
２
．
֚
ᚠ
ᅈ
Ճ
　
　
３
．
ڎ
ኖ
ᅈ
Ճ
　
　
４
．
ȑ
ȸ
Ȉ
ᅈ
Ճ
　
　
５
．
ア
ȫ
Ȑ
イ
Ȉ
ᅈ
Ճ

現
在
の
、
あ
な
た
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
１
0
時
᧓
ச

　
　
　
２
．
１
Ც
時
᧓
以
ɥ
2
0
時
᧓
ச

　
　
　
３
．
２
Ც
時
᧓
以
ɥ
３
Ც
時
᧓
ச


�
．
3
0
時
᧓
以
ɥ
�
0
時
᧓
ச

　
�　

5
．
�
0
時
᧓

現
在
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
、
Ʋ
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

μ
く
不

ឱ

現
在
の
あ
な
た
の
ӓ
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
の


に
Ʋ
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

μ
く
不

ឱ

１
．
Ѯ
Ѧ
έ
の


　
　
２
．
障
害
ؕ
ᄽ
年

　
　
３
．
ܼ
ଈ
の
ӓ
入
　
　
４
．
Ѯ
Ѧ
έ
以
ٳ
か
ら
の
̾
ʴ
ӓ
入

５
．
そ
の
他

１
．
自
分
に
は
ٶ
す
Ɨ
る
　
��
　
２
．
ち
ǐ
う
Ʋ
Ǒ
い
　
��
�　

３
．
自
分
に
は
ݲ
な
す
Ɨ
る

４
．
そ
の
他

（
５
）６
．
#

ʙ
業

の
М
用
者
　
　
　
７
．
そ
の
他

（
２
）

（
Ǩ
）

1
3

4 4
1

2
3

（
イ
）

（
４
）

（
ア
）

現
在
の
生
ᚘ
を
ᇌ
て
て
い
る
ӓ
入
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の

他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
ˁ
ʙ
の
分

に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、

右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ウ
）

2

（
イ
）

1

（
３
）

（
ア
）

2
3

現
在
の
あ
な
た
の
雇
用
࢟
७
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
７
．
そ
の
他
」
に
つ
い

て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
ᡵ
᧓
あ
た
Ǔ
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

4

4

１
．
自
分
に
は
ᩊ
し
す
Ɨ
る
　
　
２
．
ち
ǐ
う
Ʋ
Ǒ
い
　
　
３
．
自
分
に
は
ቇ
ҥ
す
Ɨ
る

４
．
そ
の
他

１
．
取
Ǔ
Ǎ
す
い
　
��
２
．
ま
あ
取
Ǔ
Ǎ
す
い
　
　
３
．
あ
ま
Ǔ
取
Ǔ
Ǎ
す
く
な
い
　
　
４
．
取
Ǔ
に
く
い

５
．
そ
の
他

１
．
取
Ǔ
Ǎ
す
い
　
��
２
．
ま
あ
取
Ǔ
Ǎ
す
い
　
　
３
．
あ
ま
Ǔ
取
Ǔ
Ǎ
す
く
な
い
　
　
４
．
取
Ǔ
に
く
い

５
．
そ
の
他

（
�
） １
．

Ɩ
Ǎ
す
い
�　

�２
．
ま
あ

Ɩ
Ǎ
す
い
　
　
３
．
あ
ま
Ǔ

Ɩ
Ǎ
す
く
な
い
　
　
４
．

Ɩ
に
く
い

５
．
そ
の
他

と
て
も
ज़
ơ
る

Ǎ
Ǎ
ज़
ơ
る

あ
ま
Ǔ
ज़
ơ
な
い

μ
く
ज़
ơ
な
い

新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

μ
く
ज़
ơ
な
い

（
７
）

（
８
）

新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ᅈ
˟
Ǎ
生

ǁ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
考
え
た
と
Ɩ
に
、
不
ܤ
を
ज़
ơ
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番

号
1
つ
に
Ź
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ˁ
ʙ
ɥ
で
、
こ
れ
ま
で
に
Ӗ
け
た
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
、
次
の
中
か
ら
当
て
は
ま
る
番
号
す
ǂ
て

に
Ź
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
３
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
0
）

2

現
在
の
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
、
ዮ
合
的
に
は
Ʋ
の
ᆉ
ࡇ

Ɩ
が
い
を
ज़
ơ
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

Ʋ
ち
ら
と
も
い
え
な
い

�
．
᠃
ቔ
・
Ј
Ӽ
　
　
　
1
0
．
ˁ
ʙ

の
ถ
ݲ
　
　
　
１
１
．
ˁ
ʙ

の
ف
ь
　
　
　
１
２
．
特
に
な
い

１
３
．
そ
の
他

5

と
て
も
ज़
ơ
る

Ǎ
Ǎ
ज़
ơ
る

あ
ま
Ǔ
ज़
ơ
な
い

（
６
）

1

（
ア
）

（
イ
）

（
1
1
）

現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
˞
ক
（
˞
ǈ
時
᧓
）
の
取
Ǔ
Ǎ
す
さ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ

の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
˞
ୗ
（
˞
ଐ
）
の
取
Ǔ
Ǎ
す
さ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の

他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
職
場

ؾ
（
ʴ
᧓
᧙
̞
Ǎ
職
場
の
ᩎ

気
を
ԃ
ǉ
）
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

1
2

3
4

１
．
在
ܡ
Ѯ
Ѧ
　
　
��
２
．
自
ܡ
ࢳ
機
　
　
��
３
．
Ѯ
Ѧ
時
᧓
の
短

��
��
��
��
��
�
．
Ѯ
Ѧ
時
᧓
の
ࡨ
ᧈ
　
　
　

５
．
職
Ѧ
の
٭
更
　
　
　
　
６
．
Ѯ
Ѧ
場

の
٭
更
　
　
　
　
７
．


の
ถ
ݲ
　
　
　
　
８
．


の
ف
ь

3
4

5
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現
在
の
職
場
で
の
配
慮
ʙ

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ˁ
ʙ
の
内
ܾ
が
わ
か
ら
な
い
と
Ɩ
、
Ⴛ
ᛩ
で
Ɩ
る
ʴ
が
お
お
ǉ
ƶ
ൿ
ま
っ
て
い
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

業
Ѧ

を
自
分
の
ཞ
ඞ
に
合
わ
Ƥ
て
調
ૢ
す
る
こ
と
が
で
Ɩ
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

Ј
Ѯ
Ǎ
ᡚ
Ѯ
の
時
Ц
Ǎ
˞
ୗ
・
˞
ক
が
、
ᡫ
院
・
体
調
に
配
慮
し
て
調
ૢ
さ
れ
て
い
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

で
Ɩ
る
だ
け
᩺
か
な
場

で
˞
ক
を
取
る
こ
と
が
で
Ɩ
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

ȗ
ȩ
イ
Ȑ
Ƿ
ȸ
に
配
慮
し
た
う
え
で
、
ӷ
·
に
ݣ
し
障
害
の
内
ܾ
Ǎ
必
要
な
配
慮
な
Ʋ
の
ᛟ
ଢ
が
さ
れ
て
い
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

ༀ
ଢ
Ǎ
᪦
な
Ʋ
に
᧙
す
る
障
害
（
ज़
覚
ᢅ

）
の
ࢨ
᪪
を
ዼ
和
す
る
た
め
に
ݣ
ࣖ
Ǎ

ؾ
が
ૢ
っ
て
い
る
。

１
．
は
い
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い

ॖ
ᙸ
・
ࠎ
ஓ
Ჴ

（
４
）

（
３
）

（
２
）

現
在
の
職
場
で
、
次
の
Ǒ
う
な
配
慮
が
あ
る
か
Ʋ
う
か
、
「
１
．
は
い
」
「
２
．
い
い
え
」
「
３
．
特
に
必
要
と
し
な
い
」
の
う

ち
、
あ
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
配
慮
内
ܾ
に
つ
い
て
、
ॖ
ᙸ
Ǎ
ࠎ
ஓ
が
あ
る
場
合
に
は
、

ɦ
の
െ
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ǹ
Ǳ
Ǹ
ȥ
ȸ
ȫ
が
ଢ
ᄩ
で
、
ˁ
ʙ
の
Ο
έ

ˮ
Ǎ
手

な
Ʋ
が
、
わ
か
Ǔ
Ǎ
す
い
ਦ
ᅆ
Ǎ
Ȟ
ȋ
ȥ
ア
ȫ
に
Ǒ
っ
て
得
ら
れ

る
。

（
７
）

（
５
）

（
６
）

問
４ （
１
）

6


Ɩ
૾
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
ॖ
ᙸ
を
伺
い
ま
す
。

ˁ
ʙ
の
内
ܾ



な
Ʋ
の
إ
ᣛ

ˁ
ʙ
の
Ǎ
Ǔ
が
い

ǭ
ȣ
Ȫ
ア
࢟
成
（
ଞ
ᡶ
・
ଞ

・
ଞ
ዅ
な
Ʋ
を
ԃ
ǉ
）

職
場
の
ʴ
᧓
᧙
̞

২
能
の
取
得
・
Ӽ
ɥ

ܼ
ଈ
と
し
て
の
ࢫ
л
Ǎ
ᝧ
˓

ᅶ
生

で
の
ʴ
᧓
᧙
̞
の
Ϊ
ܱ



取
得
Ǎ
Ѡ
ࢍ
な
Ʋ
の
自
ࠁ
գ
発

ឯ
ԛ
Ǎ
˷
ୗ

ѣ

１
．
ʻ
の
職
場
で

Ɩ
続
け
た
い

２
．
続
け
る
の
は
ᩊ
し
い

３
．
ʻ
の
と
こ
ǖ
わ
か
ら
な
い

４
．
そ
の
他

理
由
Ჴ

１
．
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
に
ᆆ
ᘍ
し
た
い

２
．
現
ཞ
で
は
、
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
ǁ
の
ᆆ
ᘍ
は
ᩊ
し
い

３
．
短
時
᧓
Ѯ
Ѧ
を
こ
の
ま
ま
続
け
た
い

４
．
ʻ
の
と
こ
ǖ
わ
か
ら
な
い

５
．
そ
の
他

理
由
Ჴ

（
３
）

5

問
５

2

Ʋ ち ら と も い え な い

（
２
）

2

調
௹
に
ご
ң
щ
い
た
だ
Ɩ
、
あ
Ǔ
が
と
う
ご
Ɵ
い
ま
し
た

᳠
5

4
3

2

᳡ (᳛
�

(᳜
�

5
4

3
2

1

5

(᳜
�

2
1

4
3

2
᳢᳝ ᳞

（
１
）

あ ま Ǔ 重 要 で は な い

ɦ
に
З
ਫ
し
た
᳛
か
ら
᳤
ま
で
の

Ⴘ
は
、
あ
な
た
が

Ɩ
続
け
る
に
あ
た
っ
て

ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
㔜
せ
࡞
ࡇ

で
す
か
。
ƻ

と
つ
ƻ
と
つ
の
ʙ

に
つ
い
て
、
「
Ɩ
わ
め
て
重
要
」
か
ら
「
ま
っ
た
く
重
要
で
は
な
い
」
ま
で
の
５
つ
の
ғ
分
の
な
か

で
、
あ
な
た
の
お
気
持
ち
に
最
も
ᡈ
い
番
号
１
つ
を
ᢠ
び
、
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま ᵻ た く 重 要 で は な い

Ɩ わ め て 重 要

Ǎ Ǎ 重 要

1

5
4

3
2

1 1

2
1

5
4

5
4

3

4
3

(᳛
�

3
2

1

5

3
2

᳟

1

᳛ ᳜
1

5
4 4

5

4
3

᳤

現
在
の
職
場
で

Ɩ
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
Ʋ
の
Ǒ
う
に
࣬
い
ま
す
か
。
（
᳛
）
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
（
᳜
）
ᅇ
⟅

ࢆ
㑅
ࢇ
ࡔ
⌮
⏤
に
つ
い
て
、
「
理
由
」
と

い
た
空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
ǁ
の
ᆆ
ᘍ
に
つ
い
て
Ʋ
の
Ǒ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
（
᳛
）
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
（
᳜
）
ᅇ
⟅
ࢆ
㑅

ࢇ
ࡔ
⌮
⏤
に
つ
い
て
、
「
理
由
」
と

い
た
空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
1

᳣

7
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あ
な
た
の
生
年
月
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
「
３
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
昭
和

２
．
平
成

３
．
西
暦

あ
な
た
の
性
別
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
男
性
　
　
　
　
　
　
２
．
女
性

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　

１
．
一
級
　
　
　
２
．
二
級
　
　
　
３
．
三
級

１
．
中
学
校
　
　
　
　
２
．
高
等
学
校
　
　
　
　
３
．
特
別
支
援
学
校
　
　
　
　
４
．
高
等
専
門
学
校

５
．
各
種
専
門
学
校
　
　
　
６
．
短
期
大
学
　
　
　
　
７
．
大
学
　
　
　
　
８
．
大
学
院
　
　
　
　
９
．
職
業
訓
練
校

１
０
．
そ
の
他

あ
な
た
の
障
害
（
疾
患
等
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
気
分
障
害
(う

つ
病
・
そ
う
う
つ
病
な
ど
）
　
　
　
　
２
．
統
合
失
調
症
　
　
　
　
３
．
て
ん
か
ん
　
　
　
　
　
４
．
発
達
障
害

５
．
高
次
脳
機
能
障
害
　
　
　
６
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患

そ
の
他
の
精
神
疾
患
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

１
．
気
分
障
害
(う

つ
病
・
そ
う
う
つ
病
な
ど
）
　
　
　
　
２
．
統
合
失
調
症
　
　
　
　
３
．
て
ん
か
ん
　
　
　
　
　
４
．
発
達
障
害

５
．
高
次
脳
機
能
障
害
　
　
　
６
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患

そ
の
他
の
精
神
疾
患
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1
2
．
そ
の
他

２
ペ
ー
ジ
の
「
Ⅱ

あ
な
た
の
生
活
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
） （
イ
）

（
ア
）

年

あ
な
た
が
最
後
に
卒
業
さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
１
０
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選

択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

年

１
．
平
成

３
．
西
暦

現
在
お
持
ち
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
、
最
初
に
取
得
し
た
時
期

＊
は
い
つ
で
す
か
。
「
３
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
は
２
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
が
、
更
新
の
時
期
で
は
な
く
、
最
初
に
取
得
さ
れ
た
時
期
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ウ
）

（
４
）

現
在
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

月 月

２
．
令
和

（
イ
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

主
た
る
精
神
障
害
(疾

患
）
以
外
に
重
複
す
る
障
害
（
疾
患
）
が
あ
る
場
合
に
は
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
6
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患
」
及
び
「
1
2
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
５
） （
ア
）
あ
な
た
の
主
た
る
精
神
障
害
（
疾
患
）
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
6
．
そ
の
他
の
精
神
疾
患
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
肢
体
不
自
由
　
　
　
８
．
視
覚
障
害
　
　
　
９
．
聴
覚
・
言
語
障
害
　
　
　
1
0
．
内
部
障
害
　
　
　
1
1
．
知
的
障
害

（
頃
）

Ⅰ
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
ご
回
答
に
当
た
っ
て
】

本
調
査
へ
の
ご
協
力
は
、
任
意
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
答
え
た
く
な
い
質
問
に
つ
い
て
は
、
無
回
答
で
結
構
で
す
。

1

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
機
構
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
独
立
行
政
法
人
で
、
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

障
害
者
の
雇
入
れ
、
職
場
定
着
に
関
し
て
、
事
業
主
や
障
害
の
あ
る
方
ご
本
人
に
対
し
て
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
支
援
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
９
月
に
「
精
神
障
害
者
の
雇
用
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
際
に
は
、
お
忙
し
い

中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
へ
の
ご
協
力
の
意
向
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
３
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
へ
の
ご
協
力
の
意
向
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、
標
記
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
の
拡
大
や
職
場
定
着
に
係
る
施
策
の
検
討
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
回

と
来
年
2
月
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
皆
様
の
仕
事
や
働
き
方
、
生
活
の
状
況
や
そ
れ
ら
に
対
す
る
考
え
等
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
く
伺
い
ま
す
。

本
調
査
へ
の
ご
協
力
は
任
意
と
な
っ
て
お
り
、
ご
所
属
事
業
所
等
へ
の
報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
回
答

い
た
だ
い
た
内
容
を
当
機
構
か
ら
事
業
所
等
に
お
伝
え
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い
た
だ
い
た
回
答
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
し
た
上
で
、
統
計
処
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
調
査

に
よ
り
得
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、
関
係
法
令
及
び
当
機
構
の
規
定
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理
し
、
調
査
研
究
以
外
の
目
的

に
は
一
切
利
用
せ
ず
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
回
答
に
あ
た
っ
て
以
下
の
内
容
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
回
答
の
基
準
と
す
る
日
】
　
令
和
２
年

(2
0
2

0
年

)７
月
１
日
（
水
）
の
時
点
で
の
状
況
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

【
回
答
及
び
返
送
方
法
】
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

① ②

【
返
送
期
日
】

令
和
２
年
（
2

0
2

0
年
）
７
月
３
１
日
（
金
）

　
ご
回
答
に
当
た
り
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
　
　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
支
援
部
門

小
池
・
渋
谷
・
國
東

（
く
に
と
う
）

住
所
：
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
３
－
１
－
３

電
話
：
0
4
3
-
2
9
7
-
9
0
3
3
/
9
0
8
4
/
9
0
3
2
　
（
月
～
金
　
9
:1
5
～
1
7
:3
0
）
　

F
A
X
：
0
4
3
-
2
9
7
-
9
0
5
8

E
m

a
il:
p
s
d
iv

@
je

e
d

.o
r.
jp

「
精
神
障
害
者
の
就
業
状
況
等
に
関
す
る
パ
ネ
ル
調
査
」

ご
協
力
の
お
願
い

　
こ
の
調
査
票
に
直
接
記
入
す
る
。

一
緒
に
お
送
り
し
た
返
信
用
封
筒
（
長
３
号
オ
レ
ン
ジ
色
）
に
、
記
入
し
た
調

査
票
を
入
れ
て
、
当
機
構
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
以
下
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
、
直
接
調
査
票
の
E
x
c
e
lフ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
入
力
す
る
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
iv

r.
je

e
d

.o
r.
jp

/
c
h

o
u

s
a
.h

tm
l

　
調
査
票
で
は
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
表
記
し
て
い
ま
す

が
、
設
問
に
応
じ
て
、
回
答
欄
に
入
力
ま
た
は
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
選
択
す
る
と
読

み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　
入
力
し
た
調
査
票
を
印
刷
し
、
一
緒
に
お
送
り
し
た
返
信
用
封
筒
（
長
３
号

オ
レ
ン
ジ
色
）
に
、
印
刷
し
た
調
査
票
を
入
れ
て
、
当
機
構
に
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

今
回
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
謝
品
（
図
書
カ
ー
ド

1
0

0
0
円
分
）
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

の
で
、
こ
の
調
査
票
の
最
後
に
あ
り
ま
す
謝
品
の
希
望
の
有
無
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
氏
名
、
ご
住
所
、
ご
連
絡
先
（
電
話
番
号
等
）
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
方
は
、
こ
の
調
査
票
の
最
後
に

あ
り
ま
す
＜
連
絡
先
欄
＞
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
謝
品
の
発
送
に
は
２
～
３
か
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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1
．
一
ʴ

ǒ
し
　
　
　
　
　
２
．
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
が
い
る

３
．
そ
の
他

1
．
༵
ᚃ
　
　
　
２
．

ᚃ
　
　
　
３
．
Ω
ࢂ
ڻ
ڶ
（
　
　
　
　
　
ʴ
）
　
　
　
４
．
ᣐ
ͪ
者
ま
た
は
ȑ
ー
Ȉ
Ȋ
ー

５
．
܇
ど
ǋ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
ʴ
）
　
　
　
６
．
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
ʴ
）
　
　

１
．
自
分
ǋ
し
く
は
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
の
持
ち
ܼ

２
．
自
分
ǋ
し
く
は
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
の


˰
ܡ

３
．
現
在
自
分
が
Ѯ
Ǌ
て
い
る
˟
ᅈ
が
ဇ
意
し
て
い
る
˰
ܡ

４
．
ᅈ
˟
福
祉
ඥ
ʴ
Ǎ
0
2
1
ඥ
ʴ
が
ᢃ
փ
す
る

ᚨ
（
援
ᜱ
ݜ
Ǎ
ǰ
ȫ
ー
ȗ
ț
ー
Ƞ
な
ど
）

５
．
そ
の
他

１
．
現
在

い
て
い
る
Ѯ
Ѧ
έ
か
ǒ
の


　
　
　
　
２
．
障
害
ؕ
ᄽ
年

　
　
　
　
　
　
３
．
障
害
ҽ
生
年

　
　

４
．
ʩ
ᡫ
ʙ

等
に
Ǒ
る
保
ᨖ

　
　
　
　
　
５
．
生
活
保
ᜱ
　
　
　
　
　
６
．
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
の
ӓ
入
　

７
．
そ
の
他

1
．
生
活
Ⴛ
ᛩ
　
　
　
　
２
．
ț
ー
Ƞ
Ș
ȫ
ȑ
ー
　
　
　
　
３
．
ȇ
イ
Ǳ
ア
　
　
　
　
　
４
．
Ȋ
イ
Ȉ
Ǳ
ア
　
　
　

５
．
ዅ

ǵ
ー
ȓ
ǹ
　
　
６
．
そ
の
他

１
．
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
、
協
ӷ
ኵ
合
に
ᅈ
Ճ
あ
る
い
は
職
Ճ
と
し
て

い
て
い
る

　
（
ȑ
ー
Ȉ
ǿ
イ
Ȟ
ー
Ǎ
ア
ȫ
Ȑ
イ
Ȉ
等
で

い
て
い
る
場
合
ǋ
ԃ
ǉ
）

２
．
特
̊
܇
˟
ᅈ
で

い
て
い
る

　
（
ȑ
ー
Ȉ
ǿ
イ
Ȟ
ー
Ǎ
ア
ȫ
Ȑ
イ
Ȉ
等
で

い
て
い
る
場
合
ǋ
ԃ
ǉ
）

３
．
#

ʙ
業

の
М
ဇ
者
で
、
ᨽ
ဇ
ڎ
ኖ
を
結
び

い
て
い
る

４
．
ˁ
ʙ
は
し
て
い
な
い

５
．
そ
の
他

（
４
）

（
６
）
現
在
Ɔ
令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
７
月
１
ଐ
時
ໜ
Ƈ
の
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
ӓ
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
７
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

（
５
）

（
３
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
一
ʴ

ǒ
し
で
す
か
、
そ
れ
と
ǋ
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
が
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
３
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1
᳸
３
と
回
答
さ
れ
た
૾
は
、

３
ペ
ー
ジ
の
「
ï
現
在
の
ˁ
ʙ
Ǎ


Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
」
に
進

ん
で
く
だ
さ
い
。

４
᳸
５
と
回
答
さ
れ
た
૾
は
、

８
ペ
ー
ジ
の
「
ð
現
在
の
ଐ
中
の
活

ѣ
Ǎ
以
Э
の
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
˰
ま
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

あ
な
た
自
身
が
М
ဇ
し
て
い
る
生
活
ɥ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
６
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
あ
な
た
の
生
活
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

「
２
．
一
ደ
に
˰
ん
で
い
る
ʴ
が
い
る
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
３
．
Ω
ࢂ
ڻ
ڶ
」
、
「
５
．
܇
ど
ǋ
」
、
「
６
．
そ
の
他
」
を
選
ん
だ
場
合
に
は
（
　
）
内
に
ʴ
ૠ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）

2

現
在
の
ˁ
ʙ
Ǎ

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
Ѯ
Ѧ
し
て
い
る
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
業
種
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
ᠾ


業
・
൦
င

഻
業
　
　
　
２
．
ᤸ
業

ჽ
業
等
　
　
　
３
．

ᚨ
業
　
　
　
４
．
ᙌ
ᡯ
業
　
　
５
．
ᩓ
気
・
Ǭ
ǹ
・
൦
ᢊ
業
等

６
．
ऴ
إ
ᡫ
̮
業
　
　
　
７
．
ᢃ

業
・
ᣁ
̝
業
　
　
　
８
．
ҵ
٥
・
ݱ
٥
業
　
　
　
９
．

ᗡ
・
保
ᨖ
業
　
　

１
０
．
不
ѣ
င
業
・
ཋ
Լ


業
　
　
　
１
１
．
学
ᘐ
ᄂ
ᆮ
、
専
門
・
২
ᘐ
ǵ
ー
ȓ
ǹ
業
（
ᄂ
ᆮ
機
᧙
、
࠼
ԓ
業
等
）
　
　

１
２
．
ܿ
ජ
・


ǵ
ー
ȓ
ǹ
業
　
　
　
　
１
３
．
生
活
᧙
ᡲ
ǵ
ー
ȓ
ǹ
業
（
ǯ
Ȫ
ー
ȋ
ȳ
ǰ
、
ྸ
፦
容
、
ۗ
ಏ
業
等
）

１
４
．
教
Ꮛ
・
学
፼
支
援
業
　
　
　
１
５
．
Ҕ
ၲ
、
福
祉
（
ʼ
ᜱ
等
）
　
　
　
１
６
．
複
合
ǵ
ー
ȓ
ǹ
（
ᣁ
̝
ޅ
、
協
ӷ
ኵ
合
等
）

１
７
．
ǵ
ー
ȓ
ǹ
業
（
ࡑ
ూ
ཋ
ϼ
ྸ
、
自
ѣ

ૢ
ͳ
、
職
業
ኰ
ʼ
・
і

者

ᢔ
、
૨
҄
、
ܪ
教
等
）

１
８
．
そ
の
他
　
　
　

１
９
．
ǘ
か
ǒ
な
い

あ
な
た
が

い
て
い
る
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
業
Ѧ
内
容
を
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
現
在
ݼ
い
て
い
る
職
種
及
び
職
Ѧ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
職
種
Ȫ
ǹ
Ȉ
】

専
門
的
な
知
ᜤ
Ǎ
২
ᘐ
に
ؕ
Ʈ
い
て

い
て
い
る
。
職
種
に
Ǒ
っ
て
は
β
ᚩ
Ǎ


を
必
要
と
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ᄂ
ᆮ
者
、
ᠾ

൦
င
২
ᘐ
者
、

発
২
ᘐ
者
、
ᙌ
ᡯ
২
ᘐ
者
、

ሰ
・
ם
ங
・
ย

২
ᘐ
者
、
ऴ
إ
ϼ
ྸ
・
ᡫ
̮

২
ᘐ
者
、
Ҕ
ࠖ
、
ഫ
ᅹ
Ҕ
ࠖ
、
ྎ
Ҕ
ࠖ
、
ᕤ
д
ࠖ
、
保
健
ࠖ
、
я
င
ࠖ
、
Ⴣ
ᜱ
ࠖ
、
Ҕ
ၲ
২
ᘐ
者
、
ᅈ
˟
福
祉
の
Ⴛ
ᛩ
Ճ
Ǎ
ਦ
ݰ

Ճ
、
ࡰ
ᜱ
ٟ
、
ኺ
փ
・

ᗡ
・
保
ᨖ
の
専
門
的
職
業
、
教
ࠖ
、
ܪ
教
ܼ
、
˺
ܼ
、
記
者
、
ዻ
ᨼ
者
、
፦
ᘐ
ܼ
、
ȇ
Ƕ
イ
Ȋ
ー
、
ϙ
Ⴧ

ܼ
、
ପ

જ
ࢨ
者
、
᪦
ಏ
ܼ
、
ᑈ
Ө
ᑸ
ᘐ
ܼ
な
ど

専
門
・
২
ᘐ


場
Ǎ
˺
業
場
等
で
Ҿ

૰
の
ь

、
ᙌ
Լ
Ǎ
部
Լ
の
生
င
・
ᙌ
ᡯ
、
̲
ྸ
Ǎ
ૢ
ͳ
を
ᘍ
う
職
業
。

　
具
体
的
に
は
、
生
င
ᚨ
ͳ
の
ᢃ
᠃
・
Ⴓ
視
、

૰
の
ᙌ
ᡯ
・
ь

・
๋

・
๋
ૺ
、
ᙌ
Լ
Ǎ
部
Լ
の
ᙌ
ᡯ
・
ь

・
ኵ
ᇌ
、
機


Ǎ
機
֥
の
ૢ
ͳ
・
̲
ྸ
、
ጐ
ᙌ
、
ᙌ
Լ
౨
査
、
ر
ᘺ
、
ဒ

・
Ⴣ
ெ
С
˺
、
ᙌ



(C
A

D
Ǫ
ペ
Ȭ
ー
ǿ
ー
を
ԃ
ǉ
）
、
ȑ
ǿ
ȳ

Ȋ
ー
な
ど

生
င

ᆉ

ᠾ


業

ᝤ
٥

ᢃ

（
ᣁ
̝
・
ᩓ
إ
の
ᣐ
達
、
ล
ฺ
ᒵ
ࢫ
˺
業
、
ᨕ
ɥ
ᒵ
ࢫ
・
ᢃ

˺
業
、
ᣐ
達
Ճ
な
ど
）
、

場
Ǎ
̽
ࡉ
、
ǹ
ー
ȑ
ー
な
ど
ݱ
٥

ࡃ
に
お
け
る
Լ
Ј
し
、
ᨑ
З
˺
業
、
Ѽ
ᘺ
、
選
別
˺
業
な
ど
、
病
院
Ǎ
ʼ
ᜱ

ᚨ
に
お
け
る
ඹ
ຩ
・
Ȫ
ȍ
ȳ
˺
業
、
ฌ
ੈ
、
᠉
˺

業
、
π
ט
な
ど
の
ૢ
ͳ
な
ど

ᢃ

・
ฌ
ੈ
・

Ѽ
ᘺ
等

ï

（
１
）

ܼ
ࡊ
生
活
支
援
（
ܼ

ۡ
پ=

?、
ș
ȓ
ー
Ƿ
ȃ
ǿ
ー
な
ど
）
、
ʼ
ᜱ
（
Ⴚ

、
高
ᱫ
者
を
ʼ
я
す
る
職
Ѧ
）
、
保
健
Ҕ
ၲ
（
Ⴣ
ᜱ
я

手
・
ഫ
ᅹ
я
手
な
ど
）
、
生
活
ᘓ
生
（
ྸ
・
፦
容
ࠖ
、
ბ
˄
け
、
Ǩ
ǹ
Ȇ
Ȇ
ǣ
Ƿ
ȣ
ȳ
、
ෘ
場
ࢼ
ʙ
ʴ
、
ǯ
Ȫ
ー
ȋ
ȳ
ǰ
職
な
ど
）



ཋ
の
調
ྸ
、

ܲ
・
ዅ
ˁ
、
އ
˰

ᚨ
Ǎ
ȓ
ȫ
の
ሥ
ྸ
、
ᚇ
ή
క
内
、
ཋ
Լ


、
࠼
ԓ
ܳ
ˡ
、
ᔀ
Β
、
Ȉ
Ȫ
Ȟ
ー
な
ど

ǵ
ー
ȓ
ǹ

自
ᘓ
ܫ
、
Ӯ
ඥ
ᜩ
ݑ
職
Ճ
、
そ
の
他
ᜩ
ͳ
Ճ
な
ど
保
ܤ
の
職
業

保
ܤ

1
0

ᠾ
業
、

業
、

業
、

഻
業

˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
で
ሥ
ྸ
職
と
し
て

い
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
ࢫ
Ճ
Ǎ
ሥ
ྸ
職
、
ݱ
٥
ࡃ
・


ࡃ
の
ࡃ
ᧈ
、


Ǎ
ț
Ȇ
ȫ
な
ど
の
支
ᣐ
ʴ
な
ど

（
３
）

業
Ѧ
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
現
在

い
て
い
る
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
業
種
に
つ
い
て
、
次
の
選
択
肢
か
ǒ
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
１
８
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Й
ૺ
が
ᩊ
し
い
場
合
に
は
、
「
１
９
．
ǘ
か
ǒ
な
い
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

5 63

ՠ
Լ
ᝤ
٥
、
ᝤ
٥

˩
（
不
ѣ
င
ː
ʼ
、
保
ᨖ
ˊ
ྸ
ʴ
、
ஊ
̖
ᚰ
У
٥
ᝰ
、
質
ދ
）
、
փ
業
な
ど

一
ᑍ
ʙ
Ѧ
、
˟
ᚘ
ʙ
Ѧ
、
生
င
᧙
ᡲ
の
ʙ
Ѧ
、
փ
業
・
ᝤ
٥
の
ʙ
Ѧ
、
ᢃ

・
ᣁ
̝
の
ʙ
Ѧ
、
ȇ
ー
ǿ
入
力
な
ど

ʙ
Ѧ

あ
な
た
が
現
在
ݼ
い
て
い
る
職
種
に
つ
い
て
、
ɦ
に
あ
る
【
職
種
Ȫ
ǹ
Ȉ
】
１
᳸
１
２
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
2
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
右
ͨ
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
イ
）

ሥ
ྸ

1

月

１
．
昭
和

２
．
平
成

３
．
令
和

2

年

7 8 1
2

そ
の
他

ᤧ
ᢊ
Ǎ
自
ѣ

、
ᑔ
ᑑ
、
ᑋ
空
機
の
ᢃ
᠃
、

ੋ
、
ᬜ
構
内
̞
、
ဍ
ெ
Ճ
・
ᑔ
ᑑ
機
᧙
Ճ
、
ȕ
ǩ
ー
ǯ
Ȫ
ȕ
Ȉ
Ǎ
ǯ
Ȭ
ー
ȳ
の
ᢃ
᠃

Ǎ

ᚨ
機

の
ᢃ
᠃
な
ど


ᡛ
・

機

ᢃ
᠃

9


ᚨ
、
ᩓ
気

ʙ
、
ם
ங
、




ᚨ
・



４
．
西
暦

（
２
）

1
1

具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

（
ア
）

4

現
在
Ѯ
Ѧ
し
て
い
る
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
に
入
職
し
た
時
期
は
い
つ
で
す
か
。
「
４
．
西
暦
」
に
つ
い
て
は
４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
）

3
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現
在
の
職
Ѧ
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
入
̊
Ჴ
Լ
Ј
し
、
%
#
&
Ǫ
ペ
Ȭ
ー
ǿ
ー
、
ʼ
ᜱ
、
ฌ
ੈ
な
ど
）

現
在
の
職
Ѧ
に
つ
い
て
、
ど
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
ǋ

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

全
く
不

ឱ

現
在
の
あ
な
た
の
ᨽ
ဇ
࢟
७
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
ദ
ᅈ
Ճ
　
　
　
２
．
֚
ᚠ
ᅈ
Ճ
　
　
　
３
．
ڎ
ኖ
ᅈ
Ճ
　
　
　
　
４
．
ȑ
ー
Ȉ
ᅈ
Ճ
　
　
　
　
　
５
．
ア
ȫ
Ȑ
イ
Ȉ
ᅈ
Ճ

６
．
#

ʙ
業

の
М
ဇ
者
　
　
　
７
．
そ
の
他

現
在
の
ᨽ
ဇ
࢟
७
に
つ
い
て
、
ど
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
ǋ

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

全
く
不

ឱ

あ
な
た
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
1
0
時
᧓
ச

　
　
　
　
　
２
．
1
0
時
᧓
以
ɥ
2
0
時
᧓
ச

　
　
　
　
　
３
．
2
0
時
᧓
以
ɥ
�
0
時
᧓
ச


４
．
�
0
時
᧓
以
ɥ
�
0
時
᧓
ச

　
�　

　
５
．
�
0
時
᧓

（
イ
）

ĭ 1
．
˟
ᅈ
の
ᣃ
合
　
　
　
２
．
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
　
　
　
３
．
自
分
の
࣎
身
の
ཞ
७
　
　
�４

．
ܼ
ଈ
の
ཞ
ඞ
Ǎ
ࠎ
ஓ
　
　

５
．
そ
の
他

ĭ 1
．
˟
ᅈ
の
ᣃ
合
　
　
　
２
．
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
　
　
　
３
．
自
分
の
࣎
身
の
ཞ
७
　
　
�４

．
ܼ
ଈ
の
ཞ
ඞ
Ǎ
ࠎ
ஓ
　
　

５
．
そ
の
他

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

Ĭ
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
が
最
ǋ
短
か
っ
た
時
期
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
、
次
の
і

時
᧓
ғ
分
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
空

欄
い
ƣ
れ
か
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ĭ
そ
の
ྸ
由
に
つ
い
て
ǋ
、
１
᳸
５
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に

〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
が
最
ǋ
短
く
な
っ
た
ྸ
由
　

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
᳜
）

（
ウ
）

3
4

（
ア
）

1
2

3

（
５
）

Ĭ
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
が
最
ǋ
ᧈ
か
っ
た
時
期
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
、
次
の
і

時
᧓
ғ
分
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
空

欄
い
ƣ
れ
か
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ĭ
そ
の
ྸ
由
に
つ
い
て
ǋ
、
１
᳸
５
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に

〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
が
最
ǋ
ᧈ
く
な
っ
た
ྸ
由
　

（
イ
）

1
2

（
ア
）
現
在
の
あ
な
た
の
ᨽ
ဇ
࢟
७
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
７
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4

（
４
）

最
ᡈ
１
か
月
᧓
Ɔ
令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
６
月
Ƈ
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
に
੭
ም
し
た

場
合
、
次
の
і

時
᧓
ғ
分
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ᡵ
に
Ǒ
っ
て
、
і

時
᧓
が
ီ
な
る
場

合
に
は
、
平
ר
的
な
時
᧓
ғ
分
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
イ
）

令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
１
月
か
ǒ
５
月
ま
で
の
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
、
以
ɦ
の
（
᳛
）
と
（
᳜
）
の
質
問
に
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

（
᳛
）

1
0
時
᧓
ச


1
0
時
᧓
以
ɥ

2
0
時
᧓
ச


2
0
時
᧓
以
ɥ

�
0
時
᧓
ச


�
0
時
᧓
以
ɥ

�
0
時
᧓
ச


�
0
時
᧓
以
ɥ

Ĭ
�最

ǋ
ᧈ
か
っ
た

時
の

　
1
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓

1
0
時
᧓
ச


1
0
時
᧓
以
ɥ

2
0
時
᧓
ச


2
0
時
᧓
以
ɥ

�
0
時
᧓
ச


�
0
時
᧓
以
ɥ

�
0
時
᧓
ச


�
0
時
᧓
以
ɥ

Ĭ
�最

ǋ
短
か
っ
た
時
の

　
1
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓

4

１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
　

1
．
˟
ᅈ
の
ᣃ
合
　
　
　
　
２
．
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
　
　
　
３
．
自
分
の
࣎
身
の
ཞ
७
　
　
　
　
４
．
ܼ
ଈ
の
ཞ
ඞ
Ǎ
ࠎ
ஓ
　
　

５
．
そ
の
他

と
て
ǋ

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

全
く
不

ឱ

１
．
1
0
時
᧓
ச

　
　
　
　
　
２
．
1
0
時
᧓
以
ɥ
2
0
時
᧓
ச

　
　
　
　
　
３
．
2
0
時
᧓
以
ɥ
�
0
時
᧓
ச


４
．
�
0
時
᧓
以
ɥ
�
0
時
᧓
ச

　
�　

　
　
　
５
．
�
0
時
᧓

３
．
そ
の
他

１
．
す
ƙ
に
で
ǋ
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い
　

６
ペ
ー
ジ
の
（
᳝
）
の
質
問
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
．
ݩ
ஹ
的
に
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い
　

６
ペ
ー
ジ
の
（
᳞
）
の
質
問
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

３
．
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
は
ࠎ
ஓ
し
な
い

６
ペ
ー
ジ
の
（
᳟
）
の
質
問
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
．
ǘ
か
ǒ
な
い

６
の
ペ
ー
ジ
の
「
（
６
）
現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

２
ま
た
は
３
と
回
答
さ
れ
た
૾
は
、

（
᳜
）
の
質
問
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
．
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
　
　
　
　
　
　

現
在
の
Ѯ
Ѧ
は
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で
す
か
、
そ
れ
と
ǋ
短
時
᧓
Ѯ
Ѧ
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
３
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
２
．
短
時
᧓
Ѯ
Ѧ
」
「
３
．
そ
の
他
」
と
回
答
さ
れ
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

次
の
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
に
ݣ
す
る
ᎋ
え
の
う
ち
、
あ
な
た
の
ᎋ
え
に
最
ǋ
ᡈ
い
ᎋ
え
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

６
ペ
ー
ジ
の
「
（
６
）
現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ

し
さ
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

ʻ
ࢸ
の
ࠎ
ஓ
と
し
て
は
、
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
ど
の
ᆉ
ࡇ

Ɩ
た
い
と
ᎋ
え
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
あ
ǘ
Ƥ
て
、
そ
の
ྸ
由
に
つ
い
て
ɦ
の
空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ኺ
ዾ
Ǎ
ཞ
ඞ
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
і

時
᧓
に
は
、
あ
な
た
の
ࠎ
ஓ
が
Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
ǘ
Ƥ
て
、
そ
の
ኺ
ዾ
Ǎ
ཞ
ඞ
な
ど
に
つ
い
て
ɦ
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
і

時
᧓
に
つ
い
て
、
ど
の
ᆉ
ࡇ

ឱ
し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で
は
な
い

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
C
）（
「
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
」
と
は
、
あ
な
た
の
Ѯ
Ǌ
έ
で
ܭ
Ǌ
て
い
る
「
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
」
の
全
て
を
Ѯ
Ѧ
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
̊
え
ƹ
、
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
が
�
0
時
᧓
と
ܭ
Ǌ
ǒ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
は
�
0
時
᧓
Ѯ
Ѧ
と
な
Ǔ
ま
す
。
）

（
Ǫ
）

1
2

3
4

（
ǫ
）

（
Ǩ
）

1
2

3
4

5

Ҟ
分
く
ǒ
い

Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
る

あ
ま
Ǔ

Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
な
い

全
く

Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
な
い

（
ウ
）
令
和
２
年
１
月
᳸
６
月
の
᧓
に
ˁ
ʙ
を
ᡲ
ዓ
し
て
２
ᡵ
᧓
以
ɥ
˞
ǉ
こ
と
が
あ
Ǔ
ま
し
た
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
「
１
．
は
い
」
と
回
答
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ˁ
ʙ
を
˞
ん
だ
ྸ
由
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
〇
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

Ჶ
ˁ
ʙ
を
˞
ん
だ
ྸ
由
Ჸ

（
ǭ
）

２
．
短
時
᧓
Ѯ
Ѧ
　
　ಒ
ƶ
Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
る

全
て

Ӓ
ପ
さ
れ
て
い
る

（
᳜
）

5

− 484 −



１
．
ӓ
入
を
ف
Ǎ
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
２
．
ˁ
ʙ
が
ڤ
Ɩ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
．
体
力
に
˷
ᘽ
が
あ
る
　
　

４
．
時
᧓
に
˷
ᘽ
が
あ
る
　
　
　
　
　
５
．
体
調
が
ܤ
ܭ
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
６
．
ǭ
ȣ
Ȫ
ア
ア
ȃ
ȗ
を

Ǔ
た
い
　
　

７
．
ᅈ
˟
保
障
（
年

Ǎ
健
ࡍ
保
ᨖ
等
）
に
入
Ǔ
た
い
　
　
　
　
　
８
．

Ɩ
Ǎ
す
い

ؾ
が
ૢ
っ
て
い
る

９
�　
そ
の
他

Ჶ
ݩ
ஹ
的
に
ࠎ
ஓ
す
る
ྸ
由
Ჸ

１
．
ӓ
入
を
ف
Ǎ
し
た
い
　
　
　
２
．
ˁ
ʙ
が
ڤ
Ɩ
　
　
　
　
３
．
ǭ
ȣ
Ȫ
ア
ア
ȃ
ȗ
を

Ǔ
た
い
　
　
��
　

４
．
ᅈ
˟
保
障
（
年

Ǎ
健
ࡍ
保
ᨖ
等
）
に
入
Ǔ
た
い
　
　
　
５
．
そ
の
他

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

Ჶ
現
在
ࠎ
ஓ
し
な
い
ྸ
由
Ჸ

６
．
体
力
が
ዓ
か
な
い
　
　
　
　
　
７
．
ʻ
は
体
調
が
ૢ
っ
て
い
な
い
　
　
　
　
８
．
体
調
Ǎ
病
ཞ
の
फ
҄
が
࣎
ᣐ

９
．
主

Ҕ
Ǎ
ܼ
ଈ
か
ǒ
ഥ
Ǌ
ǒ
れ
て
い
る
　
��
��
��
��
��
��
�1
0
．
ܼ
ʙ
Ǎ
Ꮛ
δ
、
ʼ
ᜱ
な
ど
と
の
ɲ
ᇌ
が
ᩊ
し
い

1
1
．
ʻ
の

Ɩ
૾
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
　
��
��
�1
2
．
җ
分
な
ӓ
入
を
得
て
い
る
　
　
　
　
1
�
．
他
に
Ǎ
Ǔ
た
い
こ
と
が
あ
る
　
　
　
　

1
�
．
そ
の
他

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1
．
体
力
が
ዓ
か
な
い
　
　
　
　
　
　
　
２
．
ʻ
は
体
調
が
ૢ
っ
て
い
な
い
　
　
　
��
��
��
３
．
体
調
Ǎ
病
ཞ
の
फ
҄
が
࣎
ᣐ

４
．
主

Ҕ
Ǎ
ܼ
ଈ
か
ǒ
ഥ
Ǌ
ǒ
れ
て
い
る
　
　
��
��
��
��
��
５
．
ܼ
ʙ
Ǎ
Ꮛ
δ
、
ʼ
ᜱ
な
ど
と
の
ɲ
ᇌ
が
ᩊ
し
い
　
　

６
．
ʻ
の

Ɩ
૾
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
��
��
��
��
　
７
．
җ
分
な
ӓ
入
を
得
て
い
る
　
　
　
　
　
８
．
他
に
Ǎ
Ǔ
た
い
こ
と
が
あ
る
　
　
　

９
．
そ
の
他
　

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1

現
在
の
職
場
の
ʴ
᧓
᧙
̞
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ǘ
Ƥ
て
具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
、
ɦ
の

空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ᳺ
１
．
す
ƙ
に
で
ǋ
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い

と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

す
ƙ
に
で
ǋ
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
を
ࠎ
ஓ
す
る
ྸ
由
に
つ
い
て
、
次
の
ᎋ
え
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
ᳺ
�
．
そ
の
他

に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
２
．
ݩ
ஹ
的
に
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

ݩ
ஹ
的
に
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
を
ࠎ
ஓ
す
る
ྸ
由
（
１
᳸
５
）
と
現
在
ࠎ
ஓ
し
な
い
ྸ
由
（
６
᳸
１
�
）
に
つ
い
て
、
次
の
ᎋ
え
か

ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
５
．
そ
の
他
」
と
「
１
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄

に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

「
（
６
）
現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

2

（
７
）

全
く
不

ឱ

（
᳝
）

（
G
）

（
᳞
） 「
（
６
）
現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

1
4

と
て
ǋ

ឱ

Ǎ
Ǎ

ឱ

Ǎ
Ǎ
不

ឱ

具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
６
）

「
３
．
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
は
ࠎ
ஓ
し
な
い
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

ࠎ
ஓ
し
な
い
ྸ
由
に
つ
い
て
、
次
の
ᎋ
え
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て

は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ǘ
Ƥ
て
具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
、
ɦ
の
空

欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
4

5

ᩊ
し
い

Ǎ
Ǎ
ᩊ
し
い

ち
ǐ
う
ど
ᑣ
い

Ǎ
Ǎ
ቇ
ҥ

ቇ
ҥ

「
（
６
）
現
在
の
ˁ
ʙ
の
ᩊ
し
さ
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

2
3

6

　
　
　
　

Ɩ
Ǎ
す
い
�　

�
ま
あ

Ɩ
Ǎ
す
い

あ
ま
Ǔ

Ɩ
Ǎ
す
く
な
い

　

Ɩ
に
く
い

と
て
ǋ
ज़
ơ
る

Ǎ
Ǎ
ज़
ơ
る

あ
ま
Ǔ
ज़
ơ
な
い

全
く
ज़
ơ
な
い

１
．
ʻ
の
職
場
で

Ɩ
ዓ
け
た
い

２
．
ዓ
け
る
の
は
ᩊ
し
い

３
．
ʻ
の
と
こ
ǖ
ǘ
か
ǒ
な
い

４
．
そ
の
他

ྸ
由
Ჴ

現
在
の
Ѯ
Ѧ
έ
Ǎ

Ɩ
૾
に
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
は
あ
Ǔ
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
あ
る
　
　
　
　
　
２
．
な
い
　
　
　
　
　
３
．
ǘ
か
ǒ
な
い

１
．
在
ܡ
Ѯ
Ѧ
　
　
　
　
　
２
．
自
ܡ
ࢳ
機
　
　
　
　
　
　
３
．
Ѯ
Ѧ
時
᧓
の
短

　
　
　
　
　
　
　
４
．
職
Ѧ
の
٭
更
　
　
　
　
　

５
．
Ѯ
Ѧ
場

の
ီ
ѣ
　
　
��
��
�６

．
Ј
Ӽ
・
᠃
ቔ

７
．
そ
の
他

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、

い
て
い
る
職
場
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1
．
は
い
　
　
　
　
２
．
い
い
え

「
２
．
い
い
え
」
と
回
答
さ
れ
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

１
．
令
和

２
．
西
暦

１
．
˟
ᅈ
ᣃ
合
に
Ǒ
る
　
　
　
　
　
　
２
．
ᨽ
ဇ
ڎ
ኖ
の

ʕ
　
　
　
　
　
　
　
３
．
自
ࠁ
ᣃ
合
　
　

４
．
そ
の
他

令
和
１
年
（
2
0
1
�
年
）
９
月
１
ଐ
に

い
て
い
た
˟
ᅈ
あ
る
い
は
ඥ
ʴ
を
ᠴ
Ǌ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。
「
２
．
西
暦
」
に
つ
い
て

は
４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ウ
）

2
3

4

（
ア
）

「
１
．
あ
る
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。
Ӗ
け
た
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
次
の
中
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
4

(᳛
�

（
1
0
） (᳜

�

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

2

（
イ
）

（
1
2
）

年
月

令
和
１
年
（
2
0
1
�
年
）
９
月
１
ଐ
に

い
て
い
た
˟
ᅈ
あ
る
い
は
ඥ
ʴ
を
ᠴ
Ǌ
た
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
８
）

1

現
在
の
職
場
で

Ɩ
ዓ
け
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
Ǒ
う
に
࣬
い
ま
す
か
。
（
᳛
）
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
（
᳜
）
ᅇ
⟅
ࢆ
㑅
ࢇ
ࡔ
⌮
⏤
に
つ
い
て
、
「
ྸ
由
」
と
書
い
た
空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
、
ዮ
合
的
に
は
ど
の
ᆉ
ࡇ

Ɩ
が
い
を
ज़
ơ
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
９
）

1

（
1
1
）
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
ǣ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
、

い
て
い
る
職
場
は
、
令
和
１
年
（
2
0
1
�
年
）
９
月
１
ଐ
に

い
て
い
た
˟
ᅈ
あ
る
い
は
ඥ
ʴ
と
ӷ
ơ
で
す
か
。

当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ӷ
ơ
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
内
で
Ѯ
Ѧ
場

が
٭
っ
た
Ǔ
、
˟
ᅈ
Ǎ
ඥ
ʴ
の
Ӹ
ᆅ
Ǎ
ኵ
ጢ
が
٭
更
に
な
っ
て
い
て
ǋ
ዓ
け
て

い
て
い
る
場
合

に
は
「
１
．
は
い
」
と
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
職
場

ؾ
（
ʴ
᧓
᧙
̞
Ǎ
職
場
の
ᩎ

気
を
ԃ
ǉ
）
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ǘ
Ƥ
て

具
体
的
な
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
ɦ
の
空
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
）

（
イ
）

7
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１
．
あ
る
　
　
　
　
　
　
２
．
な
い
　
　
　
　
　
　
　
３
．
ǘ
か
ǒ
な
い

ࠀ
し
支
え
の
な
い
ር

で
結
構
で
す
の
で
、
ᠴ
Ǌ
た
ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ˁ
ʙ
を

し
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．

し
て
い
る
　
　
　
　
　
２
．

し
て
い
な
い
　
　
　
　
　

１
．
ݼ
職
活
ѣ
を
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
２
．
ݼ
і
ᆆ
ᘍ
支
援
ʙ
業

に
ᡫ

し
て
い
る
　
　
　
　
３
．
$

ʙ
業

に
ᡫ

し
て
い
る

４
．
病
院
ǋ
し
く
は
自
ܡ
で
ၲ

し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
５
．
ܼ
ʙ
Ǎ
ʼ
ᜱ
を
し
て
い
る
　

６
．
そ
の
他

１
．
令
和

２
．
西
暦

１
．
˟
ᅈ
ᣃ
合
に
Ǒ
る
　
　
　
　
　
２
．
ᨽ
ဇ
ڎ
ኖ
の

ʕ
　
　
　
　
　
３
．
自
ࠁ
ᣃ
合
　
　

４
．
そ
の
他

ˁ
ʙ
を
ᠴ
Ǌ
る
に
当
っ
て
、
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
は
あ
Ǔ
ま
し
た
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
あ
る
　
　
　
　
　
　
２
．
な
い
　
　
　
　
　
　
　
３
．
ǘ
か
ǒ
な
い

ࠀ
し
支
え
の
な
い
ር

で
結
構
で
す
の
で
、
ᠴ
Ǌ
た
ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ݩ
ஹ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ᡈ
い
ݩ
ஹ
、

Ɩ
た
い
と
ᎋ
え
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
は
い
　
　
　
　
　
　
２
．
い
い
え
　
　
　
　
　
　
　
３
．
ǘ
か
ǒ
な
い
　

「
１
．
は
い
」
ま
た
は
「
２
．
い
い
え
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。
そ
の
ྸ
由
を
具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

（
ア
）

（
１
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

令
和
１
年
（
2
0
1
�
年
）
９
月
１
ଐ
に

い
て
い
た
˟
ᅈ
あ
る
い
は
ඥ
ʴ
を
ᠴ
Ǌ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。
「
２
．
西
暦
」
に
つ
い
て

は
４
桁
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
ଐ
中
活
ѣ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
イ
）
現
在
の
ଐ
中
活
ѣ
の
う
ち
最
ǋ
主
要
な
活
ѣ
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
６
．
そ
の
他
」
に
つ

い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
ɦ
さ
い
。

（
Ǫ
）

（
２
）
以
Э

い
て
い
た
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
Ǩ
）
ˁ
ʙ
を
ᠴ
Ǌ
る
に
当
っ
て
、
新

ǳ
ȭ
Ȋ
ウ
イ
ȫ
ǹ
の
ࢨ
᪪
は
あ
Ǔ
ま
し
た
か
。
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）

ˁ
ʙ
を
ᠴ
Ǌ
た
ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
Ǩ
）

（
ウ
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
イ
）
令
和
１
年
（
2
0
1
�
年
）
９
月
１
ଐ
に

い
て
い
た
˟
ᅈ
あ
る
い
は
ඥ
ʴ
を
ᠴ
Ǌ
た
ཞ
ඞ
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
〇
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
４
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
）

（
ア
）

ð
現
在
の
ଐ
中
活
ѣ
Ǎ
以
Э
の
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ˁ
ʙ
を
ᠴ
Ǌ
た
ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い

９
ペ
ー
ジ
の
「
ñ

ˁ
ʙ
Ǎ

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

ྸ
由
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

年
月

（
イ
）

8

１
．
ദ
ᅈ
Ճ
で

Ɩ
た
い
　
　
　
　
　
２
．
ദ
ᅈ
Ճ
以
外
で

Ɩ
た
い
　
　
　
　
　
　
�
．
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い

４
．
短
時
᧓
Ѯ
Ѧ
で

Ɩ
た
い
　
　
　
　
５
．
自
分
に
合
っ
た
ˁ
ʙ
に
ݼ
く
こ
と
を
Ο
έ
し
た
い
　

６
．


を
Ο
έ
し
て
ˁ
ʙ
に
ݼ
Ɩ
た
い
　
　
　
７
．
体
調
を
Ο
έ
し
て
ˁ
ʙ
に
ݼ
Ɩ
た
い
　

８
．
自
分
の
ឯ
ԛ
Ǎ
˷
ୗ
を
Ο
έ
で
Ɩ
る
ˁ
ʙ
に
ݼ
Ɩ
た
い
　
　
　
　
９
．

Ɩ
Ǎ
す
い

ؾ
を
選
ん
で

Ɩ
た
い

1
0
．
そ
の
他

1
．
自
分
の
障
害
（
疾
患
）
の
こ
と
を
ྸ
ᚐ
し
て
Ǆ
し
い
　
　
　
　
　
2
．
ᧈ
く

Ɩ
ዓ
け
ǒ
れ
る
Ǒ
う
に
し
て
Ǆ
し
い

３
．
ዅ
ɨ
᩿
を
ો
ծ
し
て
Ǆ
し
い
　
　
　
　
　
　
４
．
能
力
に
ࣖ
ơ
た
ᚸ
̖
Ǎ
ଞ
進
・
ଞ

を
し
て
Ǆ
し
い

５
．
ᄂ
̲
Ǎ
教
Ꮛ
訓
練
を
Ϊ
ܱ
し
て
Ǆ
し
い
　
　
　
　
　
　
６
．
職
場
で
の
Ⴛ
ᛩ
体
С
を
ૢ
え
て
Ǆ
し
い

�
．
体
調
に
合
ǘ
Ƥ
て
、
і

時
᧓
Ǎ
˞
ଐ
の
ᚨ
ܭ
が
で
Ɩ
る
Ǒ
う
に
し
て
Ǆ
し
い

８
．
そ
の
他

ˁ
ʙ
の
内
容



な
ど
の
إ
ᣛ

ˁ
ʙ
の
Ǎ
Ǔ
が
い

ǭ
ȣ
Ȫ
ア
࢟
成
（
ଞ
進
・
ଞ

・
ଞ
ዅ
な
ど
を
ԃ
ǉ
）

職
場
の
ʴ
᧓
᧙
̞

২
能
の
取
得
・
Ӽ
ɥ

ܼ
ଈ
と
し
て
の
ࢫ
л
Ǎ
ᝧ
任

ᅶ
生
活
で
の
ʴ
᧓
᧙
̞
の
Ϊ
ܱ



取
得
Ǎ
Ѡ
ࢍ
な
ど
の
自
ࠁ
գ
発

ឯ
ԛ
Ǎ
˷
ୗ
活
ѣ

Ɩ ǘ Ǌ て 重 要 5

（
ウ
）
「
１
．
は
い
」
と
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。
ど
の
Ǒ
う
な

Ɩ
૾
を
し
た
い
と
ᎋ
え
て
い
ま
す
か
。

当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
0
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

᳜ ᳝ ᳞

2

᳠
4

3
2

᳡

4
3

2

44
3

2

3

᳤

5

1

2

3
2

1
᳛

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ˁ
ʙ
を
す
る
ɥ
で
Ѯ
Ǌ
έ
Ǎ
Ѯ
Ǌ
έ
の
ʴ
に
特
に
ஓ
ǉ
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
全
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
「
８
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）

あ ま Ǔ 重 要 で は な い

ɦ
に
З
ਫ
し
た
᳛
か
ǒ
᳤
ま
で
の

Ⴘ
は
、
あ
な
た
が

Ɩ
ዓ
け
る
に
あ
た
っ
て

ࡢ
ࡃ
ࡽ
࠸
㔜
せ
࡞
ࡇ

で
す
か
。
ƻ
と
つ
ƻ
と
つ
の

ʙ

に
つ
い
て
、
「
Ɩ
ǘ
Ǌ
て
重
要
」
か
ǒ
「
ま
っ
た
く
重
要
で
は
な
い
」
ま
で
の
５
つ
の
ғ
分
の
な
か
で
、
あ
な
た
の
お
気
持
ち
に
最

ǋ
ᡈ
い
番
号
１
つ
を
選
び
、
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま ᵻ た く 重 要 で は な い

Ǎ Ǎ 重 要

ど ち ǒ と ǋ い え な い

（
１
）

2
᳣᳟

1
4

᳢

1

4
3

5 5

3
2

4
3

4
3

2

4
3

2
1 111 1

5 5 5 5 5 5

1

ñ
ˁ
ʙ
Ǎ

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

4

9
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1
．
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
を
ज़
ơ
る
　
　
　
　
２
．
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
を
ज़
ơ
る
　
　
　
　
３
．
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
と
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
の
ɲ
૾
を
ज़
ơ
る

４
．
ǘ
か
ǒ
な
い

Ჶ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
Ჸ

Ჶ
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
Ჸ

具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
ᨽ
ဇ
ྙ
С
ࡇ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

1
．
は
い
　
　
　
　
　
２
．
い
い
え

６
．
ע
؏
障
害
者
職
業
ǻ
ȳ
ǿ
ー
　
　
７
．
障
害
者
ݼ
業
・
生
活
支
援
ǻ
ȳ
ǿ
ー
　
　
　
　
　
８
．
ݼ
і
ᆆ
ᘍ
支
援
ʙ
業

　
　
　

９
．
Ҕ
ၲ
機
᧙
の
Ȫ
ȏ
ȓ
Ȫ
Ȇ
ー
Ƿ
ȧ
ȳ
Ӎ
は
ȇ
イ
Ǳ
ア
　
　
　
　
1
0
．
特
̊
܇
˟
ᅈ
な
ど
᧙
ᡲ
˟
ᅈ
　
　
　
　
　

1
1
．
࣎
の
病
気
に
Ǒ
る
˞
職
者
Ӽ
け
の
ᅈ
外
支
援
ȗ
ȭ
ǰ
ȩ
Ƞ
　
　
　
　
1
2
．
ஊ
૰
ൟ
᧓
職
業
ኰ
ʼ
ʙ
業
者

1
�
．
そ
の
他

（
５
）

（
ア
）

（
イ
）

＊
こ
の
С
ࡇ
の
ᛇ
ኬ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
調
査
ᅚ
に
ӷ
ݥ
し
た
ȁ
ȩ
Ƿ
を
Ӌ
ༀ
く
だ
さ
い
。

（
４
）

ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で
は
な
い

Ɩ
૾
に
つ
い
て
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
Ǎ
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
以
外
に
ज़
ơ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

「
１
．
は
い
」
と
回
答
さ
れ
た
૾
に
伺
い
ま
す
。
こ
の
ऴ
إ
を
ど
こ
で
あ
る
い
は
ᛡ
か
ǒ
知
Ǔ
ま
し
た
か
。
当
て
は
ま
る
番
号
全
て

に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
「
1
�
．
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
選
択
肢
右
の
空
欄
に
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

１
．
ܼ
ଈ
　
　
　
　
２
．
Ӑ
ʴ
　
　
　
　
　
３
．
主

Ҕ
　
　
　
　
　
�
．
ȏ
ȭ
ー
ȯ
ー
ǯ
　
　
　
　
５
．
職
業
能
力

発
校

（
ウ
） こ
れ
ま
で
の
質
問
で
は
җ
分
に
答
え
ǒ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
ご
自
分
の

Ɩ
૾
Ǎ
ˁ
ʙ
に
つ
い
て
の
ᎋ
え
を
自
由
に
お
書
Ɩ
く
だ
さ

い
。

（
イ
）
「
1
．
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
を
ज़
ơ
る
」
「
２
．
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
を
ज़
ơ
る
」
「
３
．
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
と
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
の
ɲ
૾
を
ज़
ơ
る
」
の
い
ƣ
れ
か

を
回
答
し
た
૾
に
伺
い
ま
す
。

ज़
ơ
て
い
る
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
Ǎ
ȇ
ȡ
Ȫ
ȃ
Ȉ
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
入
し
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
ᨽ
ဇ
ྙ
С
ࡇ
に
お
い
て
、
平
成
�
0
年
（
2
0
1
�
年
）
４
月
１
ଐ
か
ǒ
、
１
ᡵ
᧓
に
２
０
時
᧓
以
ɥ
３
０
時
᧓
ச

で

く
、

精
神
障
害
者
一
ʴ
に
つ
い
て
、
１
ȝ
イ
ȳ
Ȉ
と
ǫ
ウ
ȳ
Ȉ
で
Ɩ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ऴ
إ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

＊

当
て
は
ま
る
番
号

1
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
）
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で
は
な
い

Ɩ
૾
に
つ
い
て
ど
の
Ǒ
う
に
ज़
ơ
ま
す
か
。
次
の
ज़
ơ
૾
か
ǒ
当
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
で
は
な
い

Ɩ
૾
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
「
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
」
と
は
、
Ѯ
Ǌ
έ
で
ܭ
Ǌ
て
い
る
「
１
ᡵ
᧓
当
た
Ǔ
の
і

時
᧓
」
の
全
て
を
Ѯ
Ѧ
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
̊
え
ƹ
、
１
ᡵ
᧓
当
た

Ǔ
の
і

時
᧓
が
�
0
時
᧓
と
ܭ
Ǌ
ǒ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ȕ
ȫ
ǿ
イ
Ƞ
Ѯ
Ѧ
は
�
0
時
᧓
Ѯ
Ѧ
と
な
Ǔ
ま
す
。
）

1
0

ò
　
ᜓ
Լ
の
ࠎ
ஓ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ア
ȳ
Ǳ
ー
Ȉ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
૾
に
、
ᜓ
Լ
を
お
ᡛ
Ǔ
し
ま
す
。
ご
ࠎ
ஓ
の
番
号

1
つ
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ᜓ
Լ
の
発
ᡛ
に
は
２
᳸
３
か
月
か
か
る
場
合
が
あ
Ǔ
ま
す
こ
と
を
、
ご
ʕ
১
く
だ
さ
い
。

１
�　
ᜓ
Լ
（

書
ǫ
ー
ȉ
１
０
０
０
ό
分
）
を
Ӗ
け
取
る
　
　
　
　
　
　
２
．
ᜓ
Լ
の
Ӗ
け
取
Ǔ
は
ᠴ
ᡚ
す
る

Ჶ
ご
ᡲ
ዂ
έ
Ჸ

Ƅ
Ყ

ᣃ ࡅ

・ ・

ᢊ Ⴤ

Ჶ
ᩓ
ᛅ
番
号
Ჸ

Ჶ
ȡ
ー
ȫ
ア
ȉ
Ȭ
ǹ
Ჸ

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
Ɩ
、
あ
Ǔ
が
と
う
ご
Ɵ
い
ま
し
た

ご
ᡲ
ዂ
έ

ご
൞
Ӹ

ご
˰


お
ᡛ
Ǔ
し
た
൞
Ӹ
、
˰

、
ᡲ
ዂ
έ
に
ᛚ
Ǔ
Ǎ
٭
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
以
ɦ
の
Ჶ
ᡲ
ዂ
έ
Ჸ
欄
に
ദ
し
い
ご
൞
Ӹ
、
ご
˰

、
ご
ᡲ
ዂ
έ

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ʻ
回
の
調
査
の
ᨼ
ᚘ
・
分
ௌ
結
ௐ
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３
月
に
調
査
・
إ
ԓ
書
と
し
て
発
Б
し
、
当
機
構
ț
ー
Ƞ
ペ
ー
ジ
に
ǋ
ਫ਼
᠍
す
る
ʖ
ܭ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
1
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表
附
２
－
１
－
２
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
交
互
作
用

製
造

×特
例
（

20
18
年
）

企
業

の
特

徴
雇

用
率

達
成

の
オ

ッ
ズ

（
%

）
卸

売
業

で
な

く
、

特
例

該
当

者
も

い
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

卸
売

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

な
い

企
業

−
81

%
 (−

85
%

~−
76

%
)

卸
売

業
で

な
く

、
特

例
該

当
者

の
い

る
企

業
に

比
べ

て
、

卸
売

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

る
企

業
−

73
%

 (−
80

%
~−

66
%

)
特

例
該

当
者

が
お

ら
ず

、
卸

売
業

で
も

な
い

企
業

に
比

べ
て

、
特

例
該

当
者

が
お

り
、

卸
売

業
で

は
な

い
企

業
17

9%
 (1

23
%

~2
33

%
)

特
例

該
当

者
が

お
ら

ず
、

卸
売

業
で

あ
る

企
業

に
比

べ
て

、
特

例
該

当
者

が
お

り
、

卸
売

業
の

企
業

28
9%

 (2
20

%
~3

74
%

)

企
業

の
特

徴
雇

用
率

達
成

の
オ

ッ
ズ

（
%

）
製

造
業

で
な

く
、

特
例

該
当

者
も

い
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

製
造

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

な
い

企
業

6%
 (1

%
~1

2%
)

製
造

業
で

な
く

、
特

例
該

当
者

の
い

る
企

業
に

比
べ

て
、

製
造

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

る
企

業
−

18
%

 (−
25

%
~9

%
)

特
例

該
当

者
が

お
ら

ず
、

製
造

業
で

も
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

特
例

該
当

者
が

お
り

、
製

造
業

で
は

な
い

企
業

17
9%

 (1
23

%
~2

33
%

)
特

例
該

当
者

が
お

ら
ず

、
製

造
業

で
あ

る
企

業
に

比
べ

て
、

特
例

該
当

者
が

お
り

、
製

造
業

の
企

業
11

6%
 (7

9%
~1

60
%

)

514

附録１－６ 事業所インタビュー調査設問

内容

① 貴事業所の主な業務はどのようなことですか。

②
現在、どのような種類の障害の方を雇用していらっしゃいますか。 また、その方々は、そ
れぞれどのような業務に従事していらっしゃいますか。

③
障害のある方を雇い入れるようになった経緯をお教えください。特に、精神障害のある方を
雇い入れるようになった経緯を詳しくお教えください。

④
精神障害のある方を雇用する上で、身体障害や知的障害のある方と比べて、雇用管理上の困
難性を感じますか。次の４つ選択項目から最も当てはまるものを１つ選びチェックを入れて
ください。あわせて、その理由についても具体的にお教えください。

⑤
障害のある方の雇用管理上の取組み（雇入れ、職場定着、職場復帰など）の内容を、具体的
にお教えください。特に、精神障害のある方を対象とした取組みについて詳しくお教えくだ
さい。

①
現在、精神障害のある方をどのような労働時間で雇用していらっしゃいますか。 その理由
もあわせてお教えください。

②
精神障害のある方の雇用にあたり、労働時間はどのように決定されていますか。 また、労
働時間を変更する場合はどのように決定されていますか。 その理由もあわせてお教えくだ
さい。

③
精神障害のある方を短時間で雇用することについて、どのようにお考えですか。（メリッ
ト・デメリットを含む）

④
精神障害のある方を短時間で雇用し、１週間当たり30時間以上の労働時間に変更したことは
ありますか。ある場合は採用から変更までの期間や変更の際の配慮、変更後の当該精神障害
のある方の様子についてお教えください。

① 特例措置対象者の雇用の有無と人数

② 特例措置制度をお知りになった経緯をお教えください。

③ 特例措置制度をどのような経緯・お考えで活用されましたか。

④
特例措置制度を活用してどのような影響や効果を感じられましたか。また、それに合わせて
貴事業所内で見直したことは何かおありですか。（例：社内の制度や人員の配置、精神障害
のある方の雇用管理など）

⑤
特例措置は精神障害のある方の雇用率カウントに関わる制度ですが、精神障害のある方の雇
用率制度について何かお考えがありましたらお教えください。

①
新型コロナウィルス感染症によって、貴事業所の業務や労務・雇用などにどのような影響が
あったかお教えください。（例：リモートワークの実施、人員の増員や削減、労働条件の変
更等）

②
新型コロナウィルス感染症の影響により、障害のある方、とりわけ精神障害のある方の雇用
管理において何か変化がありましたか。 また、工夫されたことなどありましたらお教えく
ださい。

質問５ その他

① 年代

② 所属部署、職位、資格

③ 障害者の雇用管理の従事期間

質問６
回答者属性

設問番号

質問１
事業所属性
雇用管理

質問２
精神障害者の
短時間雇用

質問3
特例措置

質問4
コロナの影響
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年
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附
２
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１
－
２
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
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交
互
作
用

製
造

×特
例
（

20
18
年
）

企
業

の
特

徴
雇

用
率

達
成

の
オ

ッ
ズ

（
%

）
卸

売
業

で
な

く
、

特
例

該
当

者
も

い
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

卸
売

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

な
い

企
業

−
81

%
 (−

85
%

~−
76

%
)

卸
売

業
で

な
く

、
特

例
該

当
者

の
い

る
企

業
に

比
べ

て
、

卸
売

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

る
企

業
−

73
%

 (−
80

%
~−

66
%

)
特

例
該

当
者

が
お

ら
ず

、
卸

売
業

で
も

な
い

企
業

に
比

べ
て

、
特

例
該

当
者

が
お

り
、

卸
売

業
で

は
な

い
企

業
17

9%
 (1

23
%

~2
33

%
)

特
例

該
当

者
が

お
ら

ず
、

卸
売

業
で

あ
る

企
業

に
比

べ
て

、
特

例
該

当
者

が
お

り
、

卸
売

業
の

企
業

28
9%

 (2
20

%
~3

74
%

)

企
業

の
特

徴
雇

用
率

達
成

の
オ

ッ
ズ

（
%

）
製

造
業

で
な

く
、

特
例

該
当

者
も

い
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

製
造

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

な
い

企
業

6%
 (1

%
~1

2%
)

製
造

業
で

な
く

、
特

例
該

当
者

の
い

る
企

業
に

比
べ

て
、

製
造

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

る
企

業
−

18
%

 (−
25

%
~9

%
)

特
例

該
当

者
が

お
ら

ず
、

製
造

業
で

も
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

特
例

該
当

者
が

お
り

、
製

造
業

で
は

な
い

企
業

17
9%

 (1
23

%
~2

33
%

)
特

例
該

当
者

が
お

ら
ず

、
製

造
業

で
あ

る
企

業
に

比
べ

て
、

特
例

該
当

者
が

お
り

、
製

造
業

の
企

業
11

6%
 (7

9%
~1

60
%

)
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49Ϭ

図附２－１－１ ロジスティック回帰分析の交互作用 ປാ×Ꮫ⾡（2018年）

※ ᶓ㍈はປാ⪅ᩘࠊ⦪㍈は㞠⏝⋡㐩ᡂのオッズࠋᐇ⥺はオッズࠊࢆⅬ⥺のᖜは標準誤差の

⠊ᅖࠋࡍ⾲ࢆ

※ ࡀᏛ⾡㸦⏘ᴗ㸧ᴗの㞠⏝⋡㐩ᡂオッズ㸦ᑐ⏘ᴗࡿࡅ࠾ሙྜࡌྠࡀᩘ⪅のᅗはປാࡇ

Ꮫ⾡࡛࠸࡞ᴗ㸧ࠋࡍ⾲ࢆ

㸧ປാ⪅ᩘࡀ 100�000ேのᴗのሙྜࠊᏛ⾡࡛ࡿ࠶ᴗは࠸࡞࡛࠺ࡑᴗẚ࡚㞠
⏝⋡㐩ᡂオッズࡑࡼ࠾ࡀ 200㸣㧗ࠋ࠸

図附２－１－２ ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×ሗ㸹2018年）
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図附２－１－㸱 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×卸売㸹2018年）

図附２－１－㸲 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×㔠⼥㸹2018年）
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図附２－１－㸳 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×特例㸹2018年）

図附２－１－㸴 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×་⒪㸹2018年）

− 492 −



49Ϯ

図附２－１－㸳 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×特例㸹2018年）

図附２－１－㸴 ロジスティック回帰分析の交互作用（ປാ×་⒪㸹2018年）

49
ϯ

表
附
２
－
１
－
㸱
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
交
互
作
用

卸
売

×特
例
（

20
20
年
）

表
附
２
－
１
－
㸲
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
交
互
作
用

་
⒪

×特
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（

20
20
年
）

表
附
２
－
１
－
㸳
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
交
互
作
用

ᘓ
タ

×特
例
（

20
20
年
）

企
業

の
特

徴
雇

用
率

達
成

の
オ

ッ
ズ

（
%

）
卸

売
業

で
な

く
、

特
例

該
当

者
も

い
な

い
企

業
に

比
べ

て
、

卸
売

業
で

あ
り

、
特

例
該

当
者

が
い

な
い

企
業

−
77

%
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図附２－１－㸵 ロジスティック回帰分析の交互作用 ປാ×ሗ（2020年）

※ ᶓ㍈はປാ⪅ᩘࠊ⦪㍈は㞠⏝⋡㐩ᡂのオッズࠋᐇ⥺はオッズࠊࢆⅬ⥺のᖜは標準誤差の
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図附２－１－11 ロジスティック回帰分析の交互作用 ປാ×特例（2020年）

図附２－１－12 ロジスティック回帰分析の交互作用 ປാ×ࣅ࣮ࢧス（2020年）
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附録３ 特例適用事業所及び特例適用者に対する新型コロナウイルス感染症の影響

第２章及び第４章において、特例適用事業所及び特例適用者に対する質問紙調査の結果を示した。そ

の際、2021 年に実施した第２回質問紙調査の結果は「資料編」において示すこととした1。ただし、第

２回質問紙調査においては、2020年以降流行した新型コロナウイルス感染症の、特例適用事業所及び特
例適用者に対する影響についても聞いている。この附録３では、2020年以降のデータに言及がある第１
章、第３章、第５章、第６章を読む際の参考として、新型コロナウイルス感染症の影響に関する質問の

結果を掲載する。

１ 手法

（１）事業所質問紙調査

「第１回事業所質問紙調査」では、Ｉ「事業所について」、II「精神障害者の雇用管理について」、III
「特例措置について」、IV「在籍している精神障害者についての個別状況」の４つの設問群について聞い
た。その際、「第２回事業所質問紙調査」では、事業所の状況を聞く質問（設問群Ⅰ～III）と在籍してい
る精神障害者の個別状況について聞く質問（第１回では設問群 IV，第２回では設問群V）の間に設問群
IVとして、「新型コロナウイルス感染症の影響について」という設問群を加え、事業・経営等への影響、
精神障害者の雇用管理への影響、精神障害者に対して実施した対策の３点を聞いた。質問紙の構成を、

「第１回質問紙調査」（2019年実施）の項目との併せて、表附３－１に示す。

表附３－１ 事業所質問紙の質問項目

1 http://www/nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku161.html

設問群 2019年度 2021年度
Ｉ：事業所について 問１　従業員規模 （同左）

問２　事業形態
問３　産業分類
問４　障害者の雇用状況

II：精神障害者の雇用管理について 問１　雇用管理体制 （同左）
問２(１)(２)支援制度の整備状況
問２(３)合理的配慮の実施状況
問２(４)雇用にあたっての困難
問２(５)困難事例（自由記述）
問３　支援機関等の利用状況

III：特例措置について 問１　特例措置の活用状況 （同左）
問２　特例措置のﾒﾘｯﾄ･ﾃﾞﾒﾘｯﾄ
問３　今後の雇用方針
問４　特例措置への意見(自由記述)
（なし） 問１(１)経営等への影響

問１(２)雇用管理への影響
問１(３)実施した対策

問１　対象者の属性 （同左）
問２　対象者の障害

　　　※2019年度はIV，2021年度はV 問３　精神障害者保健福祉手帳
問４　対象者の就業状況

Ｖ(IV)在籍している精神障害者
　についての個別状況

IV：新型コロナウイルス感染症の
　　影響について
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た、この質問紙は、「第１回事業所質問紙調査」とྠᵝに、「障害者雇用状況ሗ࿌」のࡲ 2020 年のሗ
࿌において、特例適用者を雇用していると回⟅した事業 5,371௳てに対し㒑㏦し、その事業がಖ
᭷する、特例適用者がാく事業所ࡈとに、ᇶ‽᪥とした 2021 年㸷᭶１᪥⌧在での回⟅をồࡵた。調査
は 2021年㸶᭶ࡽ 9᭶にࡅて実施ࢀࡉた。
回⟅のあࡗた事業所は 1,087௳であࡗた2。事業༢での回⟅ᩘを☜ㄆしたとこ1,060、ࢁ௳であࡗ
た。表附３－２に、㏉㏦のあࡗた事業所ᩘࡈとの事業ᩘを示す。

表附３－㸰 㸰ᅇ➨ࠕ 事業所質問紙調査ࠖの㏉㏦事業所ᩘࡈの事業ᩘ

回⟅のあࡗた事業ᩘ 1,060௳について、㏦事業ᩘ 5,371௳をศẕにして回⋡をồࡵたとこ
。たࡗ19.7㸣であ、ࢁ
ࡕた、ᮏ調査でも、「第１回事業所質問紙調査」とྠᵝに、1,087௳の回⟅事業所のうࡲ 430௳（39.6㸣）
の事業所が、特例対㇟者の在籍が☜ㄆで࡞ࡁいᮍ☜ㄆ事業所であࡗた。したがࡗて、特例適用事業所 657
௳（回⟅事業所に༨ࡵるྜ㸸60.4㸣）を対㇟としうる。

（㸰）ᙜ事者質問紙調査

「第１回ᙜ事者質問紙調査」は、Ｉ「ࡈ⮬㌟のこと」、II「こࡲࢀでのാࡁ᪉」、III「⌧在のാࡁ᪉」、
IV「⌧在の⫋ሙでの㓄៖事項」、V「ാࡁ᪉についてのពぢ」の５つの設問群について聞いた。ただし、
「第２回 ᙜ事者質問紙調査」では、⌧在のാࡁ᪉の状況を聞く設問群 III の᭱ᚋに（11）として、新
型コロナウイルス感染症の影響を聞く設問を加え、Ᏻの᭷↓、こࡲࢀでにཷࡅた影響についての回⟅

をồࡵた。（表附３－３）

2 ㏉ಙのあࡗた調査⚊は 1,090であࡗたが、事業所の状況を聞くࣃーࢺ（設問群 I～IV）の回⟅がࡗ࡞た３௳を㝖いた。

事業所数
１事業所 859 (81.0%)
２事業所 94 (8.9%)
３事業所 42 (4.0%)
４事業所 16 (1.5%)
５事業所 10 (0.9%)
６事業所 12 (1.1%)
７事業所 7 (0.7%)
９事業所 9 (0.8%)
11事業所 11 (1.0%)
合計 1,060 (100.0%)

事業主数

※ ただし、事業主不明が27件ある
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表附３－３ ᙜ事者質問紙の質問項目

た、この質問紙は、「障害者雇用状況ሗ࿌」において、特例適用者を雇用していると回⟅した事業ࡲ

5,371௳てに対し調査⚊を㒑㏦し、その事業が雇用する特例適用者に㓄ᕸすることをồࡵた。ࡲた、
調査⚊をཷࡗྲྀࡅた特例適用者には、2021年㸷᭶ 1᪥⌧在での回⟅をồࡵた。ただし、このሙྜも、調
査⚊のㄝ᫂には、回⟅は௵ពであること、回⟅をグධした調査⚊は事業ࡸ事業所༢でྲྀࡲࡾとࡵる

ことをせࡎ、┤᥋、障害者⫋業⥲ྜࣥࢭターに㏉㏦することを᫂グした。調査は 2021 年㸶᭶ࡽ㸷᭶
にࡅて実施ࢀࡉた。

回⟅のあࡗた 1,235ྡのうࡕ、特例適用者と☜ㄆでࡁた者は 563ྡ、特例適用者以እは 672ྡであࡗ
た。ここでは、「第２回ᙜ事者質問紙調査」の調査について、ཎ๎として特例適用者 563 ྡを㞟ィሗ࿌
及びศᯒの対㇟とする。

㸰 ⤖ᯝ

（１）事業所質問紙調査の⤖ᯝ

 事業所の⤒Ⴀࡸ事業㐠Ⴀの影響

新型コロナウイルス感染症が、事業所の経営ࡸ事業㐠営࡞にとࡗて、の⛬ᗘの影響があࡗた、

「影響はとࡗ࡞ࢇた」（以ୗ「影響࡞し」という。）、「Ⰻい影響の᪉がࡗࡁた」（以ୗ「Ⰻい影

響」という。）、「ᝏい影響の᪉がࡗࡁた」（以ୗ「ᝏい影響」という。）、「Ⰻい影響とᝏい影響がྠࡌ

くࡽいあࡗた」（以ୗ「Ⰻいᝏいྠ等」という。）の４つの㑅ᢥ⫥１ࡽつ㑅ࡪことをồࡵた。結果を表

附３－４、ᅗ附３－１に示す。
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表附３－㸲 新型コロナウイルス感染症の事業➼の影響

ᅗ附３－１ 新型コロナウイルス感染症の事業➼の影響（n=657）

新型コロナウイルス感染症の事業等への影響としては、「ᝏい影響」が᭱もከく、༙ᩘ以ୖの 391 ௳
（59.5%）の事業所が㑅ᢥしていた。ḟいで、「影響࡞し」と回⟅した事業所が 114௳（17.4%）、「Ⰻい
ᝏいྠ等」と回⟅した事業所が 107௳（16.3%）であࡗた。「Ⰻい影響」と回⟅した事業所は 35௳（5.3%）
にとࡗࡲた。

事業等へఱࡽの影響があࡗたと回⟅した事業所（「Ⰻい影響」㸩「ᝏい影響」㸩「Ⰻいᝏいྠ等」）

は 533௳（81.1%）であࡾ、༙が新型コロナウイルス感染症の影響ୗにあࡗたと考えࢀࡽる。

イ ⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

ḟに、新型コロナウイルス感染症が、精神障害者の雇用管理にとࡗて、の⛬ᗘの影響があࡗた、

。た。結果を表附３－５、ᅗ附３－２に示すࡵことをồࡪ１つ㑅ࡽ⊫とྠᵝの４つの㑅ᢥ

Ӫڻ岄し 114 (17.4%)
ྒྷ属Ӫڻ 35 (5.3%)
ѳ属Ӫڻ 391 (59.5%)
ྒྷ属ѳ属ಋ 107 (16.3%)
ໃյ 10 (1.5%)
合計 657 (100.0%)

ʤ件ʥ

Ӫڻ岄し, 
17.4% ྒྷ属Ӫڻ, 

5.3%

ѳ属Ӫڻ, 
59.5%

ྒྷ属ѳ属ಋ, 
16.3%

ໃյ, 
1.5%

影響なし 114 (17.4%)
良い影響 35 (5.3%)
悪い影響 391 (59.5%)
良い悪い同等 107 (16.3%)
無回答 10 (1.5%)
合計 657 (100.0%)

影響なし 良い影響 悪い影響 良い悪い同等無回答
雇用事業所 17.4% 5.3% 59.5% 16.3% 1.5%

（件）

影響なし, 
17.4% 良い影響, 

5.3%

悪い影響, 
59.5%

良い悪い同等,
16.3%

無回答,
1.5%
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表附３－㸲 新型コロナウイルス感染症の事業➼の影響
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表附３－㸳 新型コロナウイルス感染症の⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

ᅗ附３－㸰 新型コロナウイルス感染症の⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響（n=657）

新型コロナウイルス感染症の精神障害者の雇用管理への影響としては、「影響࡞し」が᭱もከく、༙ ᩘ

以ୖの 441 ௳（67.1%）が㑅ᢥした。ḟいで、「ᝏい影響」と回⟅した事業所がከく、161 ௳（24.5%）
であࡗた。「Ⰻいᝏいྠ等」と回⟅した事業所は 29௳（4.4%）、「Ⰻい影響」と回⟅した事業所は 16௳
（2.4%）にとࡗࡲた。
精神障害者の雇用管理へఱࡽの影響があࡗたと回⟅した事業所（「Ⰻい影響」㸩「ᝏい影響」㸩「Ⰻ

いᝏいྠ等」）は 206௳（31.4%）で、༙ᩘに‶たࡗ࡞た୍᪉で、「影響࡞し」と回⟅した事業所が༙
ᩘを㉸えていたことࡽ、精神障害者の雇用管理については、影響があࡗたと考える事業所は㝈ᐃⓗで

あると考えࢀࡽる。

ウ ᐇࡓࡋ対⟇

ḟに、新型コロナウイルス感染症の影響をཷࡅ、事業所が精神障害者に対して実施した対策について、

「その」及び「特にఱもしてい࡞い」をྵむ 14項目ࡽ、あてはࡲるものすてを㑅ᢥするࡼうồࡵ
た。㑅ᢥのあࡗた項目を「実施」、㑅ᢥのࡗ࡞た項目を「ᮍ実施」として㞟ィした。「特にఱもしてい

。い事業所は「↓回⟅」とした。結果を表附３－６、ᅗ附３－３に示す࡞１つの㑅ᢥも、ࡵい」もྵ࡞

Ӫڻ岄し 441 (67.1%)
ྒྷ属Ӫڻ 16 (2.4%)
ѳ属Ӫڻ 161 (24.5%)
ྒྷ属ѳ属ಋ 29 (4.4%)
ໃյ 10 (1.5%)
合計 657 (100.0%)

ʤ件ʥ

Ӫڻ岄し, 
67.1%ྒྷ属Ӫڻ, 

2.4%

ѳ属Ӫڻ, 
24.5%

ྒྷ属ѳ属ಋ, 
4.4%

ໃյ, 
1.5%
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を᭱ୗẁとし、は実施ᩘの「い࡞特にఱもしてい」、お、表附３－６及びᅗ附３－３は、「その」࡞

ከい㡰に୪た。

表附３－㸴 ⢭⚄㞀ᐖ者に対࡚ࡋᐇࡓࡋ新型コロナウイルス感染症の対⟇

                                ʤ件ʥ

ᅗ附３－３ ⢭⚄㞀ᐖ者に対࡚ࡋᐇࡓࡋ新型コロナウイルス感染症の対⟇

ࢬࣰ າࣰࢬ ໃյ 合計
ࣙଶؽ 124 523 10 657

(18.9%) (79.6%) (1.5%) (100.0%)
࿓ಉؔ࣎岈क़ 93 554 10 657

(14.2%) (84.3%) (1.5%) (100.0%)
ແۊࡑ 87 560 10 657

(13.2%) (85.2%) (1.5%) (100.0%)
ঙݰ事ྖ岈 70 577 10 657

(10.7%) (87.8%) (1.5%) (100.0%)
৮ແ岈รߍ 18 629 10 657

(2.7%) (95.7%) (1.5%) (100.0%)
事ྖ岈ଁՅ 16 631 10 657

(2.4%) (96.0%) (1.5%) (100.0%)
ۜ岈ݰঙ 15 632 10 657

(2.3%) (96.2%) (1.5%) (100.0%)
ߍແ所岈รۊ 13 634 10 657

(2.0%) (96.5%) (1.5%) (100.0%)
࿓ಉؔ࣎岈Ԉௗ 5 642 10 657

(0.8%) (97.7%) (1.5%) (100.0%)
ۜ岈ଁՅ 3 644 10 657

(0.5%) (98.0%) (1.5%) (100.0%)
屇ड़ 0 647 10 657

(0.0%) (98.5%) (1.5%) (100.0%)
մޑ岬岚ਕҽ 0 647 10 657

(0.0%) (98.5%) (1.5%) (100.0%)
屷岈ଠ 49 598 10 657

(7.5%) (91.0%) (1.5%) (100.0%)
ಝ岅Ձ岜し岀属岄属 367 280 10 657

(55.9%) (42.6%) (1.5%) (100.0%)

55.9%

7.5%

0.0%

0.0%

0.5%

0.8%

2.0%

2.3%

2.4%

2.7%

10.7%

13.2%

14.2%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ಝ岅Ձ岜し岀属岄属

屷岈ଠ

մޑ岬岚ਕҽ

屇ड़

ۜ岈ଁՅ

࿓ಉؔ࣎岈Ԉௗ

ߍແ所岈รۊ

ۜ岈ݰঙ

事ྖ岈ଁՅ

৮ແ岈รߍ

ঙݰ事ྖ岈

ແۊࡑ

࿓ಉؔ࣎岈क़

ࣙଶؽ n=657
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を᭱ୗẁとし、は実施ᩘの「い࡞特にఱもしてい」、お、表附３－６及びᅗ附３－３は、「その」࡞

ከい㡰に୪た。

表附３－㸴 ⢭⚄㞀ᐖ者に対࡚ࡋᐇࡓࡋ新型コロナウイルス感染症の対⟇

                                ʤ件ʥ

ᅗ附３－３ ⢭⚄㞀ᐖ者に対࡚ࡋᐇࡓࡋ新型コロナウイルス感染症の対⟇

ࢬࣰ າࣰࢬ ໃյ 合計
ࣙଶؽ 124 523 10 657

(18.9%) (79.6%) (1.5%) (100.0%)
࿓ಉؔ࣎岈क़ 93 554 10 657

(14.2%) (84.3%) (1.5%) (100.0%)
ແۊࡑ 87 560 10 657

(13.2%) (85.2%) (1.5%) (100.0%)
ঙݰ事ྖ岈 70 577 10 657

(10.7%) (87.8%) (1.5%) (100.0%)
৮ແ岈รߍ 18 629 10 657

(2.7%) (95.7%) (1.5%) (100.0%)
事ྖ岈ଁՅ 16 631 10 657

(2.4%) (96.0%) (1.5%) (100.0%)
ۜ岈ݰঙ 15 632 10 657

(2.3%) (96.2%) (1.5%) (100.0%)
ߍແ所岈รۊ 13 634 10 657

(2.0%) (96.5%) (1.5%) (100.0%)
࿓ಉؔ࣎岈Ԉௗ 5 642 10 657

(0.8%) (97.7%) (1.5%) (100.0%)
ۜ岈ଁՅ 3 644 10 657

(0.5%) (98.0%) (1.5%) (100.0%)
屇ड़ 0 647 10 657

(0.0%) (98.5%) (1.5%) (100.0%)
մޑ岬岚ਕҽ 0 647 10 657

(0.0%) (98.5%) (1.5%) (100.0%)
屷岈ଠ 49 598 10 657

(7.5%) (91.0%) (1.5%) (100.0%)
ಝ岅Ձ岜し岀属岄属 367 280 10 657

(55.9%) (42.6%) (1.5%) (100.0%)

55.9%

7.5%

0.0%

0.0%

0.5%

0.8%

2.0%

2.3%

2.4%

2.7%

10.7%

13.2%

14.2%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ಝ岅Ձ岜し岀属岄属

屷岈ଠ

մޑ岬岚ਕҽ

屇ड़

ۜ岈ଁՅ

࿓ಉؔ࣎岈Ԉௗ

ߍແ所岈รۊ

ۜ岈ݰঙ

事ྖ岈ଁՅ

৮ແ岈รߍ

ঙݰ事ྖ岈

ແۊࡑ

࿓ಉؔ࣎岈क़

ࣙଶؽ n=657
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「特にఱもしてい࡞い」を㑅ᢥした事業所が 367௳（55.9%）で༙ᩘを㉸え、᭱ ከであࡗた。ḟいで、

「⮬Ꮿᚅᶵ」（124௳，18.9%）、「ປാ間の▷⦰」（93௳，14.2%）、「在Ꮿົ」（87௳，13.2%）、「
事㔞のῶᑡ」（70௳，10.7%）がከく、そࢀࡒࢀ 10～20%の事業所で実施ࢀࡉていた。୍᪉、「⫋ົのኚ
᭦」（18௳，2.7%）、「事㔞のቑ加」（16௳，2.4%）、「㈤㔠のῶᑡ」（15௳，2.3%）、「ົሙ所のኚ᭦」
（13௳，2.0%）、「ປാ間のᘏ㛗」（５௳，0.8%）、「㈤㔠のቑ加」（３௳，0.5%）はそ５%ࢀࡒࢀに‶
たࡗ࡞た。ࡲた、「㌿籍・ฟྥ」、「ゎ雇をྵむேဨ調ᩚ」は、実施した事業所がࡗ࡞た。「その」

は、49௳（7.5%）であࡾ、そのෆᐜは、⤥ಖ障あࡾのఇ業・ఇᬤ、ぢ⯙㔠・៘ປ㔠のᨭ⤥、⚾⏕άで
の感染対策のせㄳ、ᕪฟ、業ົࣇローのぢ┤し、ᚰ理ⓗᏳᐃࡉへの対ฎ࡞があࡗた。

࢚ 事業所の新型コロナウイルス感染症の影響に࡚࠸ࡘの⪃࠼᪉

６ࡅࢃࡾと、ࡾは、㸶を㉸える事業所が事業等に対する影響があるとしておࡽた結果で㏙

㏆い事業所においてはその影響はに「ᝏい影響」だࡗたという回⟅がᚓࢀࡽた。影響のᙉࡉは聞いて

い࡞いが、そࢀでもᗈ⠊࡞影響があࡗたと考えるࡁであࢁう。

しし、イで㏙た結果ࡽは、精神障害者の雇用管理については、「影響࡞し」とする回⟅が 7㏆
くに㐩した。この結果は、精神障害者に対して行ࡗた新型コロナウイルス感染症対策について、「特にఱ

もしてい࡞い」とする回⟅が༙ᩘを㉸えたウの結果ともᩚྜⓗである。

こࡽࢀのことࡽ、新型コロナウイルス感染症は、ྛ事業所の事業等には、ᗈ⠊࡞影響を及ࡰした୍

᪉で、精神障害者の雇用管理に対しての影響が㝈ᐃⓗであるྍ⬟ᛶが考えࢀࡽる。ただし、回の設問

では、たとえࡤ新つの雇ධࢀを行ࡗたう、㏥⫋者のቑῶ࡞は聞いておࡎࡽ、状況を⥙⨶ⓗにᢕ

ᥱでࡁているとは言い㞴い。ࡲた、精神障害者の雇用管理について、ఱࡽの影響があࡗたと回⟅した

事業所が３⛬ᗘᏑ在していること、そࢀࡒࢀの事業所のᚑ業ဨつᶍࡸ⏘業࡞のᒓᛶにࡗࡼても回⟅

ẚ⋡が␗࡞るྍ⬟ᛶがあること࡞が考えࢀࡽ、୍ᚊに影響がᑠࡗࡉたと考えることはで࡞ࡁい。

そこで、事業所のᒓᛶが新型コロナウイルス感染症の影響に関ಀするྰを、㹟「ᚑ業ဨつᶍࡈと

の影響」、㹠「事業ᙧែࡈとの影響」、㹡「⏘業ࡈとの影響」について、ここで⡆༢に᳨ウしておく。

㹟 ᚑ業ဨつᶍࡈの影響

。との影響を☜ㄆする（表附３－㸵，ᅗ附３－４，表附３－㸶，ᅗ附３－５）ࡈᚑ業ဨつᶍ、ࡎࡲ

− 507 −



508

表附３－㸵 ᚑ業ဨつᶍࡈの事業の影響

                                         ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸲 ᚑ業ဨつᶍࡈの事業の影響

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

孷學孱孳ਕҐԾ 26 5 78 20 3 132
(19.7%) (3.8%) (59.1%) (15.2%) (2.3%) (100.0%)

孷學孱學孰孼孼孱學ਕ 19 5 55 15 1 95
(20.0%) (5.3%) (57.9%) (15.8%) (1.1%) (100.0%)

1孳孳孰2孼孼孱學ਕ 38 13 130 37 2 220
(17.3%) (5.9%) (59.1%) (16.8%) (0.9%) (100.0%)

孶孳孳孰孷孼孼孱學ਕ 18 5 63 13 1 100
(18.0%) (5.0%) (63.0%) (13.0%) (1.0%) (100.0%)

學孳孳孰孼孼孼孱學ਕ 9 4 35 12 1 61
(14.8%) (6.6%) (57.4%) (19.7%) (1.6%) (100.0%)

1孳孳孳ਕҐ 4 1 25 10 2 42
(9.5%) (2.4%) (59.5%) (23.8%) (4.8%) (100.0%)

ໃյ 0 2 5 0 0 7
(0.0%) (28.6%) (71.4%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)

9.5%

14.8%

18.0%

17.3%

20.0%

19.7%

2.4%

6.6%

5.0%

5.9%

5.3%

3.8%

59.5%

57.4%

63.0%

59.1%

57.9%

59.1%

23.8%

19.7%

13.0%

16.8%

15.8%

15.2%

4.8%

1.6%

1.0%

0.9%

1.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000ਕҐ

500-999.5ਕ

300-499.5ਕ

100-299.5ਕ

45.5-99.5ਕ

45.0ਕҐԾ

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ ྒྷ属ѳ属ಋ ໃյ

(n=132)

(n= 95)

(n=220)

(n=100)

(n= 61)

(n= 42)
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表附３－㸵 ᚑ業ဨつᶍࡈの事業の影響

                                         ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸲 ᚑ業ဨつᶍࡈの事業の影響

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

孷學孱孳ਕҐԾ 26 5 78 20 3 132
(19.7%) (3.8%) (59.1%) (15.2%) (2.3%) (100.0%)

孷學孱學孰孼孼孱學ਕ 19 5 55 15 1 95
(20.0%) (5.3%) (57.9%) (15.8%) (1.1%) (100.0%)

1孳孳孰2孼孼孱學ਕ 38 13 130 37 2 220
(17.3%) (5.9%) (59.1%) (16.8%) (0.9%) (100.0%)

孶孳孳孰孷孼孼孱學ਕ 18 5 63 13 1 100
(18.0%) (5.0%) (63.0%) (13.0%) (1.0%) (100.0%)

學孳孳孰孼孼孼孱學ਕ 9 4 35 12 1 61
(14.8%) (6.6%) (57.4%) (19.7%) (1.6%) (100.0%)

1孳孳孳ਕҐ 4 1 25 10 2 42
(9.5%) (2.4%) (59.5%) (23.8%) (4.8%) (100.0%)

ໃյ 0 2 5 0 0 7
(0.0%) (28.6%) (71.4%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)

9.5%

14.8%

18.0%

17.3%

20.0%

19.7%

2.4%

6.6%

5.0%

5.9%

5.3%

3.8%

59.5%

57.4%

63.0%

59.1%

57.9%

59.1%

23.8%

19.7%

13.0%

16.8%

15.8%

15.2%

4.8%

1.6%

1.0%

0.9%

1.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1000ਕҐ
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300-499.5ਕ

100-299.5ਕ

45.5-99.5ਕ

45.0ਕҐԾ

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ ྒྷ属ѳ属ಋ ໃյ

(n=132)

(n= 95)

(n=220)

(n=100)

(n= 61)

(n= 42)
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表附３－㸶 ᚑ業ဨつᶍࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

                                         ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸳 ᚑ業ဨつᶍࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

事業への影響は、いࢀࡎのᚑ業ဨつᶍでも「ᝏい影響」があるとの回⟅がከい。ࡲた、「1,000ே以ୖ」
つᶍの事業所では、「影響࡞し」との回⟅が、のᚑ業ဨつᶍにẚᑡ࡞い。᪉、精神障害者の雇用管

理への影響とᚑ業ဨつᶍの関ಀは、事業への影響にẚࡾࡼ、㢧ⴭである。おおむࡡᚑ業ဨつᶍがࡁ

く࡞ると、「影響࡞し」がᑡ࡞くࡾ࡞、「ᝏい影響」がࡁく࡞る。

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

孷學孱孳ਕҐԾ 88 1 36 4 3 132
(66.7%) (0.8%) (27.3%) (3.0%) (2.3%) (100.0%)

孷學孱學孰孼孼孱學ਕ 76 3 9 5 2 95
(80.0%) (3.2%) (9.5%) (5.3%) (2.1%) (100.0%)

1孳孳孰2孼孼孱學ਕ 151 9 53 6 1 220
(68.6%) (4.1%) (24.1%) (2.7%) (0.5%) (100.0%)

孶孳孳孰孷孼孼孱學ਕ 68 1 24 6 1 100
(68.0%) (1.0%) (24.0%) (6.0%) (1.0%) (100.0%)

學孳孳孰孼孼孼孱學ਕ 35 1 20 4 1 61
(57.4%) (1.6%) (32.8%) (6.6%) (1.6%) (100.0%)

1孳孳孳ਕҐ 19 1 17 3 2 42
(45.2%) (2.4%) (40.5%) (7.1%) (4.8%) (100.0%)

ໃյ 4 0 2 1 0 7
(57.1%) (0.0%) (28.6%) (14.3%) (0.0%) (100.0%)

合計 441 16 161 29 10 657
(67.1%) (2.4%) (24.5%) (4.4%) (1.5%) (100.0%)

45.2%

57.4%

68.0%

68.6%

80.0%

66.7%

2.4%

1.6%

1.0%

4.1%
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40.5%
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24.0%

24.1%

9.5%

27.3%

7.1%

6.6%

6.0%

2.7%

5.3%

3.0%
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1.6%

1.0%
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Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ ྒྷ属ѳ属ಋ ໃյ

(n=132)

(n= 95)

(n=220)

(n=100)

(n= 61)

(n= 42)
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㹠 事業ᙧែࡈの影響

ḟに、事業ᙧែࡈとの影響を☜ㄆする（表附３－㸷，ᅗ附３－６，表附３－10，ᅗ附３－㸵）。

表附３－㸷 事業ᙧែࡈの事業の影響

                                          ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸴 事業ᙧែࡈの事業の影響

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

Ҳൢ岈事業所 105 31 348 97 10 591
(17.8%) (5.2%) (58.9%) (16.4%) (1.7%) (100.0%)

ಝྭࢢճऀ 2 1 5 1 0 9
(22.2%) (11.1%) (55.6%) (11.1%) (0.0%) (100.0%)

宄ܗ事業所 7 1 34 9 0 51
(13.7%) (2.0%) (66.7%) (17.6%) (0.0%) (100.0%)

屷岈ଠ 0 0 1 0 0 1
(0.0%) (0.0%) (100.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 0 2 3 0 0 5
(0.0%) (40.0%) (60.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)
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㹠 事業ᙧែࡈの影響

ḟに、事業ᙧែࡈとの影響を☜ㄆする（表附３－㸷，ᅗ附３－６，表附３－10，ᅗ附３－㸵）。

表附３－㸷 事業ᙧែࡈの事業の影響

                                          ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸴 事業ᙧែࡈの事業の影響

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

Ҳൢ岈事業所 105 31 348 97 10 591
(17.8%) (5.2%) (58.9%) (16.4%) (1.7%) (100.0%)

ಝྭࢢճऀ 2 1 5 1 0 9
(22.2%) (11.1%) (55.6%) (11.1%) (0.0%) (100.0%)

宄ܗ事業所 7 1 34 9 0 51
(13.7%) (2.0%) (66.7%) (17.6%) (0.0%) (100.0%)

屷岈ଠ 0 0 1 0 0 1
(0.0%) (0.0%) (100.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 0 2 3 0 0 5
(0.0%) (40.0%) (60.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)

22.2%

13.7%

17.8%

11.1%
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58.9%

11.1%

17.6%

16.4%

1.7%
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511

表附３－10 事業ᙧែࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

                                          ʤ件ʥ

ᅗ附３－㸵 事業ᙧែࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

事業ᙧែについて、「事業༠ྠ⤌ྜ」3との回⟅があࡗた「その」の１௳と↓回⟅５௳を㝖ࡁ、「୍⯡

の事業所」、「特例Ꮚ♫」、「A型事業所」の結果を示した。ただし、「特例Ꮚ♫」は㸷௳と回⟅ᩘがᑡ
。るࡵここでは「୍⯡の事業所」と「A型事業所」をẚ㍑するにと、ࡵい。そのた࡞ࡉく、ẚ㍑に適࡞
その際、ࣇࣛࢢについては、「୍⯡の事業所」と「A型事業所」のẚ㍑がᐜ᫆に࡞るࡼう、設問の㡰に୪
。たの㡰で୪「♫特例Ꮚ」、「A型事業所」、「の事業所⯡୍」ࡽୖ、た表とは別に

3 事業༠ྠ⤌ྜは、ཌ⏕ປാ┬（online）にࡤࢀࡼ、「୰ᑠ業が事業༠ྠ⤌ྜ等をά用して༠ྠ事業を行い、୍ᐃのせ௳を‶たすものとして

ཌ⏕ປാ⮧のㄆᐃをཷࡅたものについて、事業༠ྠ⤌ྜ等（特ᐃ⤌ྜ等）とその⤌ྜဨである୰ᑠ業（特ᐃ事業）で実雇用⋡の㏻⟬がྍ

⬟と࡞る」とࢀࡉている。

Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

Ҳൢ岈事業所 405 16 137 23 10 591
(68.5%) (2.7%) (23.2%) (3.9%) (1.7%) (100.0%)

ಝྭࢢճऀ 3 0 4 2 0 9
(33.3%) (0.0%) (44.4%) (22.2%) (0.0%) (100.0%)

宄ܗ事業所 27 0 20 4 0 51
(52.9%) (0.0%) (39.2%) (7.8%) (0.0%) (100.0%)

屷岈ଠ 1 0 0 0 0 1
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 5 0 0 0 0 5
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 441 16 161 29 10 657
(67.1%) (2.4%) (24.5%) (4.4%) (1.5%) (100.0%)

33.3%

52.9%

68.5%

2.7%

44.4%

39.2%

23.2%

22.2%

7.8%

3.9% 1.7%
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（n=591）

（n=51）

（n=9）
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事業への影響は、「୍⯡の事業所」と「A型事業所」ともに「ᝏい影響」が༙ᩘを㉸え᭱もࡁく、୧
者の間で、回⟅ẚ⋡に㢧ⴭ࡞ᕪは࡞いࡼうにぢえる。୍ ᪉、精神障害者の雇用管理の影響は、「影響࡞し」

とする回⟅が「୍⯡の事業所」でከく（405௳，68.5%）、「A型事業所」ではᑡ࡞くࡗ࡞ているࡼうにぢ
える（27௳，52.9%）。

㹡 ⏘業ࡈの影響

⥆いて、⏘業ࡈとの影響を☜ㄆする（表附３－11，ᅗ附３－㸶，表附３－12，ᅗ附３－㸷）。⏘業は᪥
ᮏᶆ‽⏘業ศ㢮の୰ศ㢮での回⟅をồࡵたが、」ᩘの回⟅があࡗたሙྜ、ྠ୍のศ㢮にࡤࢀࡅ࡞ࡽ࡞

↓ຠ回⟅とした。

表附３－11 ⏘業ࡈの事業の影響

                                         ʤ件ʥ

ྪ Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

ྜྷڕ業 1 0 4 1 0 6
(16.7%) (0.0%) (66.7%) (16.7%) (0.0%) (100.0%)

અ業ݒ 1 0 6 3 1 11
(9.1%) (0.0%) (54.5%) (27.3%) (9.1%) (100.0%)

ଆ業 21 0 43 16 2 82
(25.6%) (0.0%) (52.4%) (19.5%) (2.4%) (100.0%)

ๅ௪৶業 5 2 5 4 0 16
(31.3%) (12.5%) (31.3%) (25.0%) (0.0%) (100.0%)

ӣ༎業屇༥ส業 5 2 14 9 1 31
(16.1%) (6.5%) (45.2%) (29.0%) (3.2%) (100.0%)

Թജ業ɾঘജ業 9 20 38 17 3 87
(10.3%) (23.0%) (43.7%) (19.5%) (3.4%) (100.0%)

ۜ༧業ɾฯݧ業 1 0 1 3 0 5
(20.0%) (0.0%) (20.0%) (60.0%) (0.0%) (100.0%)

不ಊࢊ業ɾୁ業 2 0 2 0 1 5
(40.0%) (0.0%) (40.0%) (0.0%) (20.0%) (100.0%)

ָढ़ڂݜɾ屇ٗढ़峂屎峠峆業 6 1 6 1 0 14
(42.9%) (7.1%) (42.9%) (7.1%) (0.0%) (100.0%)

ॕഩ業ɾӁৱ峂屎峠峆業 0 2 26 0 0 28
(0.0%) (7.1%) (92.9%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ਫ਼ؖ࿊峂屎峠峆業ɾֺޚ業 0 0 22 2 0 24
(0.0%) (0.0%) (91.7%) (8.3%) (0.0%) (100.0%)

ԋ業ࢩүɾָसگ 3 0 10 7 0 20
(15.0%) (0.0%) (50.0%) (35.0%) (0.0%) (100.0%)

ҫྏɾෳࢳ 45 2 170 28 2 247
(18.2%) (0.8%) (68.8%) (11.3%) (0.8%) (100.0%)

合峂屎峠峆事業 3 1 4 3 0 11
(27.3%) (9.1%) (36.4%) (27.3%) (0.0%) (100.0%)

峂屎峠峆業ʤଠ岅ྪ屯岦岄属岜岈ʥ 11 3 35 12 0 61
(18.0%) (4.9%) (57.4%) (19.7%) (0.0%) (100.0%)

ໃްյ 1 0 3 0 0 4
(25.0%) (0.0%) (75.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 0 2 2 1 0 5
(0.0%) (40.0%) (40.0%) (20.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)
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事業への影響は、「୍⯡の事業所」と「A型事業所」ともに「ᝏい影響」が༙ᩘを㉸え᭱もࡁく、୧
者の間で、回⟅ẚ⋡に㢧ⴭ࡞ᕪは࡞いࡼうにぢえる。୍ ᪉、精神障害者の雇用管理の影響は、「影響࡞し」

とする回⟅が「୍⯡の事業所」でከく（405௳，68.5%）、「A型事業所」ではᑡ࡞くࡗ࡞ているࡼうにぢ
える（27௳，52.9%）。

㹡 ⏘業ࡈの影響

⥆いて、⏘業ࡈとの影響を☜ㄆする（表附３－11，ᅗ附３－㸶，表附３－12，ᅗ附３－㸷）。⏘業は᪥
ᮏᶆ‽⏘業ศ㢮の୰ศ㢮での回⟅をồࡵたが、」ᩘの回⟅があࡗたሙྜ、ྠ୍のศ㢮にࡤࢀࡅ࡞ࡽ࡞

↓ຠ回⟅とした。

表附３－11 ⏘業ࡈの事業の影響

                                         ʤ件ʥ

ྪ Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

ྜྷڕ業 1 0 4 1 0 6
(16.7%) (0.0%) (66.7%) (16.7%) (0.0%) (100.0%)

અ業ݒ 1 0 6 3 1 11
(9.1%) (0.0%) (54.5%) (27.3%) (9.1%) (100.0%)

ଆ業 21 0 43 16 2 82
(25.6%) (0.0%) (52.4%) (19.5%) (2.4%) (100.0%)

ๅ௪৶業 5 2 5 4 0 16
(31.3%) (12.5%) (31.3%) (25.0%) (0.0%) (100.0%)

ӣ༎業屇༥ส業 5 2 14 9 1 31
(16.1%) (6.5%) (45.2%) (29.0%) (3.2%) (100.0%)

Թജ業ɾঘജ業 9 20 38 17 3 87
(10.3%) (23.0%) (43.7%) (19.5%) (3.4%) (100.0%)

ۜ༧業ɾฯݧ業 1 0 1 3 0 5
(20.0%) (0.0%) (20.0%) (60.0%) (0.0%) (100.0%)

不ಊࢊ業ɾୁ業 2 0 2 0 1 5
(40.0%) (0.0%) (40.0%) (0.0%) (20.0%) (100.0%)

ָढ़ڂݜɾ屇ٗढ़峂屎峠峆業 6 1 6 1 0 14
(42.9%) (7.1%) (42.9%) (7.1%) (0.0%) (100.0%)

ॕഩ業ɾӁৱ峂屎峠峆業 0 2 26 0 0 28
(0.0%) (7.1%) (92.9%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ਫ਼ؖ࿊峂屎峠峆業ɾֺޚ業 0 0 22 2 0 24
(0.0%) (0.0%) (91.7%) (8.3%) (0.0%) (100.0%)

ԋ業ࢩүɾָसگ 3 0 10 7 0 20
(15.0%) (0.0%) (50.0%) (35.0%) (0.0%) (100.0%)

ҫྏɾෳࢳ 45 2 170 28 2 247
(18.2%) (0.8%) (68.8%) (11.3%) (0.8%) (100.0%)

合峂屎峠峆事業 3 1 4 3 0 11
(27.3%) (9.1%) (36.4%) (27.3%) (0.0%) (100.0%)

峂屎峠峆業ʤଠ岅ྪ屯岦岄属岜岈ʥ 11 3 35 12 0 61
(18.0%) (4.9%) (57.4%) (19.7%) (0.0%) (100.0%)

ໃްյ 1 0 3 0 0 4
(25.0%) (0.0%) (75.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 0 2 2 1 0 5
(0.0%) (40.0%) (40.0%) (20.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 114 35 391 107 10 657
(17.4%) (5.3%) (59.5%) (16.3%) (1.5%) (100.0%)
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ᅗ附３－㸶 ⏘業ࡈの事業の影響
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ᅗ附３－㸶 ⏘業ࡈの事業の影響
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（n=31）
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（n=20）
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表附３－12 ⏘業ࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

                                                   ʤ件ʥ

ྪ Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

ྜྷڕ業 4 0 1 1 0 6
(66.7%) (0.0%) (16.7%) (16.7%) (0.0%) (100.0%)

અ業ݒ 7 0 3 0 1 11
(63.6%) (0.0%) (27.3%) (0.0%) (9.1%) (100.0%)

ଆ業 62 0 16 2 2 82
(75.6%) (0.0%) (19.5%) (2.4%) (2.4%) (100.0%)

ๅ௪৶業 9 1 3 3 0 16
(56.3%) (6.3%) (18.8%) (18.8%) (0.0%) (100.0%)

ӣ༎業屇༥ส業 24 1 4 1 1 31
(77.4%) (3.2%) (12.9%) (3.2%) (3.2%) (100.0%)

Թജ業ɾঘജ業 54 10 18 2 3 87
(62.1%) (11.5%) (20.7%) (2.3%) (3.4%) (100.0%)

ۜ༧業ɾฯݧ業 5 0 0 0 0 5
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

不ಊࢊ業ɾୁ業 3 0 2 0 0 5
(60.0%) (0.0%) (40.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ָढ़ڂݜɾ屇ٗढ़峂屎峠峆業 7 2 3 2 0 14
(50.0%) (14.3%) (21.4%) (14.3%) (0.0%) (100.0%)

ॕഩ業ɾӁৱ峂屎峠峆業 15 0 11 2 0 28
(53.6%) (0.0%) (39.3%) (7.1%) (0.0%) (100.0%)

ਫ਼ؖ࿊峂屎峠峆業ɾֺޚ業 12 0 10 1 1 24
(50.0%) (0.0%) (41.7%) (4.2%) (4.2%) (100.0%)

ԋ業ࢩүɾָसگ 13 1 3 3 0 20
(65.0%) (5.0%) (15.0%) (15.0%) (0.0%) (100.0%)

ҫྏɾෳࢳ 178 1 60 6 2 247
(72.1%) (0.4%) (24.3%) (2.4%) (0.8%) (100.0%)

合峂屎峠峆事業 9 0 1 1 0 11
(81.8%) (0.0%) (9.1%) (9.1%) (0.0%) (100.0%)

峂屎峠峆業ʤଠ岅ྪ屯岦岄属岜岈ʥ 31 0 25 5 0 61
(50.8%) (0.0%) (41.0%) (8.2%) (0.0%) (100.0%)

ໃްյ 3 0 1 0 0 4
(75.0%) (0.0%) (25.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 5 0 0 0 0 5
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 441 16 161 29 10 657
(67.1%) (2.4%) (24.5%) (4.4%) (1.5%) (100.0%)
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表附３－12 ⏘業ࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

                                                   ʤ件ʥ

ྪ Ӫڻ岄し ྒྷ属Ӫڻ ѳ属Ӫڻ
ྒྷ属ѳ属

ಋ
ໃյ 合計

ྜྷڕ業 4 0 1 1 0 6
(66.7%) (0.0%) (16.7%) (16.7%) (0.0%) (100.0%)

અ業ݒ 7 0 3 0 1 11
(63.6%) (0.0%) (27.3%) (0.0%) (9.1%) (100.0%)

ଆ業 62 0 16 2 2 82
(75.6%) (0.0%) (19.5%) (2.4%) (2.4%) (100.0%)

ๅ௪৶業 9 1 3 3 0 16
(56.3%) (6.3%) (18.8%) (18.8%) (0.0%) (100.0%)

ӣ༎業屇༥ส業 24 1 4 1 1 31
(77.4%) (3.2%) (12.9%) (3.2%) (3.2%) (100.0%)

Թജ業ɾঘജ業 54 10 18 2 3 87
(62.1%) (11.5%) (20.7%) (2.3%) (3.4%) (100.0%)

ۜ༧業ɾฯݧ業 5 0 0 0 0 5
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

不ಊࢊ業ɾୁ業 3 0 2 0 0 5
(60.0%) (0.0%) (40.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ָढ़ڂݜɾ屇ٗढ़峂屎峠峆業 7 2 3 2 0 14
(50.0%) (14.3%) (21.4%) (14.3%) (0.0%) (100.0%)

ॕഩ業ɾӁৱ峂屎峠峆業 15 0 11 2 0 28
(53.6%) (0.0%) (39.3%) (7.1%) (0.0%) (100.0%)

ਫ਼ؖ࿊峂屎峠峆業ɾֺޚ業 12 0 10 1 1 24
(50.0%) (0.0%) (41.7%) (4.2%) (4.2%) (100.0%)

ԋ業ࢩүɾָसگ 13 1 3 3 0 20
(65.0%) (5.0%) (15.0%) (15.0%) (0.0%) (100.0%)

ҫྏɾෳࢳ 178 1 60 6 2 247
(72.1%) (0.4%) (24.3%) (2.4%) (0.8%) (100.0%)

合峂屎峠峆事業 9 0 1 1 0 11
(81.8%) (0.0%) (9.1%) (9.1%) (0.0%) (100.0%)

峂屎峠峆業ʤଠ岅ྪ屯岦岄属岜岈ʥ 31 0 25 5 0 61
(50.8%) (0.0%) (41.0%) (8.2%) (0.0%) (100.0%)

ໃްյ 3 0 1 0 0 4
(75.0%) (0.0%) (25.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

ໃյ 5 0 0 0 0 5
(100.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (100.0%)

合計 441 16 161 29 10 657
(67.1%) (2.4%) (24.5%) (4.4%) (1.5%) (100.0%)
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ᅗ附３－㸷 ⏘業ࡈの⢭⚄㞀ᐖ者の㞠用⟶⌮の影響

表附３－11、表附３－12、ᅗ附３－㸶、ᅗ附３－㸷ࡽは、雇用事業所ࡽの回⟅が㸮௳であࡗた⏘
業（「㖔業、᥇▼業、◁᥇ྲྀ業」、「㟁Ẽ・࢞ス・⇕౪⤥・Ỉ㐨業」）を㝖እし、ᅗでは⏘業について↓

ຠ回⟅の４௳、↓回⟅だࡗた５௳を㝖እした。

事業への影響は、୍⯡に「ᝏい影響」がከく࡞るഴྥがぢࢀࡽるが、「ᐟἩ業、㣧㣗ࢧーࣅス業」、「⏕

ά関㐃ࢧーࣅス業、ፗᴦ業」で「影響࡞し」が㸮௳であࡾ、「ᝏい影響」が㸷を㉸える࡞、そのẚ⋡

は⏘業にࡗࡼてࡁく␗ࡗ࡞ている。᪉、精神障害者の雇用管理への影響は、事業への影響ྠᵝ、⏘

業にࡗࡼて␗࡞る㒊ศはあるが、୍⯡に「影響࡞し」とする回⟅がከく、すて༙ᩘを㉸えておࡾ、そ

の点では⏘業間のᕪはᑡ࡞いࡼうに考えࢀࡽる。

㹢 㹟㹼㹡のࡵࡲ

ᴟࡵて㝈ᐃⓗ࡞☜ㄆであࡾ、యⓗ࡞状況のᢕᥱには༑ศではあるが、㹟～㹡ࡾࡼ、新型コロナウ

イルス感染症の影響について、ḟのࡼう࡞ことが考えࢀࡽる。
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事業に影響があࡗたと回⟅する事業所はከࡗたものの（）、ᚑ業ဨつᶍ（࢚㹟）ࡸ事業ᙧែ（࢚㹠）

では目❧ࡗた㐪いはㄆࡗ࡞ࢀࡽࡵた。

精神障害者の雇用管理については、影響がࡗ࡞たと回⟅した事業所がከࡗたが（イ）、ᚑ業ဨつᶍ

がᑠࡉい事業所ࡾࡼࡁい事業所（࢚㹟）、୍ ⯡の事業所ࡾࡼ㸿型事業所（࢚㹠）の᪉がᝏい影響があࡗ

たと回⟅するഴྥがぢࢀࡽた。

ࡒࢀは、事業に対する影響、精神障害者の雇用管理に対する影響のそ（㹡࢚）との㐪いࡈた、⏘業ࡲ

く、精神障害者の雇用管理に対する影響ࡁとのᕪがࡈたが、事業に対する影響の᪉が⏘業ࢀࡽでぢࢀ

はすての⏘業で༙ᩘを㉸える事業所が「影響࡞し」と回⟅する࡞、⏘業間のᕪがẚ㍑ⓗᑡ࡞いࡼう

に考えࢀࡽた。

（㸰）ᙜ事者質問紙調査の⤖ᯝ

 新型コロナウイルス感染症に対するᏳの⛬ᗘ

新型コロナウイルス感染症の♫ࡸ⏕άへの影響を考えたと、ࡁの⛬ᗘᏳを感ࡌる、「く感ࡌ

た。結果を表附３－13、ᅗ附３－10にࡵでの５ẁ㝵でホ౯することをồࡲ「るࡌとても感」ࡽ「い࡞
示す。

表附３－13 新型コロナウイルスに対するᏳの⛬ᗘ

ᅗ附３－10 新型コロナウイルスに対するᏳの⛬ᗘ（n=563）

સ屩״屲岄属 18 (3.2%)
あ岘岤״屲岄属 62 (11.0%)
岃屻岣岂岜属屢岄属 88 (15.6%)
岞岞״屲る 207 (36.8%)
岂岀岜״屲る 185 (32.9%)
ໃյ 3 (0.5%)
合計 563 (100.0%)

ʤਕʥ

સ屩״屲岄属, 3.2%
あ岘岤״屲岄属, 11.0%

岃屻岣岂岜属屢岄属, 15.6%

岞岞״屲る, 
36.8%

岂岀岜״屲る, 
32.9%

ໃյ, 0.5%
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「く感࡞ࡌい」と「あࡾࡲ感࡞ࡌい」をྜࢃせた、Ᏻを「感࡞ࡌい」とした参加者は、80 （ྡ14.2%）
であࡗた。୍ ᪉、「ࡸࡸ感ࡌる」と「とても感ࡌる」をྜࢃせた、Ᏻを「感ࡌる」とした参加者は、392
ྡ（69.7%）であࡗた。Ᏻを感࡞ࡌい参加者が１ᙉであるのに対し、Ᏻを感ࡌる参加者が㸵ᙅ
であࡾ、Ᏻを感ࡌる参加者がከࡗた。

イ 新型コロナウイルス感染症の事ୖの影響

事ୖでཷࡅた新型コロナウイルス感染症の影響について、13の㑅ᢥ⫥ࡽ、ᙜてはࡲるものすて
を㑅ࡼࡪうồࡵた。結果を表附３－14、ᅗ附３－11に示す。項目の୪びはᗘᩘの降㡰とするが、「その
」、「特に࡞い」、↓ຠ回⟅はୗẁに置く。

表附３－14 新型コロナウイルス感染症の事ୖの影響

ࣙଶؽ 106 (18.8%)
ঙݰ事ྖ岈 64 (11.4%)
ແۊࡑ 57 (10.1%)
事ྖ岈ଁՅ 57 (10.1%)
岈क़ؔ࣎ແۊ 54 (9.6%)
ۜ岈ݰঙ 47 (8.3%)
ߍແ所岈รۊ 19 (3.4%)
৮ແ岈รߍ 18 (3.2%)
ۜ岈ଁՅ 9 (1.6%)
岈Ԉௗؔ࣎ແۊ 4 (0.7%)
屇ड़ 1 (0.2%)
屷岈ଠ 52 (9.2%)
ಝ岅岄属 262 (46.5%)
ໃްյ 12 (2.1%)

ಝྭన༽ं数孫宱宀學孹孶孬
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ᅗ附３－11 新型コロナウイルス感染症の事ୖの影響

「特に࡞い」と回⟅した者が 262 （ྡ46.5%）で᭱もከࡗた。ḟいで、「⮬Ꮿᚅᶵ」のあࡗた者が 106
ྡ（18.8%）とከく、「事㔞のῶᑡ」（64ྡ，11.4%）、「在Ꮿົ」（57ྡ，10.1%）、「事㔞のቑ加」
（57ྡ，10.1%）、「ົ間の▷⦰」（54ྡ，9.6%）、「㈤㔠のῶᑡ」（47ྡ，8.3%）がそ１ࢀࡒࢀ⛬
ᗘで⥆いた。「その」も、52ྡ（9.2%）で１⛬ᗘであࡗたが、そのෆᐜは、感染対策のᚭᗏがከく
ぢࢀࡽた。

を㑅ᢥしたものࡳの「い࡞特に」、「ࡾ影響あ」以እの項目を１つ以ୖ㑅ᢥした者を「い࡞特に」、お࡞

を「影響࡞し」としたሙྜ、「影響あࡾ」が 289ྡ（51.3%）、「影響࡞し」が 262ྡ（46.5%）で、そࢀ
。た（表附３－15，ᅗ附３－12）ࡗᗘであ⛬ᩘ༙ࢀࡒ

表附３－15 新型コロナウイルスの影響の᭷↓
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岈क़ؔ࣎ແۊ
事ྖ岈ଁՅ

ແۊࡑ
ঙݰ事ྖ岈

ࣙଶؽ n=563

Ӫڻあ岤 289 (51.3%)
Ӫڻ岄し 262 (46.5%)
ໃްյ 12 (2.1%)
合計 563 (100.0%)
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を「影響࡞し」としたሙྜ、「影響あࡾ」が 289ྡ（51.3%）、「影響࡞し」が 262ྡ（46.5%）で、そࢀ
。た（表附３－15，ᅗ附３－12）ࡗᗘであ⛬ᩘ༙ࢀࡒ

表附３－15 新型コロナウイルスの影響の᭷↓

2.1%
46.5%
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0.2%
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1.6%

3.2%
3.4%

8.3%
9.6%
10.1%
10.1%
11.4%

18.8%
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岈क़ؔ࣎ແۊ
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ແۊࡑ
ঙݰ事ྖ岈

ࣙଶؽ n=563

Ӫڻあ岤 289 (51.3%)
Ӫڻ岄し 262 (46.5%)
ໃްյ 12 (2.1%)
合計 563 (100.0%)
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ᅗ附３－12 新型コロナウイルスの影響の᭷↓

ウ 新型コロナウイルス感染症の影響に࡚࠸ࡘの⪃࠼᪉

第２章で㏙た事業所に対する新型コロナウイルス感染症の影響は、事業所の事業・経営にはఱࡽ

の影響がᗈ⠊にぢࢀࡽたが、精神障害者に対して対策を実施した事業所は༙ᩘ⛬ᗘであࡗた。このこと

は、事ୖ影響があࡗたとするᙜ事者が༙ᩘ⛬ᗘであࡗたというᮏ章での結果ともᩚྜⓗであるࡼうに

ぢえる。

᪉で、Ᏻを感ࡌるᙜ事者は㸵㏆くにのࡗࡰている。Bergmann et al. (2021)ࡸPallanti, Quercioli 
& Hollander (2004)は、精神ᝈのある者においてᏳが㌟యⓗ、ᚰ理ⓗに࡞ࣈࢸ࢞ࢿ影響をえる
ことを示၀していることࡽ、ᮏ調査の対㇟とࡗ࡞た者においてもᏳが㌟యⓗ、ᚰ理ⓗにఱࡽのࢿ

て、新型コロナウイルス感染症は、▷間ࡗる。したがࢀࡽしたྍ⬟ᛶが考えࡽ影響をもた࡞ࣈࢸ࢞

でാく精神障害者にとࡗて、⚾⏕ά・⫋業ሙ㠃をྵむᵝ࡞ࠎሙ㠃で୍ᐃの影響があࡗたと考えるࡁで

あࢁう。
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附録４ 特例適用者以外の労働時間区分

当事者質問紙調査では、現在の１週間当たりの労働時間区分について、① ５つの選択肢の中から１つ

を選ぶことを求めたうえで、② その満足度について、「とても満足」、「やや満足」、「やや不満足」、「全

く不満足」の４段階で評価するよう求めた。このうち、「第１回 当事者質問紙調査」における ② の結

果については、第４章で述べた。

一方、① については、特例適用者の場合、「20時間以上 30時間未満」の者しかいないため、第４章
では提示しなかった。しかし、本調査では、それ以外の労働時間区分に属する者からも多くの回答があ

った。これらの者は、本調査研究報告書においては「特例適用者以外」と呼称し、特例適用者であるこ

とが確認できない者として、分析対象にしてこなかったが、様々な労働時間区分で継続意志やフルタイ

ム移行意志を検討することができれば、精神障害者の労働時間調整について有益な情報になりうる。も

ちろん、あいまいさを含むデータであるという制約を考慮したうえで、今後、精神障害者の労働時間に

ついて検討する際のひとつ参考値として、特例適用者以外の労働時間区分をこの附録に掲載する。併せ

て、労働時間区分別の労働時間満足度、継続意志、フルタイム移行意志も示す。

なお、情報の提示に当たっては、比較可能性を考慮し、特例適用者（354名）と特例適用者以外の者
（496名）を併記する。

１ １週間当たりの労働時間区分

ここでは特例適用者 354名及び特例適用者以外 496名の結果を表附４－１、図附４－１に示す。

表附４－１ １週間当たりの労働時間区分

10時間未満 0 (0.0%) 45 (9.1%) 45 (5.3%)
10～20時間 0 (0.0%) 123 (24.8%) 123 (14.5%)
20～30時間 354 (100.0%) 148 (29.8%) 502 (59.1%)
30～40時間 0 (0.0%) 114 (23.0%) 114 (13.4%)
40時間 0 (0.0%) 35 (7.1%) 35 (4.1%)
無効回答 0 (0.0%) 31 (6.3%) 31 (3.6%)
合計 354 (100.0%) 496 (100.0%) 850 (100.0%)

特例適用者 特例適用者以外 合計

− 520 −
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図附４－１ １週間当たりの労働時間区分 

 

特例適用者以外については、「20時間以上 30時間未満」が最大のカテゴリーではあるものの、「10時

間以上 20時間未満」と「30時間以上 40時間未満」のカテゴリーも同程度に大きくなっている。 

 

２ 労働時間の満足度 

特例適用者 354名及び特例適用者以外 496名の結果を、表附４－２、図附４－２に示す。なお、特例

適用者についての結果は、第４章で示したものと同じである。 

 

表附４－２ 労働時間の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

5.3%

9.1%

14.5%

24.8%

59.1%

29.8%

100.0%

13.4%

23.0%

4.1%

7.1%

3.6%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

適用以外

特例適用

10時間未満 10～20時間 20～30時間 30～40時間 40時間 無回答

（n=354）

（n=496）

（n=850）

満足計 276 (78.0%) 386 (77.8%) 662 (77.9%)

不満足計 76 (21.5%) 88 (17.7%) 164 (19.3%)

とても満足 106 (29.9%) 152 (30.6%) 258 (30.4%)

やや満足 170 (48.0%) 234 (47.2%) 404 (47.5%)

やや不満足 65 (18.4%) 79 (15.9%) 144 (16.9%)

全く不満足 11 (3.1%) 9 (1.8%) 20 (2.4%)

無回答 2 (0.6%) 22 (4.4%) 24 (2.8%)

合計 354 (100.0%) 496 (100.0%) 850 (100.0%)

特例適用者 特例適用者以外 合計
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図附４－２ 労働時間の満足度 

 

労働時間を「満足」とする回答（「とても満足」＋「やや満足」）は、特例適用者で 276名（78.0%）、

適用者以外で 386名（77.8%）であり、いずれの群においても８割弱が現在の労働時間に満足していた。

また、満足度の回答比率は、特例適用者か特例適用者以外かで目立った差は見られなかった。 

 

３ 労働時間区分ごとの満足度 

１で１週間当たりの労働時間、２で労働時間の満足度を確認した。３では、労働時間区分ごとの労働

時間満足度、すなわち１と２の関係性を検討する。集計結果を、表附４－３、図附４－３に示す。なお、

「20時間以上 30時間未満」の労働時間区分については、特例適用者と特例適用者以外に分けて示す。 

 

 

 

 

 

※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

30.4%

30.6%

29.9%

47.5%

47.2%

48.0%

16.9%

15.9%

18.4%

2.4%

1.8%

3.1%

2.8%

4.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

適用以外

特例適用

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

（n=354）

（n=496）

（n=850）
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※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

16.1%

37.1%

29.8%

30.4%

29.9%

29.3%

42.2%

12.9%

42.9%

54.4%

50.7%

48.0%

48.0%

42.2%

12.9%

17.1%

14.0%

15.5%

18.4%

20.3%

11.1%

3.2%

1.8%

2.0%

3.1%

2.4%

54.8%

2.9%

1.4%

0.6%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答

40時間

30～40時間

20～30時間（適用以外）

20～30時間（特例適用）

10～20時間

10時間未満

とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答

(n=45)

(n=123)

(n=354)

(n=148)

(n=114)

(n=35)

(n=31)

満足計 不満足計 とても満足 やや満足 やや不満足 全く不満足 無回答 合計

10時間未満 38 5 19 19 5 0 2 45

(84.4%) (11.1%) (42.2%) (42.2%) (11.1%) (0.0%) (4.4%) (100.0%)

10～20時間 95 28 36 59 25 3 0 123

(77.2%) (22.8%) (29.3%) (48.0%) (20.3%) (2.4%) (0.0%) (100.0%)

20～30時間 276 76 106 170 65 11 2 354

　(特例適用者) (78.0%) (21.5%) (29.9%) (48.0%) (18.4%) (3.1%) (0.6%) (100.0%)

20～30時間 120 26 45 75 23 3 2 148

　(特例適用者以外) (81.1%) (17.6%) (30.4%) (50.7%) (15.5%) (2.0%) (1.4%) (100.0%)

30～40時間 96 18 34 62 16 2 0 114

(84.2%) (15.8%) (29.8%) (54.4%) (14.0%) (1.8%) (0.0%) (100.0%)

40時間 28 6 13 15 6 0 1 35

(80.0%) (17.1%) (37.1%) (42.9%) (17.1%) (0.0%) (2.9%) (100.0%)

無回答 9 5 5 4 4 1 17 31

(29.0%) (16.1%) (16.1%) (12.9%) (12.9%) (3.2%) (54.8%) (100.0%)

合計 662 164 258 404 144 20 24 850

(77.9%) (19.3%) (30.4%) (47.5%) (16.9%) (2.4%) (2.8%) (100.0%)

表附４－３ 労働時間区分ごとの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図附４－３ 労働時間区分ごとの満足度 

 

「満足」（「とても満足」＋「やや満足」）とする者がいずれの労働時間区分でも８割から９割であり（10

時間未満：84.4%、10~20時間：77.2%、20～30時間（特例適用）：78.0%、20～30時間（適用以外）：

81.1%、30～40時間：84.2%、40時間：80.0%）、「不満足」（「やや不満足」＋「全く不満足」）を大きく

上回った。一方で、労働時間区分間で満足度の回答比率を比べると、10時間未満、40時間で「とても 
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満足」とする回答がやや多くなっているかは、┠❧ったᕪは↓いようにぢえる。

４ ⥅⥆ពᚿの㛵ಀ

継続意志と労働時間との㛵ಀを検討するため、継続意志と労働時間のྛࣜࢦࢸ࢝ーとのࢫࣟࢡ㞟ィを

行う。その際、継続意志のࣜࢦࢸ࢝ーは、継続意志とのኚᩘとの㛵ಀを検討した第４章第㸱⠇㸰（１）

に合ࢃせ、「継続ᕼᮃ」、「継続ᅔ㞴」、「不᫂」の㸱ࣜࢦࢸ࢝ーを用いる。また、ྠ様に、労働時間区分の

。ーからは↓回答を㝖外するࣜࢦࢸ࢝

㞟ィの結果を表附４－４、図附４－４に示す。

表附４－４ 労働時間区分ࡈの⥅⥆ពᚿ

سକܩ କࠖೋܩ  合計
10時間未満 28 3 13 44

(63.6%) (6.8%) (29.5%) (100.0%)
10～20時間 76 7 34 117

(65.0%) (6.0%) (29.1%) (100.0%)
20～30時間 215 25 96 336
ɻ孫特例適用者孬 (64.0%) (7.4%) (28.6%) (100.0%)
20～30時間 97 11 26 336
ɻ孫特例適用者以外孬 (28.9%) (3.3%) (7.7%) (100.0%)
30～40時間 76 10 23 109

(69.7%) (9.2%) (21.1%) (100.0%)
40時間 20 5 8 33

(60.6%) (15.2%) (24.2%) (100.0%)
合計 415 50 174 639

(64.9%) (7.8%) (27.2%) (100.0%)
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ᅗ附４－４ 労働時間区分ࡈの⥅⥆ពᚿ

いࡎれの労働時間区分においても「継続ᕼᮃ」が㸴を㉸えており、ḟいで「不᫂」が㸰㹼㸱⛬度、

「継続ᅔ㞴」が「40時間」以外の時間区分で１以ୗであった。「40時間」は、「継続ᅔ㞴」が 15�2�
であったが、ࣉࣥࢧルࢧイࢬが᭱もᑠさいࣜࢦࢸ࢝ーであるため、回答比⋡のばらつきがややきくな

った可能性がある。以上のことから、すべての労働時間区分で、継続意志の回答比⋡は比較ⓗ一ᐃであ

るようにぢえる。

なお、特例適用者と特例適用者以外のデータは、第４章第㸱⠇㸱で示したものとྠࡔࡌが、↓回答を

㝖外しているため、回答比⋡は␗なっている。

㸳 の㛵ಀពᚿ⾜⛣࣒ࢱࣝࣇ

フルタイム移行意志と労働時間との㛵ಀを検討するため、フルタイム移行意志と労働時間のྛࢦࢸ࢝

ࣜーとのࢫࣟࢡ㞟ィを行う。その際、フルタイム移行意志のࣜࢦࢸ࢝ーは、フルタイム移行意志との

ኚᩘとの㛵ಀを検討した第４章第㸱⠇㸰（㸰）に合ࢃせ、「移行ᕼᮃ」、「移行ᅔ㞴」、「▷時間ᕼᮃ」、「不

᫂」の４ࣜࢦࢸ࢝ーを用いる。また、ྠ様に、労働時間区分のࣜࢦࢸ࢝ーから↓回答と、すでにフルタ

イムでの労働を行っていると考えられる「40時間」の者は㝖外する。
㞟ィの結果を表附４－５、図附４－５に示す。

ˠ季特例適用宀特例適用者ɾ適用以外宀特例適用者以外

60.6%

69.7%

72.4%

64.0%

65.0%

63.6%

15.2%

9.2%

8.2%

7.4%

6.0%

6.8%

24.2%

21.1%

19.4%

28.6%

29.1%

29.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40時間

30～40時間

20～30時間(適用以外)

20～30時間(特例適用)

10～20時間

10時間未満

سକܩ କࠖೋܩ 

;n=�44Ϳ

;n=�ϭϭϳͿ

;n=�336Ϳ

;n=�ϭ34Ϳ

;n=�ϭ09Ϳ

;n=�33Ϳ
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※ 特例適用=特例適用者，適用以外=特例適用者以外

40.8%

13.1%

23.8%

19.8%

12.5%

28.6%

44.5%

34.6%

35.3%

37.5%

14.3%

29.2%

25.8%

31.9%

25.0%

16.3%

13.1%

15.8%

12.9%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30～40時間

20～30時間(適用以外)

20～30時間(特例適用)

10～20時間

10時間未満

移行希望 移行困難 短時間希望 不明

(n= 40)

(n= 116)

(n= 341)

(n= 137)

(n= 98)

表附４－５ 労働時間区分ごとのフルタイム移行意志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図附４－５ 労働時間区分ごとのフルタイム移行意志 

 

「移行希望」と回答した者が、「10 時間未満」から労働時間が増えるにつれて増加しているように見

える。特に「30時間以上 40時間未満」の者のうち 40名（40.8%）が「移行希望」と回答していた。 

なお、特例適用者と特例適用者以外のデータは、第４章第３節３で示したものと同じだが、無回答を

除外しているため、回答比率は異なっている。 

移行希望 移行困難 短時間希望 不明 合計

10時間未満 5 15 10 10 40

(12.5%) (37.5%) (25.0%) (25.0%) (100.0%)

10～20時間 23 41 37 15 116

(19.8%) (35.3%) (31.9%) (12.9%) (100.0%)

20～30時間 81 118 88 54 341

　(特例適用者) (23.8%) (34.6%) (25.8%) (15.8%) (100.0%)

20～30時間 18 61 40 18 137

　(特例適用者以外) (13.1%) (44.5%) (29.2%) (13.1%) (100.0%)

30-40時間 40 28 14 16 98

(40.8%) (28.6%) (14.3%) (16.3%) (100.0%)

合計 167 263 189 113 732

(22.8%) (35.9%) (25.8%) (15.4%) (100.0%)
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